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ラ
ン
ダ
子
す
り
塗
装
完
了

。

東
門
お
よ
び
一
扉
新
設。

新
設
校
令

一井
小

へ
児
童

一
七
名
移
籍

。

第

一
四
代

三
津
秀
雄
氏
校
長
に
着
任

。

プ
ー
ル
循
環
浄
化
捺
新
規
設
置

。

創
立
七
O
周
年
記
念
航
空
写
真
磁
影

。

プ
レ
ハ
ブ
ニ
教
室
建
設
(
六
角
校
舎
南

側
)

給
食
調
理
室
建
設
工
事

開
始

。

新
設
校
大
蔵
小
へ
児
裳
三
二
一
名
移
籍

給
食
調
理
室
、
物
置
き
倉

庫
完
成

。

自
校
給
食
開
始

。

六
角
校
舎
改
造
工
事
完
了
(
内
階
段
徹
去
)

プ
レ
ハ

ブ
二
教
室
徹
去

。

第

一
五
代
谷
川
和

夫
氏
校
長
に
着

任
。

第

一
六
代
森
山

亘
次
氏
校
長
に
就
任

。

創
立
七
十
五
周
年
記
念
航
空
写
真
撮
影

。

ミ
ニ

・

パ
ス
ケ
ソ

ト
コ
ー
ト
完
成

。

都
連
合

学
芸
会
凶
年
削
刷
「
は
だ
か
の
王
様
」

(
児
童
会
館
)

創
立
七
五
周
年
記
念
誌
発

行
。

六
角
校
舎

視
総
党
室

1';(1 

出
li'! 

校
庭
よ
り

の
ぞ
む
校
舎

- 4 

校
庭
σ) 

一 南

d 
σ〕

ぞ
む
体
育

校
4与

5 



昭
和
五
九
年

三
日

三
O
日

正
門
坂
道

舗
装
完
成

。

。

。

正
門
坂
道
、
給
食
室
周
囲
舗
装

放
送
設

備
工
事
完
了

。

六
O

プ
ー
ル
更
衣
室
改
築
、
プ
ル
塗
装
完
了

。

ノ、

四

北
津
正
直
氏
就
任

。

第
十
七
代
校
長

ム

ノ、

ト

L
k
e首
I
B
H
E
f
Z
E

。

l
J

1

々
ノ
立
口
両
H
P
i
'
H
S
1

四
・

一
五

~ 

ノ、

七

大
規
模
改
修
工
事
(
六
角

校
舎
。

)

~ 

/、

五

四
校
舎
昇
降
口
前
、
舗
装

工
事

。

ー」

ノ、

一仁

大
規
模
改
修
工
事
(
二
年
次
)

中
央
校
舎
、
凶
校
舎

通
路
部
分
)

ム

ノ、

九

刊
立
→
ぺ
l

H
川
「

氾
念
、

L
凡
主
口
j

et
-
恥
Hノ
ノ。

d
A

-i
d
i

，

L
A
h
n

ゲ
コ
庁ve
-
-E
-
t
別
E

九

六
三
・

一
O

創
立
八

十
周
年
を
祝
う
会
挙
行

。

平
成
元
年

。

川
円
ヤ
L
弓L

l
l
町
吋
5
1
1
L
ト
ン
リ
川
‘
凡
レ
ト
￡
ヒ一l
o

s
-
j

-

H
E

T
H

-
U
N
-
-

λ
v
ヲ
千

鶴
川
第

小
学
校
の
あ
ゆ
み

こ
れ
ま
で
の
主
な
あ
ゆ
み

や
1I)j 

{呂? の
が 初

め
ま
で

お

m
t

お
お

〈
，
の
う
の
や

ト

芹
f
t
・
ト
2
4

・
じ
比
ケ

汗
主
z

n
，

J
1
こ
ま

J
1
1

J

一
A
I
1
-

6

t
T

I

-

-

十

1
L

又
L

ι
小
'

ω
vt
t
J

'

そ
ろ
ば
ん

寺
子
屋
や
学
n~ 
zじ
」

教
え

る
私L TI先
塾1 み
が
あ

ま
し
た

自
宅
で

告
さ
、
(
明日
字

を
教
え
る

し
か
し

出
え
る
の
は

ほ
ん
の
一
部
の

ゅ
う
ふ
く
主
家
か
、
役
人
の

J
Tだ
け
で

大
部
分

の
村

人
(j: 

一
生
字
を
知
ら
ず
に
終
わ
り
ま
し
た

。

明
治
問
年

(
一
八
七
一
)、
町
津
川
村
の
一
七
阪口
円
孝
や
、
小
野
路
村
の
小

L

S
2
5

E
2
2
2

け
工
い
え
お

n
i
t

品
為
政
、
総
本
政
凶
ら
の
働
き
で
、
肝
沖
m
u
刊
・

華
厳
院
に
小
野
郷
バ
ナ
と

い
う
山
手
校
が
で
き
ま
し
た。

村~: 111 
)村今

、て の

大日学
泉f 校
弓I 仁 と

ち
カィ

授
業
(j: 

型T
!M 札;
十I jiJ� 

り

T何f 事"
(j[/x J~:;'ι 
I~!~ ど Iト
'1'..-'1 1')【二λ

←ト

/11 
111 
十 l

万~ ) 1 

F[ 
/1¥"1 

の
凶
ヶ
所
を
二
1

三

ヶ

月

交
代
で
順
番
に
ま
わ
り

ま
し
た

。

生
徒

(約

ITJ 
[1[[ 
つ
グ〕

t ,j 
か
句

人

す
る

rl' 人
(こカず

は多
[-[ ひ か
聖子の つ

た
1(.)" , ITJ 

百
五
十
名
余
リ
)
は
、

で
、
通
学
の
公
平
を
考
え
た
の
で
し
ょ

う

。

円
忌
今

A

，

“

β
れ

中

、
鉄
(
現
縦
浜
市
緑
区
)
、
小
川
等
の
速
く
か
句

入
学
す
る
人
ら
あ
り

し
か
し

日
帰
り

が
で
き
な
い
の
で

小
肝
路
に
下
街
を
し
て
勉
強
す
る
人
ら
い
ま

し
た
。

生
徒
は
十
四
才
か
ら

二
十
瓦
才
の
人
が
多
か
っ
た
の
で
す
か

、
九

-
2
2

さ
Z

才
か
ら
六
十
六
才
ま
で
‘

緩
々
な

年
令
の
人
が
集
ま
り
、

一
一十
才
や
四
」
l

才
で
も

、

は
じ
め
て
勉

強
を
教
わ
る
人
が
大
部
分
で
し
た

。

出
納
者

は
、

圃圃圃圃断

6 

ふ
だ
ん
は
八

十
七
ぐ
ら
い
で
し
た
が

誕
の
い
そ
が
し
い
時
期
に
は
、

7 

事t

れ
に
な
る
叫
も
あ
リ
ま
し
た

。

ル
ー従

の
多

い
小
釘
路
や
野
津
川
の
村
で
も

、

小野郷学の教科書

人
?
で
き
た
の
は

Jl" 'IFI 
~!H~ の
はう
~!'.'iι ち
半 l l

一判
か
「
一刺
で
し
た

。

で
U 

'
本
が
貧
し
く

午
前
の
た
め

に
働
か
主
く
て
は
主
ら
ず
、
学
校
へ

は
、
行
き
た

く
て
も

'H
け
な
い
人
が

ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
の
で
す

。

又

-1;:. 

イ
は
、
ひ
と
り

JU

い
ま
せ
ん
で
し
た

。

先
生
は

村

の
、
十
お
や

守
子
!ヰ1

31 1 の

131ず 野
Hillt4lI 

た Wi~ 先
。 、生

小 l坐Y だ
.tj ~ ~ l つ
1..);' 、た

政; ~史i 人
は文I た

ち
で

七{ユd
Lq! LIIl~斑 J争

ミaι

話 、:;《 :!口妙
小野郷学の授業風景 ( r 平行J宜的 P'IJ よ

自

一
千

等
を
教
、
え
ま
し

そ
の
、
」
ろ

村
の

|文|ず が

なは
どや
を つ
使 た
つ Zl~
てを 夜
心遊
配び
しゃ
孝有 力、

行ョ け
道f ご
のと

若
布
た
ち
に

人
の
正
し
い
生

き
十
刀
を
教
え
る
こ
と
に
よ
っ
て

よ

い
村

に
し
よ
う
と
努
力
し
ま
し
た

0

2
z

、
か
〈

郷
41
は
、

明
治
六
年
ま

で
続
き
ま
し

fこ



ー

/¥  

村
々

郷i lこ
学:' 小

(校t 学
4えを校
学T 作 が
舎もつ で
とた き
ょ人 る
ん々〉

たの
)努

JJ 
で

明
治
六
年

総
川
の
各
U
刊
に
は

左
の
よ
う
な

小
学
校

H
H
a
v
L
A
 

国
の
方
針
に
よ
り
色

村
々

が
い
っ

せ
い
に
作

っ
た
の
で
、

s

u

v

 

各
村
の
寺
院
に
間
借
り
を
し
て
ス
タ

が
で
き
ま
し
た

。

学
校
は

は
、
校
舎
の
建
築
も

間
に
合
わ
ず
、

ー
ト
し
ま
し
た

。

{
明
拍
六
年
的
情
。h
}
{

場
所
)

"
の
が

〈

L

ゃ

t

p
t
t
u

O

小
野
山
平
合
小
野
路
村
(
万
校
与
)

h
t
y

h

!

-

L

L

 

O

知
日
新
学
舎
野
洋
田
村
(華
航
院
)

0
献
配制
配
駄怖
付
(
賀
川h
T

・

4
"
'
A
M
V〈

L
A
V
T

噌

t
L

0

央
研
学
合
金
仲
町
村

(弘
侃
'
J
)

o
肌
脱
却
利
部
真
光
寺
村
(
組
制
刑
事
)

H
A

ぜ
い
が
〈

L
a
y

u
bじ

y

n
r

O

研
精
学
品
目
三

輪
附，

M
村
(
一
H
川
厳
守
)

こ
の
小
学
校
は
明
治
問
1

5

年
ま
で
続

き
ま
す
が

こ

の
間

祉
の
う
つ
り
変
り

と
共
に
学
校
名
、
場
所
、
勉
強
の
内
容

期
間
な
ど

校
<'�-

を
作
るつ
Eをひ さ
rm つ
やさ

と
変

ま
し
た

先
生
め
給
料
等

!l) 

で

当
時
の
村
の
人
た
ち
に
は

代
に
、

学
校
か
ど
ん
な
に
大
切
な
ら
め
か

ー
‘

と
軌
…
怠
で
、

と
与
、
え
た
れ
人
た
ち
の
い
刀
力

lik 
初J

村
の
イ
ど
む
の

下
数
ぐ
ら
い
た

た
人
ゃ
れ
も

治
三
十
三
年
頃
に
は
、
十
人
中
八
人
ぐ
ら
い
が
入
学する
様
に
主
リ
ま
し
た
，

〈
鶴
川
第

一
小
学
校
の
う
つ
り
か
わ
り
〉

L --, 

1 川村立9 1 1') ! 

Jリ 等 小 学校

L一一一一一一一一一一一ー一一ーー-~
(1111 ifi.1 1 11') ~ 

小型i 郷';::のがく

~ 
ヲL

舎
舎

屋

郷

円
子
円
子

子

新

野

野

寺

( 1111 ザi 4 iF) 

( 1111 i;'i 6 11'-) 

智

( 1 リ I dì25 11~.) 

こ
れ
ら
の

lr:.<
初

日
門
'
)
い
作
一
川

鶴川尋常高等小学校

(53 州L; 小型地)
第三分教場 : 輪

〈
館
川
高
等
小
学
校
〉

か
η

ニ
A
，

L
a
v

明
治
一

A

九
年
、
大
蔵
・
安
全
寺
を
仮
校
舎
に
、
鶴
川
市
等小
学
校
が
で

I
r
-
-
t
t

ぎ

u
i
t

き
ま
し
た
。
こ
の
頃
は
、
尋
常
小
学
校
(

四
年
間
)
が
義
務
教
育
で
、
高

等
小
山
下
校
(
4
4年
間
)
へ
進
む
の
は
自

由
で
し
た
。

出
等
小
学
校
は
男
女

別
ク
ラ
ス
で
、
こ
の
年
百
八
名
(
内
女
千
約
-
一
十
名
)
が
入
学
し
ま

し

た
。

明
治
三
卜
瓦
年
、
今
の
鶴
川
中
学
校
の
場
所
に
校
舎
が
で
き
ま
し
た
。

川
川
ムH
川
U
1
L
l

ド
r
H
u
-
-


u
i
p
f
F
1
 

〈
鶴
一
小
の
た
ん
生
か
ら
現
在
ま
で
〉

鶴
川
尋
常
高
等
小
学
校

村
内
の
五
つ
の
尋
常
小
学
校
(
二
つ
分
校
)

と
一
つ
の
高
等
小
学
校
を
合
わ
せ
て
で
き
た

小
肘U
叫
町
第
-
分
教
場

3

・
ト
主
日
品

川
均

'
J
V
4
J

義
位
同
教
育
は
六
年
間
(
尋
品
科
)
男
'K
共

学
級

Z
Z
A
A
r，
i

中
司
"
戸
。

』

l
・

'
L
・

J
S
a
b

・

り
H
q
d
一

七
三
五
名
が
入
学
。

リ
ヨ

H
7

、
一
一

J
l

向
干

-
E
J
0
1
刊
・
r
j

ト
問
山
下
級
(
内
、
分
校
二

よ
〈
ニ

A
1
L
A
Y
'
h
A
eい

翌
年
校
舎
完
成

8 

名
前
が
か
わ
る
。
第
一
一
次
世
界
大
戦
始
ま
る

:
一

i
l

l
-
h
H
p
h
u
-
-
f

れ
h

治
壮
は
叫
数
行
六
年
間
(
初
等
科
)

i
l
 

J
f
 

l
J
 し
I
u
t
H
u
a
-


f
v
F
 

第
二
分
教
場
J
U

え
、
妙
福
寺
で
勉
強
を
す
る

義
務
教
育

戦
争
が
終
わ
り

名
前
か
わ
る
。

j
c

ヒ

7
:

。

句
ノ
」
ク
』t
'
t

第
A

一
分
校
校
舎

}
|
I
¥
}
!
?
f
c
 

留
川
十
台
出
川

4
f
f
u
刊

で
き
る
。
校
歌
で
き
る
。

阿
川
市
立
的
川
小
川
.
f
校

村
立
か
ら
市
立
と
な
る
。
三
ト
四
年
創立
五

ー
同
年
を
悦
う
。
二
-
卜
八
年
給
食
始
ま
る
。

人
ー
の
中
山
人
』

校
の
場
所
か
ら
引
在
の
所
へ
移
る
。

(11日制 126 11'-)校 :1)、ができた。

町田市立鶴川小学校

(第分校小川)
第分校 L 給

1 ー 云手話iJ~Jきuえと守二必f乞J1 光"

iE'出迎IJ_ J
L 開Tl lldi 峨川第小川主)

9 

し
い
h
い
l
'
し
ド
r
H
り
、

〈
引

j
t

i

H

高
H
H

，
止
，f
A
υ
λ

6
1
1
1
J
K
1
 

昭
和
十
三
年
一
一
月

i
!
J
-
-
|
|
 

町
向
H
R
l

叶
円
引

町
山
市
町
鶴
川
廿
暗
号
小
学
校

ーー一一一一一一一一ーーー一一一 一一一一一一一 寸

日10f!l~'主U i -
1(ﾜJ 11 村山低;川 '1" -;:: 校 l

鶴 川 国民学校

(第分校小型i 路)
第一分校 輪

鶴川村立鶴川小学校

(第分校小町路)
第一分校 給

(II{{干1133 1 1 ' )

(II!HII39il' ) 

町田市立笹川第一小学校

(第一分校小町路)
(II{{ fll4 1 Jj'-) 

IJUEJ也に析築移転

(小野路分校lit 校)

(1I!{fIl161f'-) 

(1I!H1J22'1-) 



2 

鶴
川
尋
常
高
等
小
学
校
と
よ
ば

れ
た
こ
ろ

(
お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
子
ど
も
の
こ
ろ
)

〈
学
校
で
の
こ
と
〉

そ
の
こ
ろ
、

仲
間
川の
あ
た
り
に
は

し
た
。

そ
の
田
ん
ぼ
の
道
を

学
校
へ
通
い
ま
し
た

。

毎
朝

校
庭
で
刺
礼
が
あ
り

務
列
し
て

校
長
先
生
の
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。

先
生
は

ほ
と
ん
ど
が

男
の
先

生
で
、
女
の
先
生
は

こ
っ

二

,fp
,J 

人

さ
い
ほ
う
を
教
え
て
く
れ
る

先
生
が
い
た
だ
け
で
し
た

。

一
ク
ラ
ス
は

六
十
人
。

男
子

の
ク
ラ
ス
と
女
子
の
7

ラ
ス
に
分

か
れ
て
い
て

げ
た
箱
な
と
も

男
女
べ
つ
べ
つ
に
な
っ
て
い
ま
し

fこ

ま
た

田
ん
ぼ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

歩
い
た
り

自

転
車
に
乗
っ
た
り
し
て

大
正
の
こ

ろ
の
教
科
書

尋
常
小
号
請
本
ヰ色
デマ

題

え

♀F 

J首

-・・・・眠

本

修身
(ノトの道徳)

/ ー ‘司ー -品.ー
高等科第二学年理科授業

12 

ポール

a

〈
そ
方

服
装
も

女
の
子
は
、
髪
の
毛
を
お
だ
ん
ご
に
ゆ
っ

み
革ft~ ん
をな
は者f
し、秒9"
てで

る

も

ま
し
た
カず

ゲ
タ
や
ぞ
う
り

を

て
い
ま
し
た

。

は
い
て
い
る
子
が
多
か

っ
た
で
す

。

同
凶
川
叶

古
学

五
時
間
か
六
時
間
あ
り

一
週
間
に

一
回

そ
ろ
ば

授
業
は
、
毎
日

ん
の
勉
強
が
あ
り
ま
し
た

。

「

教う
育 弘、 か
中i}j " け
語 i tX 
」ゃ

をわ
l情2 り
~è ~ 算
さ Il)
せ料l
句 習
れも

そ
ろ
ば
ん
で

まし
すま
。 し

なた
か 。

な小
か守
党汁支
え 二

ら 年
れに
な主
くる
てと

毎
[1 

毎
[1 

斜i
習
を
し
て

と
て

も
大
変
で
し
た

。

休
み
時
間
に
な
る
と
、
校
庭
に
出
て
、
友
だ
ち
と

ド

y

ジ
ボ
l

ル
を
し

た
リ

ハ
ス
ケ
ソ

ト
ボ
l

ル
を
し
た
り
し
て
遊
び
ま
し
た

。

そ
の
こ
ろ
、
こ
の
あ
た
り
で
は

五
月
の

か
い
こ
を
飼
う
家
が
多
く

'
A、
フ

1
J
n
y
・
3

」
、
i
j

こ

h
J
キ
y
f
l、

6
4小
d
d
i
J

ん
1
0
V
F
E
l
l

-

J
人
2
1
・
〈
1

「
か
い
こ
休
み
」
が
あ
り

し

二
週
間
の

た
。
み
ん
な

家
の
か
い
こ
の
附
話
を
干
伝
う
の
で

学
校
が
休
み
に
な

る
の
で
す
。

小
野
絡
の
人
は

尋
常
小
学
校
四
年
ま
で
は

一

1
1
2
3

分
教
場
で
勉
強
を
し
ま

し
た
。

五
年
に
な
る
と

今
の
鶴
川
中
学
校
の
あ
る
場
所
に
縫
っ
て
い
た

13 
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鶴
川
尋
常
高
等
小
学
校
へ
通
い
ま
す

1

そ
の
こ
ろ
は

、
給
食

な
ど
な
か
っ
た
の
で

お
弁
当
を
持
っ
て
来
ま
し

た
が
、
家
の
近
い
人
な
ど
は
、
家
へ
帰
っ
て
食
べ
て
く
る
人
も
い
ま
し
た
。

お
茶
を
配
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

一

づ
治

小
使
い
さ
ん
が
、
大

学
校
の
小
使
い
さ
ん
が
、

み
ん
な
に
、

チ
ャ
イ
ム
も
な
か

っ
た
の
で
、
時
間
に
な
る
と
、

き
な
か
ね
を

干
に
持
っ
て

カ
ラ
ン
カ
ラ
ン

と
か
ね
を
嶋

、
l

l
l

/

s旬
、

リ
白

Z
1
‘ 

n
H判

れ
亀
山
P
九

叶
同
様u

z

「

間
た

時

せ

'
'
'
1
1
s
t
、
、

ら
し
て
、
合
図
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。〈

家
で
の
こ
と
〉

家
に
帰
る
と

よ
く
友
だ
ち
と

じ
ん
へ
ー
、
た
い

「
陣
と
リ
L

や
「
兵
隊
ご

っ
、
ど
を

し
おて
小二 遊
1æZ ぴ
いま
もし
もた
ら 。

Jコ

て

ま
し
た

お
店
も
な
く

ほ
と
ん
ど
使
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

。

そ
の
こ
ろ
の
買
い
物
は
、

近
く
に
あ
る
、
何
で
も
売
っ
て
い
る
店
へ
行

き
ま
し
た

。

買
い
物
を
し
て
ら

お
金
は
払
わ
ず
に

お
店
に
あ
る
帳
而

に
記
入
し
て
お
き

一
年
に
二
回
、
ま
と

め
て
お
金
を
は
ら
い
ま
す

。

尋
常
利
で
は

六
年
間
勉
強
を
す
る
の
で
す
が

h
ド

こ
+

」。

『

(
[

家
の
都
合

で

四
年

く
ら
い
で
や
め
て
、
川
聞
き
に
行
く
友
だ
ち
も
い
ま
し
た

。

尋
出
科

を
六
年
で
卒
業
す
る
と

今
度
は

高
等
科
で
二
年
間
勉
強
を

3 

鶴
川
国
民
学
校
と
よ
ば
れ
た
こ
ろ

〈
戦
争
の
は
げ
し
か
っ

た
こ
ろ
〉

昭
和
の
初
め
こ
ろ
か
ら

日
本
は
中
固
と
戦
争
し
て

中
国
の

一
部
を

日
本
の
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た

。

世
界
中

の
国
々
の
反
対
に
あ

じ
ゅ
ん

ぴ

っ
た
の
で
そ
れ

ら
の
国

々
と
戦
争
を
す
る
準
備
を
始
め
ま
し
た

。

国
初t のそ
等i 方? の
科か 査1 :: よ
はでう
六鶴な
年 川時
国代

高j 民に
等i 学
手い校
lまと
二名
年前
でが
しか
たわ

ま
し
た

鶴
川
尋
常
高
等
小
学
校
は

刀
口
H
U

」

4
、

E
'
H叶
'
j

H

1
b，
』

1
J
ノ
ノ

J

H
V

r
f

そ
し
て

同
じ

年
の
十
二
月

ノk
lヨ

日
本
は
ア
メ
リ
カ
や
イ

川
大
一
言
一
訊

ヲ
也

、
え

さ
五7

1
 

ふ
ぜ

ん
h
u
i
n

e
油
開t

b開

ギ

ス
な
ど
ペ，

タ'

<
!l) 

固
と
戦

太f 争

平: を
i~ t lJt� 
l絞 め
争ま
でし
すた

こ
れ
が

我
が
限
海
軍
人，
昨
日
遂
に

米
英
市
と
戦
闘
状態
に
人
'
J

両
ト
A
千
品
川
・h
内向
、

一大
本
・
情
海
軍
保
電
表f

H
A

w
u
牛
入
H
K
康
問
削
ド
ル小
河
a
s

に
人
h“
。

そ
の
た
め
に

国
民
学
校
に

‘

F
・
・

行
っ

て
い
た
子
ど
も
た
ち
は

今
の
子
ど
も
た
ち
と
く
ら
べ

大
変
く
ろ
う
を
し
ま
し
た

。

し
ま
す
。

尋常科男子卒業生(共ー)

14 

で
も
高
等
科
へ
行
く
に
は

何
人
む
い
ま
し
た

。

一
か
月
に

二
十
五
銭
も
い
る
の

σ〉

1-1: そ
'I~ の
カずあ

l収1 と

f c込

る

で
行
き
た
く
て

1m γ b 
iEli fT 
科か け

とな
し、し、

う A
!l) カ三

カイ

あ

こ
れ
は

田

ん
ぼ
や
畑

し
た

。

十山
が
降
っ
て

秋
か
ら
三
月
ご
ろ
に
か
け
て
、
夜
、
勉
強
を
し
ま

昼
間
の
授
業
に
か
わ
り

さ
い
ほ
う

の
勉
強
を
し
て
い
ま
し
た

。

〈
遊
び
〉

タ
コ
あ
げ
や
コ

7
ま
わ
し

し
か
し
、

日

本
が
負
け

ド
ジ
ョ
ウ
す
く

戦
争
の
初
め
の
こ
ろ
は

い
、
正
月
の
は
ね
つ
き
な
ど
を
楽
し
め
ま
し
た

。

て
き
ま
し
た

。

空
し
ゅ
う
が
始
ま
る
と
、
外
で
の
遊
び
が
で
き
な
く
な
っ

そ
こ
で
、
近
所
の
人
と
家
の

近
く
ゃ
な
か
で
遊
ぶ
よ
う
に

〈お
手
つ
だ
い

〉お
父
さ
ん
や
お
じ
さ
ん
な
ど
の
働
く
人
が
兵
隊
と

戦
争
が
始
ま
る
と

し
て

出
か
け
て
い
た
家
が
多
か
っ
た
の
で

子
ど
も
ま
で

だ
い
じ
な
働

F
h
υ
 

〈学
校
行
事

〉

空
し
ゅ
う
が
始
ま
る
十

九
年
に
な
る
と

楽
し
い
思
い
出
が
つ
く
れ
な
く
な
っ
て

町
地
動
会
や
学
芸
会
な
ど
も
行

二
十
年
は
や

っ
て
い
ま
せ
ん

。

遠
足
は
十
九
年
に
は
し
て
い
ま
す
が

戦
争
が
終
っ
た
年
の
寸
月
に
運
動
会

三
月
に

学
芸
会
を
や

日
本
中

が

っ
て
い
ま
す
。

展
覧
会
も
高
等
科
だ
け
で
す
が
十

二
月

に
や
っ
て
い
ま
す
。

住
む
家
さ
、
え
な
い
人

食
べ
物
や
着
る
物
ば
か
リ
で
な
く

こ
れ
ら
の
行
事
が
で
き
た
の
は
し

あ
わ
せ
だ
っ
た
と

畑
仕
事
が
で
き
な
い
と

ま
す

。

女
J
Tは

そ
う
に
な
り
、

札
ハ
ゆ
っ
て
主
、
手
品
し
た

。

き
子
と
し
て
が
ん
ば

っ
て
い
ま
し
た

。

な
わ
れ
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た

。

き
た
の
で
す

。

し
か
し

が
多
か
っ
た
こ
ろ

思
い
ま
す
。



「

リ
や
竹
ゾ
ウ
リ
が
ほ
と
ん
ど
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

〈
服
そ
う
〉

写
真
を
見
る
I
y

JI
七
年
く
ら
い
ま
で

がは

tl n ス
立心 力

ち|
ま卜
すや

*11 ' IIf, >

H月和 1 9 {f.

111, 
が
|三i
立
ち
ま
す

引
の
子
は
学
止
し
服
に

に
た
ひ
ょ
う
じ
ゅ
ん

初等科三年男子クラス

iミ
そ
で

J 
υ 

ん
〈ミ

し
か
し

t
u
F
r
弓
}

斗
l

+
ノ
ノ
i
1

・

件
。
ヲAVル
」

女
の
子
は

引
の
リ十
は
長
ズ
ボ
ン

に
な
っ
て
い
ま
す

。

Iji!U I� 
閃 ~ .1 1主
I;l: '1 
う以
を ト
ヵ、。〉

.. )~.人

つは

て
い
ま
し
た

。

山
」
1

校
に
は
い
て
い
く

ち
の
ち

ワ
ラ
ゾ
ウ

ソ
ウ
リ
は

日
川
・
了
可

LI 
は

ぬ
れ
た
り
し
て
と
て
ち
こ
ま
り
ま
し
た

。

に
な
る
と
自
分
で
作

っ

て
は
い
た

人
ち
多

く
い
ま
し
た

。

同
の
日

や
イ
コ
の

防
空
ず
き
ん
を
か
た
に
か
け
て
学
校
に
通
い
ま
し
た

。

そ
の
時

干
や
頭
に
ケ
ガ
を
し
た
人
も
い
ま
し
た

。

一
度
使
わ
れ
た
だ
け
で
し
た

。

て
ほ
っ
た
防
空
ご
う
で
す
が

そ
れ
ほ
ど
背
労
し

〈
空
し
ゅ

う

〉

H 

EI 
(7) 

11~ 

大

li し
ゅ
う
や
八

土
J
Tの
空
し
ゅ
う
で

も
え

る
火
力ぜ

在fj
夜)11 
(7)カ、

υ巨 1

'1-' ~~ も
Ij虫包 ~-~

ま
た

。

ハ
イ
ロ
y

卜
の
阪
が
見
え
る

機
じ
ゅ
・7
を

ほ
ど
近
く
に
き
て

7

っ
た
こ
と
ら
あ
リ
ま
し
た

。

ゅ
う
に
う
た
れ

あ
る
叫
女

の
先
生

一人
が
機
じ

仙
の
木
に
の
ぼ

っ
て
か
く
れ
て
に
げ
た

よ
と
さ
え

あ
り
ま
し
た
。

州
場Aれ
に
よ

っ
て
は

地
ロド
別
に
わ
か
れ
て

け
い
ほ
う
が
で
る
と
、
授
世
止
を
や
め
て
す

く
ひ
な
ん
し
た
リ

同
日
業中

ド

校
し
ま
し
た

。

ね
る
附
に
も
ま
く
ら
も
と
に

空
し
ゅ
う
は

夜
が
多
か
っ
た
の
で

く
と
防
空
ず
き
ん
を
お
い
て
い
ま
し
た

。

さ
ん
ろ

う

〈
勤
労
ほ
う
し
〉

人

一
人
が
向

分
で
や
る
お

T
伝
い
の
ほ
か
に

近
所
の
働
き
T

の
少
主

勤
労
ほ
う
し
と
い
う

く σ〉
なが
つあ
たリ
lJ2 ま
家:し
σ】 fニ
f1三: 。
業 一 山

古弓

手 -: .11 
伝勺 や

� J 干 ↓
きの
ま人
しが
た
。

そ
の
ほ
か

服
の
材
料
と
し
て

の
く
わ
の
伎
や
で
ん
ぷ
ん
を
と
る
た
め

ま
た

か
さ
の
H
仰
木
を
集
め
て

に
ど
ん
ぐ
り
の
実
な
ど
を
干
校
に
持
っ
て
い
き
ま
し
た

。

ビ
タ
ミ
ン

C

を
と
る
干
以
い
ち
し
て
い

キ
A
Ffし
ト
~
。

兄
お
く 〈
リ 見
は お
兵よ く
l法三 り

� J 出
く む
人 か
の え
た〉

め

山
む
か
え
は
戦
争
で
な
く
も

ハh
ul

 

日
川
り
下
ザ

や

っ
た
人
の
た
め
に

ど
ち
ら
ち
鈎
川
の
駅
ま
で
行
き
ま
し
た

。

間
年
生
以
卜

の
人
も
何
度
か

参hilJj

iJw 等
し平 |
ての

ま l;g
すが
。 々

ヨン

か
っ

た
よ
7 
で
す
カず

ま
た

れ
分
の
お
父
さ
ん
や
お
じ
さ
ん
を
込
っ
た
人

JU
多
く
い
ま
し
た

。

同
民
学
校
の
引
の
先
生
J
U
多
く
兵
隊
に
な

っ
て
い
ま
す

。

そ
し
て

か

わ
リ
に
若
い
女
の
先
生
が
そ
の
ク
ラ
ス
の
先
生
に
も

っ
て
い
ま
す

。

ほ
う
〈

う

〈
防
空
ご
う
〉

ま
し
た

。

IIA 

川
…'
t午
や
一
日
川
当
利
の
人
が小
心
に
な
っ
て
は
リ

白川
分
述
が
人
る
防
空

一司
牛

の
人

の
ぷ
で
は

空
し
?
7

に
そ
毛
、
ぇ

7 
は

自
分
注

で
ほ
っ
た
そ
う
で
す

部」

授
三包h 合世
間 お ""'

空E
教
室

川町
和

一
一十
年
四
月

J王

隊

が
本
校
と
小
野
路
分
校
に
来

ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
教
室

が
足
り
な
く
主

り

音11
t瓦
3に

ほかの学校の青空教室

め宅業
を 三 が
ち音lí 行
が t受な
う業わ
学とれ
年 lまま
で、し

使 ]ìi] た
うじ。

た教

時
間
を
ず
ら
し
て
行
な

7

授
業
の

、

」
と
で
す
。

今tl
 

こ
れ
は
、
本
校
で
は

戦
後

も
一
年
続
き
ま
し
た
。

土
砂
れ
~
戦
後
の
本
校
で
は

車
円
由
主
教
室
と
いっ
て

校
庭

の
木
の
下
で
授
業
を
し
た
-
」
と
も
あ
る
そ
う
で
す。

か
さ

K

ん
れ
ん

〈夏
期
た
ん

れ
ん
期
間
〉

_1、

ヘ
、
0
4
1
U
F
r
-

」
ゐ
i
o

f

-
-j
i
l
l
 

そ
の
こ
ろ
、
夏
休
み
の
こ
と
を
夏
期
た
ん
れ
ん
則
川
と
い
っ
て
い
ま
し

川
直
』
年
や
高
等
利
の
人
は

iL 
君主

J宝
業

でを
む行
かな
えわ
やざ
学る
校 口

1 11. の し
hX -J 乙

.t~日い
のつ

11二3 て
業: ぃ

ま
校ミ し
合と た
σ〉。

あ
ま
リ
の
ん
び
り
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
う
じ
主
と
が
あ
り



ま
た

L
C

か
れ
〈

す
r

角
も

H
T

U
叩
川
日
円
の
鈴
ヶ
森

凶
民
λ1勾1 

J 

校
σ〉

宇初刀
主笥守

集ミ 干 l
|府同苛司|Et の
で三
ひ 1

六
年
生
ま
で
が

な
ん
し
て
き
ま
し
た

。

そ
の
人
た
ち
が
れ
ク
ラ
ス

に
何
人
も
人
っ
て
き
た
の
で

一
ク
ラ
ス

の
人
数
が
か
な
り

品
、
え
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
の
先
生
の
思
い
出

〈
そ
か
い
〉

空
し
ゅ
う
が

あ

っ
て

け
ん
な
と

こ
ろ
に
い
る
人
た

H目和十七年(千1)-'-1;.: 子50名)

ち
が
ま
た
安
全
な
鶴
川
に

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
し

ん
せ
き
を
た
よ

っ

て
ひ
な
ん

し
て
き
ま
し
た

。

そ
れ
を

そ
か
い
と
い
い
ま
す

。

私
が
初
め
て
教
だ
ん
に
た

っ
た
の
は
、
戦
争
が
け
に
け
に
負
け
い

く
さ

t

，

F

内
F
s
t

中
、
L
'
i
b

一
司

と
な
る

昭
和
二
イ
年
間
川
、
所
は
卜

一
輪
妙
制
寺
の
本
山'
Tの

一
初
で
し
た

。

昭
和
十
九
年
十
川

二
十
三
日

に
鶴
川
同
氏
手
校
第
一
一分
校
は
‘

か
さ

U
L
S
A
1
L

勺
か
れ

明
の
火
災
の
た
め
焼
失
し
た
た
め

の
似
教
・
'
主
だっ
た
の
で
す

。

ル
山
怖
の
川
町
体
的
に

一
一
一
・
川

|大|

不

7

す
時
い
本
"
'
H
a
に

iy. 
生

余
人
そ
れ

i.l ・
1主
J:~ \ "1' 

級 /，
で l
し /，
た人

Lー
と
も
述
の
机
は

リ
ん

、
」
桁
やみ
か
ん
桁
で

引

の
上
に
な
ら
べ
ら

れ
て
あ
る
だ
け
で
し
た

。

教
具
と
い
え
ば

黒
板

一
枚
と

チ
ョ
ー

ク

ぐ
ら
い
で

オ

ル
カ
ン
も
な

本
堂
の
う
ら

の
方
に
は

い
守
子
屋

の
よ
う
る
よ
十
校
で
し
た
。

、
九
八

A

命
い

集
川
疎
開
に
よ
る
鈴
ヶ

森
校
の
す

い
じ

坊
が

あ
り
ま
し
た

。

従
競
走
の
線
内
の
H

で
し
た
。

本
の
校
の
先
を
使
っ
て

ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
を
ひ
き
ま
し
た

。

石
灰
も
ラ
イ
ン
ひ
き
も
主
か

っ
た
か
ら
で
す

。

空全
し良
ゆが
う走
けり
い終
はわ
うる
'Ít~ t�( 
令!: で
/し

fょ
。

た
問
内

の
火

の
見
や
ぐ
ら
に
つ
い
て
い
る

サ
イ
レ

ン
が
な
リ
ひ
び
き
ま
し

「
あ
・
宅
し
ゅ
う

だ
日

き

終 ミ
戦手
、、/叩

昭
和
二
十
年
八

月
十
五
日

日
本

は
戦
争
に
負
け
ま
し
た

。

子
ど
も
心
に

ホ
y

と

し
た
こ
と

や
、

山
工
が
飾
か
に
な
っ
た
こ
と
を
お

ぽ
え
て
い
ま
す
。

今
ま
で
使
っ

て
い
た
教
科
書
が

使

え
な
く
去

っ
た
り

ス
ミ
を
ぬ
っ
た

リ
し
ま
し
た

。

教
科
書
に
よ

っ
て
は

ほ
と
ん
ど
ス
ミ
で
け
さ
れ

先
生
J
U

- 18 

子
ど
ち
達
も
何
を
ど
う
勉

強
し
て
よ

い
の
か
こ
ま
り
ま
し
た

。

昭和 1 )L年(初三久子66 7.) 

そ
の
後
、
く
ま
・
つ
L

二
世

4

2

1
、

〈

I
h

レ

J
5
4
サ
J
u
q
J
R
1
ニ
一，
f
h

ムー
の
よ
う
に
き
れ
い
な

本
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
く
、

自
分
で
き
っ
て

、

ひ
も
で
と
じ
て
本
に
し
ま
し
た

。

ふ
め
ヲ
也
叫
叶ア

i主~ ;J 
合; 1) 

1ff[ カ
の 兵
.'I1J ﾌJ{ 

し和I
た人
命も
令 ザ
が校
守に
らさ
れた
ての
いで

る
か 本
当
に
び
っ
く

り
し
ま
し
た

。

調
べ
に
き

た

の
で
す
。

校

Ii¥J 
ITJ 
義s 六
4芳む ・

教 三
脊 ilil l
とと
ない
りわ
まれ
しる
た出11三
。 J主 ど

が
で
き

:::1 

後

小
川'
q校
六
年

'1' 
山

干

鶴
川
凶
民
学
校
は

鶴
川
村
立

的
川
小
学
校
と
名
前
を
か
え

新
し
い
山
発
を
し
ま
し
た

。

中

学
校
は
校

合
が
で
き
る

ま

で
、

小
F

校
の
一
加
を
か
リ
て
授
業
を
し
ま
し
た

。

だ
れ
か
の

戸
に
、
子
ど
も
迷
の
顔
は
一
し
ゅ
ん
に
し
て

緊
張
に
あ
ふ
れ

私
の
指
示
を
待
つ
川
む
な

く
あ
わ
て
て

本
堂
の

，巾
に
走
っ
て
行

ま
し
た

。

き
ま
し
た

。

ろ
し
主

や
す
っ

く

ITJ 
f、
副

j且
具
をい
人ち
iL 1,1 

てく
川 !坊
る空
司I三 ず
耐iiu き
をん

す
ぐ
ト

校
の
川
立
を
さ
せ
ま
し
た

。

を
か
ぶ
リ

し

ま

し
た

。

州
ゃ
け
ん
が三
・
凹
年
に
い
る

J
Tは
い

っ
し

ょ

に
帰
る
よ
う
に

指
ボ
し
ま
し

た
。

さ
よ
う
主
ら
の
あ
い
さ
つ
も
そ

こ
そ
こ
に
、

子
ど
も
逮

は
家
へ
と
急
ぎ
ま
し
た

。

，
「

ど
ち

述
が
'
主に
つ
い
た
か
ど
う

か
と
也
、
7

以

米
軍
機
の
B

m
と

思

わ
れ
る
飛
行
機
が

た
か
い
空
に
小
さ

く

小
さ
く
つ
ば
さ
を
光
ら
せ
、

白

い
飛
行
機
q
一
五
を
ひき
な

が
ら
と
ん
で
い
る

の
が
比
え
ま
し
た
。

私
の
む
ね
に
不
支
が
つ

の
っ
て
き
ま
し
た

。

19 

む
し
あ
の
飛
行
機
が
急

降

下
で
も
し
で
き

た
ら

。

数
分
し
て
そ
の
凶
慨
も
日
比え
な
く
な
り

あ
え
ど

ほ
っ

と
安
捕
の
む
ね
を
な
で

お

ろ
し
ま
し
た

。

川
ル
う
よ
う
に
勉
強
ら
で
き
ず

不
安
の
毎
U

を
す
ご
し
主
が
ら

学

則
が
終
わ
り
ま
し

た
。

そ
し
て

夏
休
み
に
人
り

八
月
l
寸
五
H

の
終
戦
の
日

を
む
か
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た

。

�lYi 

(川
姓
古
川
)
先
生
の
話

立文



一

4 

鶴
川
小
学
校
と
よ
ば
れ
た
こ
ろ

(
お
父
さ
ん

お
母
さ
ん
の
子
ど
も
の
こ
ろ
)

鶴
川
地
区
に
小
学
校
は

〈
一時
間
も
か
け
て
歩

い
て
登
校
〉

今
の
鶴
川
中

学

鶴
川 一
地内 校
j~x~' し
全 か
!i な
のく

ど
も
カず

校
の
所
に
あ
り

ま
し
た

。

校
舎
は

か
よ

っ
て
い
ま
し
た

。

給

I'LJ 

m 
lIi'r 

Ji 
一: 歩

SE 
の こj;:

奥け交
σ) 二

y

こ

主

し

P
、
、

M
L
+
0

4・
ノ
f
・
，
4
l
，

，
，

句t

・
b
v
&
7'
'
'

ノ

'
t
，

を
し
て
い

た
の
で
す
。

111 
[iiJ 
む
か
か
っ

て
]出

-f 

物 し
カf て

且 ~~ 1.，.、
かま
でし
なた
く 。

今
の
よ
う
に

く
つ

下
を
は
い
て

い
た
子
は

冬
で
も

ク

ラ
ス
で
二
i

三
人
。

く
つ
は

ー

一
時
、

旦
'
L

げ
て
い
ま
し
た
。

ι 右
?た者 皆
5 』' ハ占

賞 /iU 非4I是i 本隼賞
す皆
る勤

1t';: 
当i 学
を校 〈
j;fで シ
つ は ラ
て 、ミ

米給i た
tL食} い
なは じ
いな〉

子〈
ど
も生
も i古
いが
ま持i
しし
弓〈

そ
の
こ

ろ
、

子
ど
も
た
ち
の

頑

(特
に
久
の

「
だ
る
ま
ぐ
っ
」
を
み
ん
な
が
は
い
て

い
ま

し
た
。

冬
に

な
っ
て
も

ス
ト
ー
ブ
は
な

く

「

ひ
ぱ
ち
」
を
使
っ
て
い
た

の
で

あ

阿f 子
山 三
品川

カず [こ

いシ
たラ

すが
るわ
子い
どた
も り
が、

多
か
っ

た
(/) 

で

お
な
か
の

中
に

す
。

だ
か
ら

‘

学
校
で

D
D
T

と

い
う

れ

い

ま
リ
あ
た
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た

。

し
か
し

み
ん
な
は

寒
さ
に
向
日
け

な
い
で

冗
気
に
け'f
校
に
通
っ
て
い
ま

粉
薬
を
矧
に
か
け
て
も
・
匂

っ
た
り

出
く
だ
し
を
全

れ
が
の
ん
だ
り
し
ま

し
た

。

校
で
は

寸ノ、

{--'f2: :侊ｭ
!iiJi r::J 
'ft1 
L 欠

を J，Y;
あし

な
か
っ
た
子
ど
ら
に

迎
引j
会 主II
の 動
IIS ι 会
JtJJ' 1 

1こ苦1; ，

な 落z
る :l，n

とわじ

レ

し
た
。

20 

辺
助
会
で
お
ら
リ
あ
が

っ
た

の
は

「
部
中
市
対
抗
リ
レ
」

f
L
d
 

六
年
刊
が
中
心
に
主
リ
「
知
山H
治
L

ご
と
に
選

T

を
決
め
、
総
刊
行

υ

「

L

を
し
て

、

運
動
会
に

の
ぞ
む
の
で
す

。

選
干
に
主
っ
た
人
む
必
死

で

す
が
、

1
f
t
f

ご

i
i
i

応
援
合
戦
む
ら
り
あ
が
り
、
部
部
ご
と

の

体
感
が
北
品
川
附
さ
れる
の
で
す

。

(
講
堂
)

じ
ま

り

ま
す

。

で
し
た

。

体
育
館

は
る
く

校
曜
の
市
む
し
リ
か
ら

LSA

‘ 

そ
の
準
陥
が
は

，

1
H

以
会
は

教
ム令、

教の
三1 し
やき
ろ リ

') " 卜 を
(こ[品
川! ず
/J ~ L し

ト
イ
レ
は

拠
出
で
は
なく

対H
lこ(. ;1

JI巴ひ と
辛1 1 ん
とど
しの
て言ミ

て
会
場
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た

。

a

k
k

ヲ

μ
T

ま

h
wゅ
.

1V
\
J
f
，
d
A
'
ー・

し
て

行
な
っ
た
の
で
す
。

Iﾌ"J 

か教
ぞ五
うや
さろ
んう
で 卜
鋭 : の
すべ ゆ
し か
ては
み板
が I J'
L 、り

てで
いし
たた
σ) 。

で
し
た
。

寸
く
み
と
リ
」

む
「
く

み
と
り
」

で

ト
イ
レ
に
た
ま

っ
た
も
の
は

ま
い
て
い
た

の
で
す

。

〈
農
は
ん
作
業
が
あ

っ

た
〉

民
間業
年を
と主 や
以つ
上て
σ) \、

lこる

は家
カf

y民 多
ay <
i本
業
カず

あ

ま
し
た

メ入
ーす

み ー

た託子そ
い 'Iö の
[こし頃
機ハ、は
械": 11.) 
は
あ
ま

な
く

回
航

、λ
、
稲
刈
り
な
ど

ほ
と
ん
ど
人

間
の
手
で
仕
事
を
し
て
い

人 fニ
fこ σ〉
ちで
です
協i
:1J'iだ
しか
あら
つ

て
11ー

を
し
て

ま
し
た

入
手
が
多
く

な
け

札
ば
な
ら
ず

と
な

リ
近
所
の

四
年
以
上
に
な
る
と

も
う

手
伝
い
ら

十
分
で
き
る
の
で

学
校
に
わ
か
ず

目人
本
の仕
事
の
干
伝
い

〈
ど
ん
ど
焼
き
〉

AJ
u

伐
っ
て
い
る

ー

ど
ん
ど
娩
き
L
そ
の
こ

ろ
は

弓ι

生

'" 」
，心

近
所
の
'
み
か
ら

お
か
ざ
り

な
ど
を

集
め

竹

や
本
を

山
か
・句
切

っ
て
き

て
印
刷
み
L
止
て
て
い
ま
し
た

。

大
人
は
ぜ
ん
ぜ
ん
干
を

山
さ
ず

ぜ
ん
ぷ
f

ど
も
た
ち
で
や

っ
て
い
た

の
で
す
。

谷

地
区
)
ご

と
に
き
ょ
う
そ
う
し
あ

っ

て
大
き
い
も
の
を

作

っ
て
い
ま
し
た

。

他
の
谷
戸

地
区

の
人
に
こ
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に

止
世
ち
日
ん
は
りを
た
て
る
な
ど
し
て
い
ま
し
た

。

〈
校
歌
、校
章
で
き
る
〉

今
、
わ
た
し
た
ち
が
歌

っ
て
い
る

校
歌
と

体
行
列
に
つ
い
て

い

l
 

nノ
“

る

校
tv

lま

こ

の
鶴
川
小
f
寸
校
の
こ

ろ
で
き

ま

し
た
。

どんど均Iきの "1" に入れる石
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理

-・圃r

鶴
川
第

小
学
校
と
な

つ

て

5 
〈
校
舎
建
設
工
事
は

じ
ま
る
〉

こ

の
土
地
に
J寸
校
が
で
き
た
の
は

附
和
川
4
・
年

の
H

川

の
こ
と
で

す

そ
れ
ま
で
は

い
ま

の
鶴
川
中
山下
校
の
あ
る

所
に
た

っ
て
い
ま
し
た

。

中
学
生
の
人

数
が
ふ
え
析
し
く

小

ザ
校
を
つ
く

る

こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

そ
こ

で
、

鶴
川
第

一
小
学
校
を

別
の
所
に
た
て

ぜ

4

そ

の
あ
と

地
に
中
ザ
校

を
た
て
る
こ

と

に
し
た

の
で
す
。

十
の
γ
J山
ハ
は

i

l

-
f
 

町
内
引
=
T
s

h
サ

の
も

の
で
す

。

こ

の
川
ん
ぼ
の

付
近
に
下
校
が
た
ち
ま
し
た
。

JJfi 
i1f tt 
し本
て の
き人
たた

I~ ち
I也 {ま
を
干
l工
f d 

〈

、

U

I
L
U
 

す
こ
と
は

つ
ら
か
っ
た
そ
う
で

す

で
J
U

自

分
た
ち
の
。
一十
校

を

た
て
る
と

い
う

こ

と
で
市

へ

協
力
し
ま
し
た

。

そ
の
こ
ろ
は

カ

エ
ル
の
鳴
き
声
ら
に
ぎ
や
か

そ
ば
の
小
肝
路
川
で
は

ぎ
ば
ち
と
い
う

似
が
い
っ
ぱ
い

と

れ
た
そ

う
で
す
。

-

関
画
工
作

五E

見

ぴ

fP 

及

者

任

護

E 

担

保

号室
土c J:e
」ニ孟2

η
4
 

q
G
 

理的千 身体・押'i !i>: 迩劫などの知訟があ る

厄

4ド

る

る

一
る

一

え

一
い
二
L

行
一
て
一
い

り

一
い
一
っ

た

一
つ
一
に

え
一
に

一
身
究

一

主
主
が
研

一

〈
一
が
一
け
る
一

L

E

一
つ

い
一

正

一
・

一
し

て

一

て

一り

一
つ



v
一ぁ
一

千

つ
一
げ
か
一
レ

占

に

に
一
力
三
ポ
特

体

一
純
一
健
一

度
一
能
百一
究
一

旦
技
完
師
一

宵
自

E

ノ、

、

的
川
第

小
下
校
は

'
Jド
/
1

ι
火

ー

ι

a

-
LU
u
r

，

の

許
水
に
あ
リ
ま
す

。

こ

の
本
の
I
寸

へ
ジ
の

マ
区
の
う
つ
り
か
わ
り

の

I也
|百|
で
み

る
y 

ど
ヲ

で
し

事政よ
:{Eè. う
σ〉 。

.t~ 
所

m
h刊
川
Jl

-
年
ご
ろ
は

が
山~f
M
mの
ま
ん
山
中だ

っ
た
の
で
す

。

践
の
ム
日小

T

ト
I

、

4
4
ι
7

f

パ
d

大
蔵
小
と

別

れ
て
い
っ
た
の
で
ど
ん
ど
ん

京
の
方
が

他
の
υ
f
R城
に
な

っ
た

の
で

す
。

川
町
和
川|
年
か
ら
ド

ム事
が
始
ま
り

ま

し

た
。

l

J
Z
η

k
a
主
語

、

l

、
二
区
』

H
い
ノ

r

I
LV
σ

ノ

f
\
M
g，
刀
・
1
，
サ
'
ノ
\
A
C

内
べυ

。
，
“

ん
の
ー

が
泌
は
札

十

地
は
4
0

に
さ
れ

ま
し

た
。

川川
卜

ムけ
も

の
ト
ラ

ァ

7

が
欽

こ

っ
ゃ
ん
も
わく

ガ
ラ
ス
を

制
ん
で
来

ま
し

た
。

少
し

ず

つ
で
き
あ
が

っ
て
い
く

校
舎

を

兄
主
か
ら

鶴
川
第

一
小
J干
校
へ
通

干
し

て
い
た
人
た
ち
は

家
か
ら
\
子
校

が
近
く
な
る
の
で

・
正
成
す
る
の
を
楽
し

み
に
し
て

い
た
そ
う
で
す
。



当
時
の
校
舎
と
巡
動
場

植木のうえかえ全員で中庭に羽L' 、すをならべました

〈
新
し
い
校
舎
へ
ひ
っ
こ
し
〉

こ

の
学
校
の
け

誌
で
そ
の
こ
ろ
の
よ
う
す
を
し
よ
う
か
い
し
ま
し
ょ
う

。

は
じ
め
に

('1 

本
以
上

地域の人が自分の車をけ1 して

jillんでくれました

じ lL 百 I�. 1� Ti. l� 日百五
JI JI JJ J J JJ JJ J 1 JI ~I IJ 

ノ、 百 pq )し 八 pq ~ 
11 11 11 H 11 11 H FI H FI 
在?事 例) (1I) UJ (~q (判。J) (印 刷 (刈

参部z ltl立f Hill l た小ひ相l ~í ひ小(ひ新A校-P ( ひ 1. M 
加 1北モ ?校?合校 な ~J つ 、‘ l' つ 世l 金 つ J、 つ の 本

式t 比 古l 路こい 111 こ II こ 雌こ涯fdZFJA、J の
る、 人お iz- 11し1長 す ・ 業{し1 分地 しけ j也 し う

五 li~ }jll び告 Iをl' 小 校灰 3(1L ん|烹準ftrli え
式i.L ' I1 出~j'干 をのさの か

ハ 式そ I也で な人 人 ぇ
ヲ lヌ 11 J!l 1也 11 す< -

) 

じ 11 ,;, li. 11 

の
M
m木
が
述
ば
れ
ま
し
た

。

山
口
は
山

で
こ

の
日

は
判

か
り
'
K
M
mが
ふ
い

て
道
も
校

M
U
J
U

ど
ろ
ど
ろ
で

大
変
y
u
ろ

7
し
ま
し
た

。

一
1

1

1

1
!

ー

ひっこしの 日

〈
ひ
っ
こ
し
を
し
た
こ
ろ
の
思
い
出
1
|
〉 ま

で
に
前
づ
く
り

作
業
も
終

わ
リ
|
川

・
l
h
H

で
ひ
っ

こ

し
ま
し
た

。

十

一け

に
小

24 

的
叫
附の
分
校
J
U

本
校
と
い

っ

し
ょ
に
な
る
た
め

よ
い
し

さ
札
ま
し
た

。

分
絞
の
北
川
物

ら

!
日
川

二
本
交
こ

E
i

比

ー

l

l

l

ノ

|

(
J
l

l

ま
し
た

I1 

、
J

古
父
母
」

う

K
1

l

お
別
札

の
会
を
し

本
校
ま
で

歩
い
て

人
校
式
に
参
加
し

ま

し
た

。

市
づ
く
り
か
ら

運
ば
ん
ま

で
地
域
の
人
々
が
力
を
人
n
わ

せ
て
協
刈
し
て
く
れ
ま
し
た

。

ハ
角
校
合
と

中
央
校
舎
、
山

ん
ぼ
を
務
地
し
て
作
ら
れ
た

逆
動
場

そ
れ
が
ひ

っ

こ
し
当
附
の
柏
崎川
第

一
小
山
子校
で
し
た
。
運
動
場
と
道
路
を

恥
て
て
い
る
フ
ェ
ン
ス
は

、

本
{ま

今
の
よ
う
に
は
な
く

そ
の
当
時
も
あ
リ
ま
し
た
が

道
路
ぞ
い

の

た
だ
悶
ん
ぼ
が
広
が
る
ば
か
り

で
し
た
。

パ
ス
の
時
間

よ
く
遊
ん
だ
思
い
出
が
あ
り
ま
す

。

そ
の
川

ん
ぼ
の
中

で

、
て
、二
E
'
H
H
勿
ま

J
f
J
J
百
←
主
陶
芸ι止
a
i

を
待
つ
た
め
に
遊
ん
だ
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
し
た

。

ド
4

口
付
1

ロ

ん
ぼ
を
設
地
し
て

作
ら
れ
た
ち
の
だ
っ
た
の
で

校庭の捺I也をする児童たち
J 
U 

き
1.1 
L 、

f O 

7 
i.1 
し
く
"与、

し、

ま
し
た

|到

雨
の
H

は

校
舎
は

ニ
主

に
ぬ
か
る
み
と

4

っ
て
と
て

も
困
リ
ま
し
た

。

て
「
‘、V
A

e
y
、

ぞ
う

%
が

鉄
筋
に
主
リ
、
こ
れ
ま
で
の
木
造
の
も
の
と
は
違
っ
て
と
て

41
い
J作
らA

ト
イ
レ
も
水
洗
と
な
り
き
れ

い
で
使
い
や
す
く
な
り
ま
し
た

。

F
、
υ

n
r白

六
角
校
舎
は

せ
ま
い
土
地
の
わ
リ
に
は
た
く
さ
ん
の
教
室
が
つ
く
れ

か
か
る
お
金
も
少
な
く
て
す
む
と

い
う
こ
と
で
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

る

一上
生
で
し
た
。

工
事
の
あ
と
は
ご
み
が
多
く

自

分
た
ち
が
‘
鶴
川
第

一
小
山
子
校
に
ひ
っこ
し
し
て
き
た
時
は

ご
み
ひ
ろ
い
や

そ
の
ほ
か

六
年

運
動
場
の
悼
ん
地
な
どの
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
を
や
り
ま
し

た
。

1
1
F

C
L

〈

二

や

がf業
た
討
に
は
、
A
1の
飼
背
小
屋
の前
に
あ
る
キ
リ
ン
を

作
り
ま
し
た

。

そ
の
キ
リ
ン
は
と
て
も
大
き
く
み
、
え
た
も
の
で
し
た。

今
、

い
A
L
4

て
・
0

学
校
に
行
っ

て
み
た
キ
リ
ン
は
な
ん
と
主
く
小
さ
く
み
、
え
た
の
が

印
象
的

ぎ
A

ね
λ

少
し
こ
わ
れ

か
け
て
し
ま

っ

た
キ
リ
ン
を
見
て
、
残
念

そ
の
当
時

で
し
た
。
ま
た

、

な
気
も
ち
に
な
り
ま
し
た

。



〈
プ
|
ル
も
、
体

育
館
も
な
い
〉

運
動
会
で
の
か
け
っ
こ

一
一

鶴
川
地
区
の
う
つ
り
か
わ
り

大
む
か
し
の
鶴
川

川
崎
川の
土
地
は

ぇ、、

か
句

評J
I'LI 
万

11'1 

ろ

で
き

倫，

や H止
鶴の
S~ 底
)11 カず

のむ
両リ

上
が

っ
て
で
き
た
と
さ
れ
て
い
ま
す

。

で
す
か
ら

山
序
か
ら
も
海
に
住
ん
で
い
た
一
枚
日
が
見
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す

。

大
む
か
し
、
餓
川
に
人
び
と
が
佐
み
は
じ
め
た
こ
ろ
は

、
谷
川
に
そ
っ

た
丘
の
上
に
住
ん
で

、

け
も
の
や
魚
や
日
や
木
の
'
ん
を
取
っ
て
く
‘
り
し
て

い
ま
し
た

。
ま
た

そ
の
こ
ろ

使
わ
れ
て
い
た
石
誌
や
1

総
が
的
川
の
あ

ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
凡
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す

。

袴
f 
d 

ど
グ〕

L 、

I王 ~ '1 、
防~ ~J-I} 
の路
対11 の
か Jf，
ら '1ご
ト、

総広

大
蔵
の
関
山

が
見
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す

。
も

ち
ろ
ん

鶴見川のほとりから
発くつした二枚貝の化石

丘
陵
は
多
摩
丘
陵
の
こ
と
で
す
。

で
す

こ

の
こ
ろ
の
人
び
と
は

か
り

11 

た
り
の
よ
い

し
め
リ
け
の

少
な
い
白
川

台
に
住
み

す
ぐ
近
く
の

谷
川
の
わ
き

水
を
使
っ
て
く
‘
り
し
て
い

た
こ
と
が
わ

ノド
は

人
間
が
生
活
し
て

か
り
ま
す

。

い
く
た
め
に
ど
う
し
て
む
な
く
て
は
主

ら
な
い
も
の
で
す

。

井
戸
を
は
る

こ
と

運動会でのお どり

竿
A 
3ごミ

〈
当
時
の
思
い
出
2

〉

ひ
っ
こ
し

当
初

の
学
校
に
は
、
体
育
館
も
プ
|

あ/レ
たも
りあ
はり
遊T ま
Jドせ
もん
なで
くし
、た

!束 。

つ今
11 の
だ体
け育
が館
広 の

1也、 があ
E;R3 つ る

ff主きて
、 し、

はま
しし
ごた
だ 。

ん今
、 ♂〉

フ。

ノレ

グ〉

と

ろ
は

y
l

ソ
ー
な
ど
の
遊

具
が
あ

り
ま
し
た

。

今
の
来
校
舎
の
と
こ
ろ
は

、
花
だ
ん

や
し

く

屋

な
'フ

て

ま
水， し

~7k~ た
は 。

鶴
)11 
《戸、一

片7

d

小
学
校
ま
で

プ

/レ

が
な

i永? か
さ つ
にた
行た
きめ
ま
し
た

ま
た

市
民

26 

校
に
な
い
た
め
か

フ。

ノレ

も
}水
草

71< 11-
泳き
。〉ま

|旦lt し
数1 た
は
少 プ
な |
し、 ノレ

気が
が 学

ヲ
也
シ」

し
ま
し

少 た
し
劣f そ
つの

てた
い め
たか
気 ~7ì(
が力
しは
ま
し 他
た校
。 と

よt
J、え

体
育
館
も
あ
リ
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら

、

学
校
行

父中 L 41平
凡" て Wll i' は
はやえ各
りば教
ま 、 室

し 展; を
た Ti1 干 '1
。 会~: JJI 

2F Z はし
業i 、 て

式k I.riJi ~ や
(実 F' リ
ー やま
;~;~ I'JIず し
さ? 工ョ た
主主与 ~l 。
品ずっ
」ん，

佼布
ペ 用

ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
み
る
と
い
う

く

ふ
う

を
し
て
い
ま
し

た
。

え
る
場
所
に

を
知
ら
な
か
っ
た
こ
の
こ
ろ
の
人
々
に
と
っ
て
は
、

飲
み
水
を
干
が
る
に

い
っ
ぽ
う
食
物
は 住
き
ょ
を
つ
く
ら

ね
ば
な
ら
主
い
苫
労
が
あ

っ
た
の
で
す

。

山
の
芋

ま
だ
民
業
を
知
ら
な
か
っ
た

人
び
と
に
は

H正
野 の

111 カず

の 大
綾t 切
削iヘ な

食
の〈

物
だ
っ

た
(J) 

で
す

f d 

わ
JI 
(J) 

U 

ょ
っ
σ〉

つ 小
L、野

た路
指tk の
文t 柴
j- ヶ

~;~ i}~ 
むの
見畑
つの

け 中
らか
れ ら
では
し、

ま
す
。

矢
じ
り

石
や

鶴川村から発 くつされた土器

米づく り のころの弥生式土器

弓tnJ白

隠と

.R.. 展



A
と

B

の
山

ふ
ん
か
ら
六
代

野
路
(J) 

そ五
の反
こ |上|

ろもTt
(J) ♂〉

住k 近
居?く
あの
とカぎ

のけ
し (J)

よ
か
ら
は

き
石
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
は

地

而
に
あ
な
を
は
っ
て
、
草
で
岸
根
を
ふ
き

の
中
に
γ引
を
し
い
た
も
の
で
し
た

。

約
一
八
コ

セ
ン
チ

の
引
の

人
体

。

具
、

C

と

E

か
ら
は
五
尺
五
寸
の
女
の
人
体

。

C

と

B

の
巾
ふ
ん

の

れ
か
ら

ほ
ぽ
完
全
に
人
体
が
の
こ

っ
て
い
た
そ
う
で
す

。
(ま

中
か
ら
は

能
ヶ
谷
の
神
必
ず
地
弘
さ
ん
の
山
本

u

こ
ろ

香
日
ハ
山
記
念
館

今
で
も
そ

の
こ

ろ
の
剥
そ
う
品
が
た
く
さ
ん
の
こ
っ
て
い
ま
す

。

当
川
町
は
、

大
切
に
し
て
い
た
も

の
を
内
b
の
巾
に
人
れ
る
去
ら
わ
し
が
あ

っ
た
の
で
す

。

と
く
に
鋭
、
剣
、
矢
、
た
て
主
ど
は

、

.\、

し
さ
な
ま
よ
け
の
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
人
体
の
そ
は
に
人
れ
た
そ
う
で
す

。

能ヶ谷市ふん 1'1'， -t品

と院
がか
1 1 ら
本 の
に技
人じ
っゅ

てつ
くを
る 討
ょに
うつ
にけ
なた
つ 人
てび

ま
た

こ
れ
ら
の
も
の
は

、
制
I
X、
品
川

〈大
き
な
墓
が
つ
く
ら
れ
た
こ
ろ
〉

今
か
ら
お
よ
そ

二
千
年
ほ
ど
耐

に
な
る
と

い
ね
を

作
リ
は
じ
め
る
よ

生
式
叫
代

の
物
と
く
ら
べ
て

進
歩
し
、
大

つ
く
ら
れ
た
J
U

の
で
す

。

‘寸±
ー ←'-ー三五」一寸え

t ，λ寸 ! λ ( 百

iぇ寸

一一」一--
f~i穴のよう す

う
に
な
り
ま
し
た
。
す
る
と
人
々
は
、

台
地
か
ら
下
っ
て
谷
に
そ
っ
た

日

当
た
リ
の
よ
い
所
に
う
つ
っ
て

住
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た

。

村
づ
く
リ
が

す
す
め
ら
れ
、

こ
の
こ
ろ
は
、
純
文
式
土
器
よ
り
ず
っ
と
美
し
く
う
す

子

な
弥
生
式
土
誌
が
つ
か
わ
れ

川

ん
ぽ
か
ら
は

弥
生
式
土
誌
の
か
け
ら

が
た
く
さ
ん
見
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

11 
米
づ
く
リ
が
進
み
村
ち
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
る
と
、
指
導
者
が
あ
ら
わ

土
地
や
人
び
と
を
丸
肥
す
る
よ
う
に
な
リ
ま
し
た

。

そ
し
て
、
支
配

者
た
ち
は

大
き
な
古
ふ
ん
を

作
っ
て
強
い
力
を
し
め
し
ま
し
た

。

こ
の
こ
ろ
の
昔
を
つ
た
え
て
く
れ
る
も
の
に
、

28 

が
あ
り
ま
す

。

こ
こ
に
は
績
穴
が
四
つ
あ
っ
て
、
そ HE
こ ヶ

か谷
らの
は 村i
穴

鉄古
σ) ，>、

万E ん

が
十
数
本

く
び
か
ざ
り
な
ど
が
で
て
き
た
そ
う

鉄
の
矢
じ
リ

j二

百合

で
す
。

そ
し
て
、
発
く
つ
さ
れ
た
の
は
「

昭
和
三
年
四
月

二
十
四
日
」
土

，.、 h"; ~ ~ 

竪穴式住居のようす

砂
が
く
ず
れ
て
発
見
さ
れ
た
の
で
す

。

四つの横山こふん

力、こ:I LJ 

P
T
1
 

検
穴
位
置

ま
た

三
輪
に
ち
六
ふ
ん
が
見
つ
か
り
ま
し
た

。

や
は
り
杭
穴
山

ふ
ん

で
、
三
輪
に

休
ん
で
い
た
尚
体
制
光
蔵
さ
ん
の
干
に
よ
っ
て
発
く
つ
さ
れ
ま

し
た
。

A
Fは
、
あ
な
の

け

は
土
で
う
ま
り

、

な
か
に
人
る
こ
と
は
困
餓
で
す

。

あ
も
は

三
つ
あ
り
、
奥
の

じ
八
じ
よ
う
に
は
屋

似
の
ち
ょ
う
が
き
ざ
ま
れ

‘

め
ず
ら
し
い

ホ
ふ
ん
と
さ
れ
て
い
ま
す

。

こ
れ
ら
の
市
ふ
ん
は

と
く
べ
つ
の
け
ん
力
を
持
ち

ま
す
ま
す
出
を

ふ
や
し
て
い
っ

た
支
配
抗
た
ち
の
去
な

の
で
す
。

自
分
た
ち
が
支
配
し
た

領
上
ヰ
」
日
ん
お
ろ
し
、
支
配
お
と
し
ての
力
を
ほ
こ

っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

件
帆J八
の
天
じ
よ
う
の
む
よ
う

29 
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鎌
倉
街
道
の
で
き
た
こ
ろ

(
鎌
倉時
代
・
室
町
時
代

)

〈
古
い
村
小
野
路
〉

奈
良
時
代
・

平
安
時
代
に

は
、

目I )?

わ
た
し
た
ち
の

住
む
関
東
地
方
は
、

か
ら
速
く
は
な
れ
て
い
た
の
で

っ
て
い
ま

し
た
が

{([l 
凡
JlI 

谷ゃ の
戸 と l、

{二百 I(， í
b 二
人 ' 1 ' 半
々所-r
カずはお

住だお
みんわ
ったれ
きんた

fIFJ ~ 町
こ原
んカイ

さひ
れろ
水が

川
が
ふ
、
え
て
い
き
ま
し
た。

州
を
た
が
や

し
た

水
111 
を
つ

く
'フ

た
匝l i り
す'rÁ し
年 ι て
(/)し、

佐ま
てし
らた
I.l 0 

た
武ι

減f
(/) 

l五l

l向

'r ~ 

相 l さ
f主主 小
の野
同日告
(は
Hlj>t 

老ひ こ
?'; "ー の
) ヒ自

と

を
け
加
ぶ
大半
な
道
の
途
中

に
あ
り
ま
し
た

。

鶴
見

川
に
そ

っ
て
通

っ

て
き
た
道
が
大
成
の
あ
た
り
で

山
道
に
入
り
小
野
路
を

通
っ
た
の
で
す

。

こ
の
頃
に
は
も
う
村
が
で
き
て
い
ま
し
た

。

そ
の
こ

ろ

の
家
は
四

み
を
板
や
か
や
で

か
こ

っ
た
小
さ
な
川
角
形
の
家
で

か
ま

ど
も
あ
っ
た
よ
う
で
す

。

ま
た
村
の
ま
ん

中
あ
た
り
に
は
お
米
を
入
れ
る

A
H
J
υ
作
ら
れ
て
い
た
と
巴
わ
れ
ま
す

。

仰
に 〈

f ì 小
む 野
立3 路
族: の
の 城
力 山
が 〉

お
y 

ろ
え

て
く
る
と

ー
じ
さ
L

武
蔵
の
凶
L

み
だ
れ

がて
生き
まま
れし

た
H-k 。
ト11;そ
カず こ

でで
き1' 1
て分
き の
ま 1.
し地
たを
。 守

る
た
め

あ
ち
こ
ち
に
武
七

------

〈
鎌
倉
街
道
〉

会
そ

〈
へ
い

L

貴
族
に
か
か
っ
て
は
じ
め
に
政
治
を
し
た
の
は

平
氏
で
し
た
。

げ
A

じ

主
主

力
Z
E

源
氏
が
平
氏
を
ほ
ろ

ぼ
す
と
、
源
頼
朝
は
京
都
で
は
な
く

、

鎌
倉
に や
幕ぜが
Jlt' て

を
ひ
ら
き
ま
し
た

。

こ

の
時
、
関
東
地
方
に
住
ん
で

い
た
武
士
の
多
く
は

L
4
h

し

げ

頼
朝
の
け
ら
い
に
な
り
ま

し
た
。
重
義
の

兄
弟
だ
っ
た
小
山
田

重
成
・

重

t

z
 

朝
JU

頼
朝
に
仕
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

。
二
人
と
も
弓
矢
が

上
手
で
頼

刺
に
目

を
か
け
て
も
ら
っ
て
い
た
よ
う
で
す

。

づ
か
ご
げ
に

A

鎌
倉
幕
府
に
仕
え

た
家
来
を
御
家
人
と
い
い
ま
す
が

、

士

』
占
う

ら

幕
府
か
ら
与
え

ら
れ
た

自
分
の
領
地
に
生
活
し
て

い
ま
す
が

ん
は
、

ふ府
に
何
か
お
こ
っ
た
時
は

jJiI 
家
人
は

幕if だ

『
い
さ
鎌
倉
』
と

い
っ
て
、
す
く
鎌
倉
に
か

け
つ
け
た
の
で
す

。

鎌
倉
と
関
東
地
方
を
つ
な
く

何
本
も
の
道
が

で
き
ま
し
た
が
、

そ
の
中

し
え
も
今

の

一
本
は

、

本
町
聞

を
ぬ
け
小
町
路
を
通

っ
て
府
中
か
ら

上
州

(群
馬
)

L

λ

L
，

今

信
州
(
長
野
)

の
方
ま
で

の
び
て
い
ま
し
た

。

J欠
σ) 

<< 

y 

(/) 

地
七図
国 を
山見
にて
のく
(J:だ
りさ

峠i J 

道
を

今
井
谷
戸
か
ら

下
っ
て
丸
山
橋
あ
た
り
で
鶴
見
川
を
波
り

野

�'I! 

佃
車
庫
σ〉

華け わ

厳f き
F完工 lこ
の 出
jつま
さす
を
�ll 
っ

て
~t 
f¥ 

す
す
み

こ
こ

で
芝
溝
街
道
を

わ
た
り
、

丘
に
の
ぼ
っ
て
神
学
校
を
み
て
し
ば
ら
く

歩
く
と

小
野
神
社
の
前
に
で
ま
す

。

小
野
路
の
{
伯
を
通つ

て
し
ば
ら
く
行
く
と
右
に
入
る
小
道
が
あ
り
や
が

圃園町

わ
た
く
し
た
ち

の
地
区
は
、
小
山
川
氏
と
い
う
武
士
の
土
地
に
主
リ

一
S
J
4

e
内

小
山
川
荘
と
よ
ば
れ
る

・
仏い
領
地
の

部
に
な
り
ま
し
た

。

小
野
路
に
は

ム
ー
でJ
U

「
城山
L

と
よ
ば
れ
る

小
高
い
山
が
あ
り
ま
す

L

げ
よ
L

こ
こ
は
小
山
間
氏

の

族
の
小
山
川
重

義
の
城
の
あ
と
だ
と
い
い
伝

カ￡え
ら
れ
て
い
ま
す

。

城
山
か
ら
は
、
城
の
あ
と
は
何
も
み
つ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
地
庁長

矧I~ 少
11 5 し
と T
いを
う IJI I
1支え
人た
とあ
しと
てカず

あ

ま
す

11.1 

11.1 

氏
は

し
だ
い
に
力
を

つ
け
て
大
き
な
領
地
を
も
つ
よ
う
に

4

り
ま
し
た

。

小
山
町
に
来

て
住
み
つ
き

山
石J
丁
山
の
制
限t口
山'
YL

重
義
が
建
て
た
と

壬
一
円
わ
れ
て
い
ま
す

。

30 

て
多

摩
市
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
工
事
で
こ
の
先

の
道
は
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が

七
回
山

つに

ては
し、 ~ 'J

ての
鎌 ぺ
倉 l
井 ジ
戸 の

と写
よ真
1% (/) 
1.1. よ
るう
{勇守 lこ
ノJ(~ 古
σ3 し 、

あ道
とカぜ
も 残

あ

り
ま
す
。

重
成
や
重
朝
も
よ
ろ
い
を
身
に
つ
け
馬
に
乗

っ

て
何
回
も

こ

の
道
を
通
っ
て
い

っ
た
こ

と
で
し
ょ

。

、

A1ノ

小
野
路
は
宿
駅
と
い
っ
て

こ
こ
を
通
る

人
た

でち
おカず

い i白
た つ
りた
し り
た 荷
ょを
うは
でこ
すぷ
。 fこ

関2 め
屋ゃの

と 馬
いを
7 つ
地 な
名い

fこ泊、

ち残
をつ
見 て
守い
る ま
快n す
戸ifr\ が
(/) 、

よ
7 
な
と

ろ
だ
っ

た
σ〉

こ
こ
は
旅
人
や
村
々

の
人

で
し
ょ
う

。

そ
の
頃
の
小
野
路
や
野
津
田
は

鎌
倉
に
行
き

来
す
る
武
士
が
通
っ
た
り

た
く
さ

ん
の
荷
物
を

の
せ
た
局
を
ひ
い
た
人
々
が
通
り
か
か
り

も
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
の
で
す

。

七回山に残る鎌倉みちと井戸

31 

と
て
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虫
車
咽
句

鎌念術;!.

相模3事

共
か
ね

〈
持
ち
さ
ら
れ
た
鐘〉

、

p
y
h
B

4
ム
こ
ま

J
q
m
ま
も
訓γ
4
T
pt'
f
l・

室
町
時
代
の
終
わ
り
頃
、
お
き
が

一
メ

ー
ト
ル
た
ら

b
J

ろ

か
ね
!

と
て
も
背
佐
の
い
い
鐙
が
あ
り
ま
し
た

。

ず
で
少
し
小
さ
い
け
れ
ど

」

の
鐙
は
、
街
道
を
通
る
人
た
ち
が
安
全
な
旅
が
で
き
る
よ

う
に

、
ま
た
村

の
人
々
に
同
を
知
ら
せ
る
役
目

を
し
て

く

れ
る
よ
う

に
と
念
じ
て
つ
く
ら

れ
ま
し
た

。

鐙
に
文
が
き
ざ
ま
れ
て
い
ま
す
)

にと
あこ
るろ
HÌj~: カ王
宝守 、

院工 今
とそ
いの

品、ι

7 .盟

おは
→ー I

"1 ノl 、

に野

あネ'1'
リ 相
まに
すは
。 な

く

-

L
 

鎌
A川
の
近
く
の
一
辺
子

小
野
神
村
に
あ
っ

た
け
仰
が

な
ぜ

一逗
子
ま
で
逐
ば
れ
た
の
で
し
ょ

う
。

め
よ本
せ当
るの
軍i こ
勢Z と
カずは

こま
こ fご
をわ
通か
リリ

ま
せ
ん
カず

一
つ
の
説
で
は

鎌
倉
に
攻

音
色
が
い
い

の
で
、
戦
い
の
〈n
阿
に
的

ら
す
た
め
に

持
っ
て
い

っ
て
し
ま

っ

た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す

。

い
ず
れ
に
し
て
も

こ
の
鈍
は
鎌
倉
街
道
を
通

っ

て
人
か

ら

人

の
干
に

わ
た
り
今
の
お
守
に
つ
い
た
の
で
し

ょ

う

。

海
宝
院
で

大
切
に
さ

今
は

れ
て
い
ま
す

。

こ
の
鐙
の
話
で
も
わ
か
る
と
お
リ
‘
幕
府の
力
が
弱
ま
る
に

つ
れ
て

、

鎌
倉
街
道
は
戦
い
の
た
め
の
道
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た

。

鎌
倉
へ
攻
め

る
軍
勢

、

反
対
に
鎌
倉
か
ら
追
い
か
け
て
く

る
軍
勢
が
何
度
む
通
り
、
川
吋

に
は
戦
い
の
場
に
も
な
り
ま
し
た

。

統
昨
転
郎
が
丘
ハ
を
あ
げ

十
万
人
も
の
大
草
が
こ
こ
を
通
リ
ま
し
た。

-
A
J
4

T
E
A
L

t
mL

角
が
む
れ
ら

t

有
粂
行
附
と

足
利
直
γ
執
が

町
田
の
井
子
の
沢
で
は
、

J
A
1
 

「
井
手
の
沢
の
A
H船
」

と
よ
ば
れ
る
は
げ
し
い
戦
い
を
し
て
い
ま
す

。

-・・・・断

そ
の
た
び
に

小
野
路

の
街
や

街
道
ぞ
い
の
野

津
川
の
村
々
は

争

中
勢
の
怖
と
し

て
佼
わ
れ
た
り

、

戦
い
の
た
め
に

火
を
つ
け
ら

れ

て

や
か
れ
た
り

し
て
い
ま

す
。

川
や
州
も

踏

み
め
・
り
さ
れ
て

村
人
も

に
げ
ま

ど

っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

小野路にの こ る

鎌倉街道

の鎌倉術主主あたり

32 -

域j の区

ーーー-;j釘ti.の;師、

ーー・・推定四主

戸4
ず小野神社党鐙(神奈川県逗子市海宝院)

33 ー

こ
の
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
悌
仲
(板の
よ
う
に
石
を
け
ず
り
文
字
や
絵

死
ん
だ
人
の
く
よ
う

を
ほ
っ
た
も
の
)

が
い
く
つ
か

残
っ
て
い
ま

す
が

、

の
た
め
に
立
て
ら
れ
た
も
の
や
版作
の
た
め
に

立
て
ら
れ
た
も
の
で

、

」

の
頃
の
人
び
と
の
不
安
な
気
付
ち
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。

は
な
く
な
り

ま

し
た
が

鎌
A川
幕
府
が
ほ
ろ
び
て
し
ま
う
と

小
野
路
の
宿
も
今
ま
で
の
に
さ

わ
い

よ

A
1
L

そ
の
後
JU
交
通
の
要
所
と
し
て

大
切
な
役
目

を

は
た
し
て

き
ま

し
た

。



3 

お
の
じ
し
ゅ
〈

に
ぎ
や
か
な
小
野
路
の
宿

, 
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ト
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伺

争 r

小野路の宿前かどやウ
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一~ ~wKl

女
の
人
や

足
の
患
い
人
主
ど
は

馬
に
の

っ
て
行
き
ま
し
た

。

ね
が
い
こ
と
が
か
な
う
よ
う
に

お
ま
い
り
す
る
人
は
み
な

木
で
作

っ
た
か
た
な
を
お
さ
め
、
お
み
や
げ

に
は
、

木
で
つ
く
っ
た

、
う
す
と
き

ね
の
お
も
ち
ゃ
を
か
つ
て
か
え
っ
た

そ
う
で
す
。

長 1:
二司竺 i

l 立
大山阿夫利神社の札

設
が
Y
f
/

づ訴
しい
咋山

φ
j

h
i
r
L
n
r
 

i
m
vナ
μ
ぺ
\
\

水会
ι tf: 

i守
久 F

1'1 

'if 
~，t 

守二

咜 
年f

ま〈
の 大E
ilÌl 山 E
と ま
百? い
姓ミ り
は 〉

し
ぼ
れ
ば
し
ぽ
る
ほ
ど

し
ば
れ
る
も
の
な

年t つつり
貢ぐ けた」

(ら、と

今れ幕7 か
の、府h

手応作の 「
金f つ 役? 百
のた 人f 姓
よもがは
7 !T) \ 、

なのた
ら半そ
の分う
) 以い で

上ミ す
をか
き
し
出
す
よ
7 
な

死
f 
d 

な
L 、

て
し、

ど
袋す に
民f 生
たか
ちし
はで
土と お

I也" (t 
(i: L 

し
l工
と
か
言

き
び
し
い

し
て

を
わ

あ
年f て
貢メ ら
をれ
はて
りい

えま
なし
いた
人
がそ

五
人
組
と
い
う
グ
ル
ー

プ
が
あ
っ
て

、

:
1

L
t
l
d
 

と
を
す

iFi' る
貢 ぐ 人
をが
払li L 、

えた
るリ
よす
うる

と
惑
い
人
が
出
な
い
よ
う

み
ん
な
が
パ
ツ
を
う

け
ま
し
た

。

で
す
か
ら

グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち
が
み
ん
な
で

り
し
ま
し
た

。

け
れ
ど

お
天
気

怒た
くす
てけ
作? あ
物えっ
カず fこ

でり
き
な i主
か意
つし
たあ
り つ
すた

34 ー

る
と

年
貢
は
は
ら
え
な
い
し
こ
れ
か
ら
の
毎
日
が
食
べ
る
こ
と
も
で
き

な
い
と
い
う
よ
う
な

ひ
ど
い
こ
と
に
な
る
の
で
、
夏
の
ひ
で
り
が
つ
づ

く
と

大i; み
山I ん
のな
阿. \、

夫 酔 つ
平 IJ '， し
ゃH ょ
羽 E う
はけ
雨 ん
ふめ

の 雨
林の
さ やl'
まさ
でま
すに
かお
らし、

六の
月り
かし
らた
九 の

で
す

。

月
ご

ろ
ま
で
は

「毎
7Z2 日
根え 毎
清~ 13 
i争l
と
く
に
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
お
ま
い
り

に
ゆ
き
ま
し
た

。

ハ
岬
明
治
浄
」
と
と
な
え
な
が
ら
お
と

し
よ
り
も
若
い
人
も
、

男
も
女
L

、
~~ろ

tNi 二
清ミ o
l争1 人
と三
は O
白人

σ〉

耳グ
Jレ

!i-~ ~ I 
フ

舌主 を

体 i

で

お
ま
い
り
を
し
ま
し
た

。

つ 心
ぎ~i)J を
は、き

厚号 埼三 よ
木さ玉t め
にをる
と 出 」。

まてと

小う
大:: !好こ
山2 路と
にので

お宿す
まに
いと
りま
し り
ま
す ま
た
朝
早
く
出
か
け
て

小
野
路
に
は

こ
の
よ
う
に
旅
を

す
る
人
々
を
と
め

魚
屋。p
o

る
宿
や
さ
ん
が

lJ \野E各宿田各図乙晶玉~時治初耳目〉

F
h
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百20
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は
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し
な
が
ら
や
っ
て
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Fii 

い
た
そ
う
で
す

。
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宿
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た
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色
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福
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池
問
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河
内
屋
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米
屋

(明
治

後
期
よ
り
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〈き
び
し
い
お
ふ
れ

〉

R
S
V

丸
，
、

段
段
に
い
ろ
い
ろ
と

き
び
し
い
お
ふ
れ
を

山
し

ま

し

た
。

幕
府
は

金 朝
はは
閏た 早

却時! お
をき
たし
カぜて

や草
しを
なか
さ り
いな
。 さ

。
夜
は
ナ
ワ
を
な

っ
て
タ
ワ
ラ
を
作
り
主
さ
い

。

酒

タ
バ
コ
は

の
ん
で
は
い
け
な
い

。

。。

Jf，主主あ
とそ
もび
めに
ん行
。〉 っ

ちて
σ) (立
fこ し、

It け
をな

し、

着 。

f d 

さ
し、

。

米
を
食
べ
ず
に

だ
い
ず
や
い
も

の
は
な
ど
を
た

べ
主
さ
い

。

ま
た

「
た
と
え
、
う
つ

く

し
い
お
く

さ
ん
で
も

お
茶
ば
か
り
の
ん
で

あ
そ
び
に
行
っ
て
ば
か
り
い
る
よ
う
な
ら
、
り

こ

ん
し
な
さ
い

日
と
か
、

A
U4，
《

・

『
リ

ほ
う
じ

「

一
月
、

三
月

、
五
月
の
お
節
句
で
も
お
祭
で
も
法
事
で
ち
、

さ
，

お
泌
を
だ
し
て
は
い
け
な
い
日
と
か
い

う

よ
う
な
お
ふ
れ
ら
、

い
っ
夫
、
ぃ

た
く

さ
ん

で
ま
し
た

。

た
く

さ
ん

の
き
び
し
い
お
ふ
れ

の
中

し
か
し
良
民
た
ち
は

か
句

ム
リ
な
こ
と
は
す
で
て
‘
自
分
た
ち

の
坐
活
に

ふ
さ
わ
し
い
と

思
う
と
こ
ろ
は
と
リ
入
れ
て

た
く
ま
し

く

生
き
て
き
ま
し
た

。

と
く
に
あ
そ
び
に

出
あ

る
く
な
と
言
わ
れ
て
も

お
ま
い
り
に
出
か
け

村
σ〉

で
υ 

す

し
ゅ

旅5 と
lニリ
で の

ある
るの
人は
たよ
ちい
はと

寸、さ

住可 「れ
来、~ tt~ て
手τ 来古 い
形t 手て ま
L. Jfj1~ し
」た

とか
い り

7 
お

だ
を
も
り
っ

て

か
け
ま
し
た

。

j大
の
ょ
っ

おな
作h . こ

勢せ と
参1 が
リか

f丙~ ，こ L 、
気s 行て
で く あ
JE カず リ

lま

「

、
」の
者
は

長
い

間
の
ね
が
い
で

旅S ま
のし
とた
中 。

で
日
カず

く
れ
た
Lつ

と
め
て
あ
げ
て
ー卜

さ
し、

も
し

〈
き
き
ん
の
時
〉

ん
ど
と

れ
ず

こ

の
時
代
に
は
、
き
き
ん
と

い
っ

て
、
お
天
気
が
悪
く
て

作
物
が
ほ
と

う
仁
に
飢
え
死
す
る
人
が
山
る
よ
う

な
、
」と
が
何
回
も
あ
リ
ま
し

1
1
 

天
保
の
き
き
ん
と

い
う
の
は

、

た
。

そ
の
中

で
む
、

惑
い
年
が
つ
づ
い
て

問
年
間
も
お

天
気
の

日
本
の
ほ
と
ん
ど

が
き
き
ん
に
な

リ
、
食

べ
も

の

こ

の
き

が
な
く
た
く

さ
ん

の
人
が
死
ん
だ
そ
う
で
す
。

き
ん

で
多
く
の

つ
ぶ
れ
百
姓
が
で
ま

し
た

。

つ
ぶ
れ
百
姓
と

い
、7

の
は

，

A

の
う
〈

肥
料
を
か

っ
た
り
民
只

を

か
っ
た
り

し

た
お
金

が
返
せ
な
く
な

っ
て

、

小
肝
路
の
村
も

コ
ド

1

7
1
1

+
J
'一吐
l

一昨

l

'

ザ
t

I

l

o
i
-

-

-

-

う
と
う

川
や
州
を
と
り

あ
げ
ら
九
て
し
ま
う

段
以
の
、
」と
を

い
う
の
で

す
。

と

そ
ん
な

川
に
は

Jiｭ
、

σ〉

11 
そ
F>

11 
ょ の
く i上
子ー τド
ohf を
た ら
ちら
カず っ

て
や
っ

と

中
で
も

36 ー

久'1:
のき
チ て
カイ L 、

奉才 〈
公弓 の
に で
f~B す
さ カず

れ
ま
し
fこ

今
で
い
え

ば

お
手
伝
い
さ
ん

の
よ

う
な
も

の
で
す

。

で
も

わ
が
ま
ま
は
ぜ
っ
た
い
百
え
な

い
し

、
自
分

の

た
と
え
ば

ぶ
に
す
き
か

っ
て

に
州
れ
$
い
し
、
い
く
ら

つ
ら

く

て
む
や
め
る

こ
と

は

川
出
川
川
村
の
イ
才
に
も
る

、

と
て
も
く
り

し

ま
っ

て
ι 、

る
σ3 

で あ
奉1 る
公i む
にす
だめ
す は

が
、
ど
の
よ
、
7
な
き

び
し
い
仕
ギ
を
や
ら

せ
て
も
か
ま

い
ま
せ
ん
U
と
い

は
う

二
一
言
、

う

よ
う
な

詞
文
を

人
れ
て
、
十
年
間
の
や
く
そ
く

で
奉
公
に
だ
さ

れ
ま
し

,A 

た
。

そ
の
か
わ
り
に

(
九2
の
お
令
に
す
る
と

卜
が
刊
か
ら

十
i
万

や
っ

と
家

奉す む
公i す
にめ
H'r (/) 
さ 主Jt
il カず

た受
むけ
すと
め っ
たて
ち
σ〉

仕

(j: 

了 ht
ちが
1) '1二

;.r. 

型:い し
戸 ど て

。) l 、

水 〈
\σ〉

々で
す
。つ

く
ろ

い
も
の
な
ど
で
し
た

。

て
き
と
う
に
ほ
う
む
っ
て
卜
さ
い
」

ひ
た
す
ら
て
く

て
く

歩
く
だ
け

旅
と
は
い

っ
て
も
、
こ

の
こ

ろ
は

山
下も

也
市
L

飛
行
機
も
あ
り

ま

せ
ん

。

た
ま
に
舟

に
の

っ
た
り

馬
に
の
っ
た
り

そ
の
た
め
に
つ

か
れ
が
た
ま
っ
て

旅
の
と
中
で

~f 
i ド
111 

111 
十l

一
的
気
にな
っ
て

死
ぬ
こ

と
ら
め
ず
ら
し
く
あ
リ
ま
せ
ん
で
し
た

。

-
九
刀
、

村
、
小
川
村
、
川
野
辺
村

と
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
の

村
人
が

-
l

:

 

一
十

日

間
仰
と
カ

五
イ

二
日

火
づ
れ
な
ど
で

、

「 で
'会主か き
局、T ま
がせ
お ん
お 。

<

刊
だ
そ
う
で
す

。

)
の
お
令
を

ぬ
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら

す
る
ぐ
ら

い
で
し

た
。

一
人
旅
や
グ
ル
ー
プ
や
、

間
と
か
長
い
旅
に
山
た
記
録
が
の
こ

っ
て
い
ま
す

。

司
t

q‘u 

昭和27 ， 8年頃の小盟r~

現在の小野路



〈小
野
路
様
〉

円自
ケが d工
谷ゃ戸

村時
代

真t の
光t 銭
寺じ )11 
村村

は
広Z
袴2 小ぉ
村野明
路じ

三ム 村
r 、ih 

村野の
津ず

田rニ
村

M
M
〈

切

大
蔵
村
、

都
知
村

宇
4
F1レ
h
~。

と

こ
唱
。
で

名U そ
ヨヨ の
さ 村
ん々
はを

お
さ
め
る
たと
め八
につ
名会 の

主f 村
さ lこ
んわ
とか
い 11.
わて

れ
る
人
が
い
ま
し
た
。

村
の
中

で
も

お
金
も
ち
の
人
と

か
村

の
た
め
に
い

っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
は
た
ら
い
た
人
と
か

と
い
う
よ
う
な
人
が
な

り

ま
し

お
父
さ

fこ ん
や
お
じ
い
さ
ん
が
名
主
さ
ん
だ

っ
た

小
野
路
村
は
江
戸
時

一
つ
の
村
に

一
人
い

る
の
が
ふ
つ
う
で
し

た
。

代
の
中
ご

ろ
に

は

の
中
心
的
な
村
と
な

リ 名
主
が
二
人
い
ま

し
た
が

必
久
阿
明
-
」
+
h
e

t
-'
l
l
 
鶴
川
周
辺

名
主
が
五
人
と
な
り
ま
し
た

。

4主

板

nﾚ>!t 

/�. (.，咽L

口
何
取
締
百
七
張
番
屋

口
見和v.. 
y長耳む

霊締i
前
y九

JJ 
寸
ρ\' 

わ
すー

一

高
札
の
意
味

よ
ろ
し
く
な
い
事
を

大
勢
で
相
談
し
集
団
で

願
い
ご
と
を
訴
え
る
と

か
、
住
ん
で
い
る
村
を

禁f に
止パf
す II_~I
るす
。 司王

を
か
た
く

な
ど
の

な

味
で
す
。

-・・園田罰

太政官の高札 (慶応 4 年 3 月)

名
主
さ
ん
の
お
仕
事
は

年E 村
貢ぐ の

を 人
幕lf きた
府市 しち
の 出が
命t す
令f、 ょ
をう
f云2 』こ
えし

き
ち
ん
と

たた
り
、
平
和
な
く
ら
し

が
で

主
3
9
ト

A
O、7

に

悪
い
こ
と
を

し
た
人
を

つ
か
ま
え
た

り
す

て 「 は名な る
高正 、主f こ

悪? ?長官 「さ と
A~ 十是~ till ~ んで
に燈E がのし
は」ら玄f た
寸 なみ 関t
小ど L11 の

野が 六? 入
路あ尺} 口
さっ{l，\'i ，こ

ま

L

と
お
そ
れ
ら
れ
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
す

。

小
野
路
に
は
ろ
う
や
も
あ

っ

た
そ
う
で
す

。
そ

ん
U
つ

〈
ご
尊
極
通
過
〉

小島為政第20代
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寄場名主時代の取締道具一式

き
そ

今
か
ら
三
百
年
ほ
ど

前
の
春
の
は
じ
め
ご
ろ
、

木
曽
か
ら
小
野
路
に
か

け
て

の
良
家
の
人
々
は
、

村
を
泊
る

一
本
の
道
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に

い
そ
が
し
く
は
た
ら
い
て
い
ま
し
た

。

こ
わ
れ
た
橋
を
か
け
か
え
た
り

道
に
か
ぶ
さ
っ
て
い
る

木
の
枝
を
切
り
と

っ
た
り

、
か
た
む
い
た
物
お
き

袖
を
た
て
な
お
し
ま
し
た。
み
ん
な
が
集
ま
っ

て
何
回
も
話
し
あ

っ
た
り

し

S
F

E

〈
が
わ
、
え
申

す

い
ニ
勺

邸
ま
し
た

。

そ
れ
は
、
こ
の
道
を
徳

川
家
康
の
遺
骨
(
迫
骨
を
入
れ
た
箱
を

L
ヨ

:
i

j

3
1
q

白唱
ご
転
回
世
と
い
う
)
を
叩
口
光
へ
お
く

る
た
め
の
行
列
が
、

三
月

の
す
え

頃
通

,, 刈
る
こ
と

に
な

っ
た
か
ら

、

手
入
れ
を
し
っ
か
り
し
て
お
く
よ
う
に
と
い
う

ふ
ム

ル
〈
が
b
M
M

い
r
い
ど
い

A
A
-

い
お

ふ
れ
が
あ
っ
た
か
ら
で
す

。

徳
川
家
に
代
々
っ
か
え
た
大
名
た
ち
が
つ

M
き
陥
っ
た
日
州
は
、
三
月

一干
一日
に
木
曽

、

小
野
路
の
宿
で
、
そ
れ
ぞ

s
i

れ

つ

いい
れ休
け
い
を
し
な
が
ら
川
聞
を
通
リ
す
さ
ま
し
た
。

行
列
の
人
数
は

千
人

沌
に
も
な

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

。

と
こ
ろ
で

こ
の
行
列
の
人
た
ち
が

、

旦
机幅

小
野
路
の
村
に
入
ろ
う
と
い
う
時
、
ご
取
艇
を
の
せ
た
車
の
じ
く
が
お
れ

軒
て
、動
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す

。

m
m
mの人
た
ち
は
た
い
へ

e-

山
桃
一
ん
困リ
まし
た
が
、
それ
を
見
て村
人
が
、
乞
貯
村
の
か
じ
や
さ
ん
を
大

寄

い
そ
ぎ
で
よ
ん
で
車
をな
お
し
て
あ
げ
た
そ
う
で
す

。

そ
の
こ
と
を
よ
ろ

す
け
ご
令

そ
の
こ
ろ

村
人
た
ち
が
命
ぜ
ら
れ
て
い
た

「
仙
郷
」と
い
う

道

こ
ん
で
、

39 

の
修
理
や
馬
の
用
意
と

世
話
な
ど
の
仕
事
を
こ
れ
か
ら
ず

っ
と
や
ら
な
く

て
も
よ

い
よ
う

に
し
て
く

れ
た
そ
う
で
す

。



4 

野
津
田
で
自
由
民
権
運
動
が

さ

か

ん
に
な
っ
た
こ
ろ

〈自
由
民
権
運
動
と
は

〉

一
八
八

一
年
(
明
治
十
四
年
)
前
後
に
さ
か
ん
で

し
た
。

国
会
、
憲
法

政
治
的
自
由

を
求
め
た
政
治
的
な
運
動
で
す

。

せ

い
か
ん

ろ
人

明
治
政
府
の
な
か
に
朝
鮮
を
武
力
で
開
国
さ
せ
よ
う

と
す
る

〈
征
斡
論
〉

一
八
七
三
年
(
明
治
九
年
)
、
板
垣
退
助
は
西
郷
隆
成
ら
と

が
お
こ
る
と

と
も
に
そ
れ
を
主
張
し
、
国
内
の
政
治
を
よ
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
人
た

ち
と
対
立
し
て
参
議
(
今
で
い
う
大
臣
)
を
や
め
ま
し
た

。

い
た
が
さ

た
い
す
け

板
商
一
退
助
は
、
翌
年

一
月
に
、

と
も
に
や
め
た
参
議
ら
と
と
も
に
、
自

由

民
権
(
人
間
の
自
由

と
権
利
を
の
は
す
こ
と
)
を
と
主
え
る
運
動
を
お

こ
し
、

高
知
で
立
志
社
を

つ
く
り
、
さ

ら
に
全

国
へ
運
動
を

広
げ
よ
う
と

し
ま
し
た

。

一
八
八

一
年

十
月

は
自
由

全党
国が
fl~ 結t
な JJX:C
jj)(さ
治 11.
組そ て

i~U 
へ板

明
治
十
四
年

一日
一良
一
力
主

s
f

こ

d
j

+
9
1
1
x
Iょ，
s
，

w
鼠

r
J
p
e

少
d

自

由
主
義
を
か
か
げ

と
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

〈三
多
摩
自

由
民
権
運
動

〉

主
さ

た
均
む

3
t

三
多
摩
自
由

民
権
運
動
の
日
翌
日同指
導
者
は
、
一七
阪
H
円
孝
で
す
。

武
蔵
国

ぜ
い
い
え
む

A

南
多
摩
郡
野
津
間
村

(い
ま
の
東
京
都
町
出
市
)
丸
山
の
石
阪
清
右
衛
門

の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た

。

一
二人
兄
弟

の
末
っ
子
で
し
た

。

古
川
之
助
(H
H
孝
)

一

〈
江
戸
時
代
のよ
う
す

〉

石
阪
日
円
孝の
生
ま
れ
た
こ
ろ
は
、
徳
川
家
が
中
心
と
な
っ
て

、
同
の
き

ま
り
を
作

っ
た
り
、
国

民
に
い
ろ
い
ろ
主
命
令
を
山
し
て
い
ま
し
た

。

農
民こ
カ{ !l) 

(1二 H奇
つ (~
た町
米 i主
を 川
武に
-1: i上
カずん

il=-Z で
貢〈 い

fこ
人
は

ほ
と
ん
と
が
氏
以
で
し
た

。

(
税
金
)と
し
て
た
く
さ
ん
取
り
た
て

た
の
で
い
く
ら
働
い
て
も
農

民
の
生
活
は
ま
ず

し
い
も
の
で
し
た

。

山
長
山
本
に
生
ま
れ
た
人
は

生
農
民
で
あ
り

ほ
か
の
付
事
に
つ
く
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

。

人
間
と
し
て

'
H山
に
う
さ

る
こ
と
は
で
き
な
い
川
の

小
だ
っ
た
の
で
す

。

石
川
附
同等
の
育

っ
た
七
阪
家
は
、
大
民
家
で
名
七
と
い
う

引
事
を
し
て

い
ま
し
た
。

広
い
川
や
州
を
村
の
良
氏
た
ち
に
貸

し
て
、
米
や
や
さ
い
を

う
け
と
リ
強

か
な
生
活
を
し
て
い
ま

し
た
。

JL
ハ
歳
の
時
に
名
、
王
を
し
て
い
た石
版
又

一郎
が
亡
く
な
っ
た

の
で

、

名
主
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま

し
た

。

名
、
1て
と
い
う
の
は
村
の
伏
表
と
し
て

、

野
山
川
地
区
を
お
さ
め
る
向

山

の
と
の
線
の
命
令
を
肝

注
川
の
人
々
に

十
い
え
るμ
日
中
で
す

。

名
主
と
な

っ
た
石
版
H
ハ
ギ
は
、
村
人
か
ら
重
い
刊
百
(
(
税
金
)
を
収
リ

立
て
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

。

し
か
し
民
民
の
出
し
い
生
川
を
よ

く
知
っ
て
い
た
の
で

、
古
m
刊

の
と
の
織
の
命
令
に
し
た
が
わ
な
い
で
、
農

民
を
救
い
ま
し
た

。

こ

の
事
で
肝
津
川

村
か
ら
追
い
川
さ
れ
、

そ
の

村
で
勉
強
さ
せ
ら
れ
ま
し
た

。

一
年
間
よ

農
民
の
た
め
に
自
分
を
さ
せ
い
に

し
て

行
動
し
た
の
で
す

。

-圃・・t

は
、
七
H

口

に
お
母
さ

ん
の
育
っ
た
訂
版
又
二
郎
家
に

も
ら
わ
れ
て
い
き

宇
品I
し
れ
九。

又
二
郎
家
は
山
津
町

一
の
大
農
家
で
し
た

。

〈石
阪
昌
孝
と
自
由
民
権

運
動
〉

天
保
l
寸
二
年
(

一八
四

武
蔵
国
多
摩
郡
野
津
川
村
に
生
ま
れ
る
。

明
治
二
司

一
村
名
主
制
に
よ
り
軒
津
川
村
年
寄

に
な
る
。

(
一八
六九

明
治
四
年

小
野
郷
学
の
設
B
H
。

村
一
治
教
育
運
動
を
す
る

。

(
一
八
七一)

明
治
十

一
年
(
一
八七
八
)
「
ゴ
民
ぜ
ん
会
」
を
設
立
する
。

明
治
十
二
年
(
一
八七
九)

林
公
川
県
会
議
員
に
な
る

。

初
代
議
長
と
な
る
。

「

武
相
こ
ん
し
ん
会
」
を
設
立
す
る

。

明
治
1

州
年
(
一
八
八

ー
ゅ
う
か
ん

相
L

を
設
宣
す
る

。
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白

山
党
に
人
る

。

明
治
十
六
4
(

一八
八四

神
奈
川
県
白
山

a
比
の
杭
古
川
指導
者
と
4

る
。

明
治

一
一三
年
(一八
九口

衆
議
院
議
員
に
当
選
す
る

。

明
治
二
九
年
(
一八
九
六

附
叶
川
県
知
事に
な
る
。

明
治
四
十
年

(
一
色
七
)
市
恥
京
午
込に
て
亡
く
な
る
。

六
4
1
J
ハ
歳

大
T比
五
年

八
王
子
富
士
森
公
闘
に
刊
が
建
立
さ
れ
る

。

(
一九
一
山
)

石阪昌孝氏

こ
の
こ
ろ
小
品
為
政
か
ら
多
く
の
こ
と
を
下
び
ま
し
た

。

〈
小
野
郷
学
〉

一
八
六
じ
年

二
百
六

1
年
あ
ま
り
続
い
た
江
戸
幕
府
が
た
お
さ
れ

明
治
川
代
が
始
ま
リ
ま

し
た
。

!り l

PLI 

川
公
川
県
庁
よ
り

外
地
に
学
校
を
設
立
す
る
よ
う
に
と

い
う
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た

。

-

h
似
円
安J

、

f
e引
き

ι
Z

A
d
f
t
d
E
 
橋
本
政
広
ら
を

小
心
に
町
沖
川
の
事
，
版
院
に
小
野
郷
ザ
とい
う

学
校
を
つ
く

り
ま
し

た
。

パ
ー
従の
人
数
は

お
よ
そ
訂
五
十
%
余
り
で
し
た

。

そ
こ
で
鶴
川
地
区

の
yr

ど
も
や
j
h年
を

朱
め
漢
字
を
山
'
心と
し
た

教
育
を
し

民
民
た
ち
の

つ
な
が
り
を
必
め
て
い
き
ま
し
た

。

こ

の
郷
山
手
は二
年
間
続
き
ま
し
た

。

41 ー

明
治
に

な
っ
て
八

大
区
、

IIIJ 

111 

多
沖
、
稲
城

と

日
明

の
一
部
)

い
う
i仏
い
地
区
の
代
ぶ
と
な
り
ま
し
た

。

地
区
の
た
め
に
よ
く
働
い
た
の

で
、
神
奈
川

県
知
事
の
中
九

七
行
さ
ん
に
認
め

ら
れ

神
奈
川
県
の
役
人

と
な
り
ま
し
た

。

、
」の
川
川
新
し
い
円
本
の
将
米
に
つ
い
て
い
ろ

い
ろ
学
び

ま

し

た
。

〈
責
善
会
〉

大
蔵 一
十l 八
σ〉じ

'1' ;; 八
{市立 iF

rJL.'r: 1; 
た阪
ち戸!
と苧
i上を

(こ '1'
{,‘ 
と
し
て

小
町
路
村
の
体
制
木
政
直
や

「
'
J
、

，ι
ι，
s

、h角

'主
J
蛍
品
?
「
辺
'
斗

-
L
と
い

う
学
門
会
を
聞
き
、

詳
し
や
す
い
村
に
す
る
た
め
に
白
山
に
怠
兄
を
山
し
人
口
いま
し
た

。



寸

〈自
由
民
権
運
動
に
参
加

〉

神
奈
川
県
の
県
議
会
の
議
員
に
選
ば
れ
議
長
に
な
り
ま
し
た
が
、

中
の
こ
ま
っ
て
い
る
人
々
の
た
め
に
役
に
立
ち
た
い
と
考
え

一
年
間

で
議

口
只
を
や
め
武
相
こ
ん
し
ん
会
と
い
う
学
習
会
で
、
自由
民
権
運
動
に
つ
い

ゅ
う
か
A
L

守

て
勉
強
し
町
田
周
辺

の
地
区
を
中

心
に
行
動
し
よ
う
と
考
、
え
「
融
貫
相
」

と
い
う

団
体
を
作
り
、
自
由
民
機
運
動

を
す
す
め
て
い
き
ま
し
た
。
板
崩

一

退
助
は
、
自
由
党
を
作
り
日
本
中
に
運
動
を
広
め

て
い
こ
う
と
考
え
ま
し
た

。

ゆ
奇
か
え

L
a
v

こ
の
こ
と
を
知

っ

た
石
阪
昌
孝
は
「
融

汽
社
」
の
人
た
ち
と
自
由
党
に

入
り
ま
し
た

。

人
が
ら
に
多
く
の
人
が
心
を
う
た
れ
、

三
多
摩
地
方
に
住

む
人
々
は
自

由
党
に
入

っ

て
い
き
ま
し
た

。

神
奈
川
県
は
、
(二
百
八
十
四

名
)
に
な
り

ま
し
た

。

自
由
党
に
入

っ
た
人
は
、
生
活
に
ゆ
と
り
の
あ
る

大
農
家
で
し
た

。

石
阪
昌
孝
は
、

神
奈
川
県
の
自
由
党
の
先
頭
に
立
っ
て

活
脱
し
ま
し
た
。

自
由
民
権
運
動
の
最
高
指
導

者
、
板
垣
退
助
を
八
王
子
に
ま
ね
き
、
多
く
の
人
を
よ
ん
で
演
説
会
を
ひ

明
治
十
七
年
の
八
月
に
、

ら
き
ま
し
た

。

こ
の
こ
ろ

日
本
の
政
府
は
、
自
由
民
総
運
動
を
お
さ
え
よ

ヲ
と
し
て
い
ま
し
た

。

〈町
田
の
農
民
の
生
活

〉

州
民
民
た
ち
は
良
作
物
を
売
っ

て
も
ほ
と
ん
ど
利
え
き
は
な
か

っ

た
が
、

高
い
税
金
を
固
に
は
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
、
銀
行
や
お
金

を
か
す
人
た

ち
か
ら
お
金
を
借
り
て
生
活
し
て
い
ま
し
た

。

利
子
が
お
か

っ

た
の
で
、
借
り
た
お
金
を
返
す
た
め
に
閏
や
畑
を
売

っ
て
し

ま
い
ま
し

土
地
を
持
た
な
い
農
民
が
増
え
て
い
き
ま
し
た

。

一

〈
村
野
常
右
衛
門
〉

安
政
六
年
七
月

二
十
五
日

、

南
多

摩
郡
鶴
川
村
(
町
凶
市
)
に
生
ま
れ

ま
し
た

。

郷
土
の
先
ば
い
石
阪
昌
孝
と
と
も
に
自
由
党
に
入
り
、
県
会
議

員
か
ら
衆
議
院
議
n只
に
な
り
活
躍
し
ま
し
た

。

ま
ち
が
っ
た
こ
と
は
討
さ

ず
正
義
感
を
持
っ
て

仕
事
を
し
ま
し
た

。

小
間
原
急
行
屯
鉄
が
開
通
す
る
た
め
に
力
を
つ

く

し
た
の
で
、
そ
の
お

礼
と
し
て
お
金
を
渡
そ
う
と
す
る
と

『
道
が
ち
が
う
』
と

言
っ
て
受
け
取

ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す

。

首
相
で
あ
る
原
敬
(
政
友
会
と
い
う
政
党
の
中
で
、
旧
さ
つ
ま
、
長
州

出
身
者
ざ
け
が
政
治
の
中
心
と
主
る
献
陣
政
治
に
反
対
し
た

。
)
に
司
法
大

一
と

臣
に
な

っ

て
ほ
し
い
と
強
く
望
ま
れ
ま
し
た
が
、
断
わ
リ
ま
し
た

。

ま
た

衆
議
員
議
長
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
推
せ
ん
さ
れ
た
時
も
除
芯
し
ま
し
た

。

よ

み
ん
な
が
認
め
る
実
力
は
あ

っ

て
む
、
地
位
や
名
誉
は
あ
ま
り
望
ま
な

い
人
だ

っ

た
の
で
し
ょ
う

。

政
友
会
の
中
で
は
か
な
り
勢
力

が
あ
り
ま

し

た
の
で
、
反
対
の
政
党
の
人
々
か
ら
も
尊
敬
さ
れ
て
い
ま
し
た

。

市 今
右
衛自
|叶 IJ:I
は民
{圭: 椛
霜'i'(
館宇!
と館
し、 σ3

うた
員IJ つ
道て
(1)\、

道る
場所

を
つ
く

っ
て
い
ま
し
た

。

昼
間
は

剣
道
を

人たた教
々 。 ちえ

が 1& と
育で議夜
つ ifï 論は
てやし
いくな白
きすが I ~I
まるら民
し 三 指権
た多導に
摩しつ
m てい
オつ いて
とき若
いまい
うし人

-・・・6

世
(1) 

〈自
由
党
解
散

〉

板
垣
退
助
が
指
導
者
と
な
り
、
全
国
各
地
で
す
す
め
ら
れ
て
い
た
自
由

ぷ
会

民
権
運
動
は
、
こ
れ
ま
で
と
ち
が
い
武
捺
を
も
っ

て
戦
う
は
げ
し
い
も
の

と
な
り
、

明
治
政
府
の
と
り
し
ま
り
も
き
び
し

く

な

っ
て
き
ま
し
た

。

こ

の
よ
う
な
中

で
自
由
党
は
解
散
し
ま
し
た

。

〈国
会
議
員
・
群
馬
県
知
事
の
こ
ろ

〉

明
治
二
十
三
年
七
月

一
目

、
国
会
議
員
を
選
ぶ
選
挙
が
行
主
わ
れ
ま
し

た
。

石
阪
昌
孝
は
、
国
民
の
自
由
や
権
利
を
人
々
に
う

っ

た
え
て
、
国
会

議
員
に
当
選
し
ま
し
た

。

解
散
し
た
自
由

党
を
む
う

一
度
作
ろ
う
と
考
え

努
力
し
、
ふ
た
た
び
自

由
党
を
作
り
関

東
地
方
の
代
表
と
し
て
活
践
し
ま

ー
レ
れ
~
。
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日
清
戦
争
(
中
国
)
の
後
、

治
政
府
に
協
力
す
る
よ

う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

政
府
は
自
由
党
の
中
で

明
治
政
府
と
対
立
し
て
い
た
自
由
党
は

日月

実
力
の
あ
る

人
を
県
知
事

に
任
命
し
ま
し
た

。

石
阪
昌
孝
は
群
馬
県
知
事

と
な

り
七
ヶ
月
間
仕
事
を
し
ま
し
た

。

ま
し
た

。

明
治
十
年
か
ら
二
十
年
附
自
由
民
権
運
動
に
取
り
組
み

お
か
げ
で
国
会
も
作
ら
れ
、
不
平
等
な
外
国
と

の
条
約
も
少
し

石
阪
目
田
孝
は
、

ず
つ
良
く
な

っ
て
き
ま
し
た

。

今
は

民
主
主
義
の
世
の
中
に
な
リ
自
分
た
ち
の
考
、
え
で
代
表
者
を
国

会
に
お
く
リ
だ
し
政
治
に
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
意
見
を
自

由
に

言

う
こ
と
も
で
き
ま
す

。

多
く
の
人
た

ち
の
運
動
の
上
に
私
た
ち
の

生
活
が
築
か
れ
て
い
る
の
で
す

。

内4
Jv

a
q
 

自由民権運動史跡め ぐり

0 自由民権資料館からー→の方向に進

んでいくと史跡めぐりができます。



戦

争

富島

J 11 

と

5 
か
ん
L
Eう
ど

い
し
ん

さ

い

〈
関
東
大
震
災
と
鶴
川
村
〉

1L 

戸
十

L
I
J
I
'

H
いl
，
H
a

い
l

-
ト
品

a
L
;

l
t
、

p
d

f
l

'

l

'

l

ム
1

l

h

H
i

寸

一

札
l

J
l
l

ノ

う

m, 

大
正
」l
二

"
'
A
L
A

門
2
A
行

的
を
淀
川
地
と
し
た
大
地
良
が
問

点
地
万
を
お
そ
い
ま
し
た

。

a
「

し
ょ

z

，

(
烈長
)
と
い
う
激
し
い
ゆ
れ
を

大
き
さ
は

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

七
・
五
で

感
じ
ま
し
た

。

鶴
)11 
(j: 

東

市L

1fT: 、 民
地 ， Iえ

よ六

U 

一民

W�l 
I也

j正
か
〆〉

fニ
fこ
め

ゆ
れ
か
た
も
ひ
ど
か

っ
た
よ
う
で
す

。

At
の
脚
山
道一

九
日
V
的
酬
は
中
1

川
Jハ
尺
道
路
で
し
た
。

ら
ち
ょ
う
ど
私
の
と
こ

ろ
を

山

た
線
か
ら
広
待
は
、

の
も
と

に
や
っ
ざ
き
に
主
リ
、
か
ろ
う
じ
て
同
は
し
の
伐
っ
た
と
こ

-
沿

い

橋
は
、
」
と
ご
と
く
破
撲
さ
れ
ま
し
た
。

4、iL

fill が
一 点t
L Ji:.有
ゅc，!i: l

んか

ろ
を

歩

い
て
通
い
ま
し
た

。

" 

の 鶴真
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〈
デ
マ
と
パ
ニ
ッ
ク
現
象
〉

大
震
災

の
臨
佐
に
寸
富士山
が
北
山
町
加
わ
し
た
」

・
「対
砂
泌
が
く
る
」
と

L

ゃ
沿
い

L

ゆ

い
っ
た
う
わ
さ
が
東
京
に
た
く

さ
ん
涜
れ
ま
し
た

。
そ
の

う
ち
「
社
会
主

g
L

や
略
毛

a
zA
U
A

日
号
か

義
者
や

朝
鮮
人
が
放
火
し
て
い
る

」
・

「
判
鮮
人
が
お
そ
っ
て
き
て

、
井
戸

ピ
〈

ι

い

}'
A
a
A

に
誌
を
投
げ
た
」
な
ど
と

い
う
デ
7
が
飛
ば
さ

れ
、
人
々
が
大
混
乱
す

る

パ
ニ
ッ

ク
現
象
が
起
こ
リ
ま
し
た

。

二
H

に
は
的
川
に
も
そ
う
し
た
デ
7

が
伝
わ
り
、
大
き
な
さ
わ
き
に
主
リ
ま
し
た

。

村
長
に
は

「

家

と あ
いる
う 日 に

命古 本日
令!っJ ~

11-1 カず
相!ji~ き術
ヰf[ まな
JU: しど
た武 .

H'í ~ が総s
Jii¥:i 1リfi 、と
をj凸 j 'Ij ;: こな

.n~: のる
~Ìì b 

"，H. t主 メ品、 刀、
J-J ぃ l ' v ,) 

1r!: ，まは
|寸1;: どす
1 1:‘ こ べ

て
持
っ
て
山
山よ
」

らか
は ら
rf{i tJ ', 
t釘た
をか
めわ
し 、力、

めリ
いま
こ せ
しん
句

え

ー

;

!

、

日
キ
工

ピ
ス

ト
ル
を

た
ず
さ
え
ま
し
た

。

村
の
年
よ
り

・

子
ど
も
は

山

へ
避
難
さ
せ
、
そ

ノド
は
め

:' 1三 め

トH い
はカず

佼パ
をケ
l!i1~ ッ
しを

れ
ら
の
人
々

に
お
む
す
び
を
川
立
し

、

L
M

円

L
A

ー

さ
げ
血
気
を
持
た
せ
て
ろ
う
城
さ
せ
ま
し
た

。

け
い
n

い

昼
間

て
答
戒
に
当
た

り
ま
し
た

。
二
日

の
夜

「
出
川

川
万
耐
に
利
鮮
人

の

i

ぷ
日

1
2

L
2

3
1

ニ

一
部
隊
が
き
て
い
よ
い
よ
決

戦
に
人
る
か
ら
準
備
を

強
国
に
し
ろ
」

で
A
K
A
7

"
A
L
-
-市ι
i
e
j

降
、
L
，

A，

と

い
う
伝
達
が
き
ま
し
た

。

寸
拳
銃
の
音
J
U

猟
銃
の
音
む

そ
の
う
ち

と
い
う
ニ
ュ

ー
ス
が
入
り
ま
す
。

問
え

る
L 

凹野
発路
(í)(こ

Jf{.~ き
戸j" ，:!， た

カず 」

!日l

え

ま
し
fょ

と
こ
ろ
が
三

、

-(ｭ

ど
L 
σ〉 こ

似j ij'[l の
皮ど きと
lこ j!T き

おには
そよさ
れ っ す

てカイ

山 に
にや
避 つ
rffi (;1:" 
し り
てき
L 、 fニ
fニカ、

人 と
々，忠
カず L 、

発三ま
比日 し
さた
il 。

る
(�) 

を

ま
し
た

。

(
4
H
パ光
寺
・
小
野
師
治
さ

ん
の
お
話
)

-・・圃

他
の
川
村
に
比

べ
て
巡
航
し
た
人
の
数
が少な
い

の
は

、

宮
口
が
大
き
く
避
紘
一
で
き
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
か
ら
か
ら
し
れ
ま
せ
ん

。

側f H í', 
永 Ji~ 全治 ~ It~ 

;U: ltl島 E
fì ぶ 1':-/lIi: !U血 fì 省、 í:J,ji !U也

/' /' /' " 740 へ2 人9 世; J11 十十 40 70 218 348 104 182 292 
付 57 16 126 219 100 83 169 371 l 6 

仰 l IJI 'JI 130 40 94 269 264 91 113 426 2 7 
，『uil H 70 45 190 306 150 196 193 543 5 4 
j時 十 l 52 21 164 237 90 93 103 290 6 11 

349 192 792 1.379 708 645 870 2.370 16 37 
I十l 事 Jý，111: 482 252 1. 173 1,957 926 1 ,361 l 守 306 3 ,816 28 47 

" . ‘ ~ , 一 ‘

~'( 人

か
い
ヲ
う

〈
小
田
急
線
の
開
通
〉

柏
崎
川村
の
被

大
地
川
政
は
民n
物
に
J
U

大
き
な
被
山
1け
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

川
ん
ぼ
は
あ
ち

こ
ち
で
で
、

」
ぽ
こ
に
な
リ

地
わ
れ
に
よ
っ
て
水
を
人

れ
て
ら
た
ま
ら
ず
、
そ
の
た

当 11 ，\こ のJ也域にひなんした人政

め
お
次
は
ほ
と
ん
ど
と
れ

ま
せ
ん
で
し
た

。

養
蚕
と
と

L

に

き
お
ー
さ
え
し

ま

る

感
ん
で
あ
っ
た

神
寺
九
と

小
主
ぜ
い

き

λ

い
う
柿
の
q
A
M山
に
も
大
き

- 44 -

ま
た
、

な
被
んI
Hを
う
え

ま
し
た

。

大
中
山
災
に
よ
っ

て
州
の
桜

が
す
っ

か
り
い
じ
め
ら
れ

て
し
ま
い

、
ド

h
亡
、
一
A
リ
ニ

ノ
?
企
n
b
J
M
N
V
'l・

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

。

そ
の
後
L

川町
利
-卜
年
ご

ろ
ま
で
は
ほ
と
ん
ど

柿
が

と
れ
な
か
っ
た
と
い
う
く

ら
い
ひ
ど
か
っ
た
の
で
す

。

の
い
-
d
a弓

問
川

一
日

、
新
宿
1

小
間
原
問
が
開
業
し
ま

、
ス
が

昭
和
二
年

二

九
二
七
)

し
た
。

泌
総
恥
は、

二
時
間
二
十
三
分
で
走
る
ず
定
で
し
た
が
、

か
さE

な

り
、
何
と
八

時
削
も
か
か
る
と
い
う
大
変
な
ス
タ
ー
ト
の

H

に
な
リ

い
'
と

!
比
}
主
さ

・
8

た
A
d
r
A
A可'
A
て
A

ま
し
た

。

開
業
の
川
は
、

稲
川
笠

一ド
1

咋
川
川
は
川
ド
的
制
泌
い
ね
で
、山
内

の

L
，
、
a

t

S
九
巴

A
Jる
命
。

2
3

の
h

か
〈
え
ん

主
え
え

S

駅
は
杭
帥
品川
山
川と
仲
間
川だ
け
で
、
ま
だ
、
玉

川
u
f倒
的
駅
は
あ
リ
ま
せ
ん

今
，

ι
v
bけ
入

で
し
た
。

け
取
初
の
計
画
で
は
、
〈
f

の
紘
よ
り
も
南

の
神
奈
川
県
内
を
通
る

L
ZL

拘
q
q
る

Z

Aー
も

T
，
刀
今
れ
え

ι

え
い

"
-
n

は
ず
で
し
た
が
、

利
光
的
松
社
長
と
親
し
か

っ
た
村
山
常
右
衛
門

の
怠
兄

b
A
r
T
m
E
i

二

、
，
九
一
司

に
よ
っ
て
、

川
|

一と
鶴
川
の
岐
を
的
凡
川
雌
え
に
変
挺

し
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、

仲
間
川1
一4
川
V
附
仰
の
川
に
あ
る

一
一

0
メ
ー
ト
ル
の
段
以
ト
ン

正
当

L

-
平
ルは
臨
靴工
中
で
、
内
一同

の
お
令

い
で
←
一

万
二
九
C
問
川
も
使
い
や

っ
と

ゐ
え
せ
い

完
成
し
た
そ
、
7

で
す
。

阿

川

や
仲
間
川の
人
々

の
生
活
は
大
き
く

そ
れ
ま
で
飢
川
か
ら

俳
釘
へ
山
る
と
す

れ
ば
、
歩
い
て

y

t
-
-
-
1

a
n

q
L

J
今

日
令

級
一
点
線で
繊
浜
や
八
七
イ
に
行
く
よ

り
方
法
は
あ
リ
ま

せ
ん
で
し
た

。

ま
し
て
船
山
ま
で川る
と
す
れ
ば
、
稲
川
仲
店
搬
や
村
剣
山
制

と
お
ま
れ

i

t
h

を

使
っ
て
迷
回
り
を

し
て

行
く
ほ

か
は
な
か

っ
た
の
で
す

。

そ
れ
が
新
宿

ま
で

5
時
間
ル
咋で
行
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
か
ら

・

ぃ
一
今
和
に
肱
仲

と
弓

L
L
Z

よ

A
Y
L
h
A

刊
令

3

、
骨

A
h
'
A

中
-
川
の
所
史
叫
川
と

旅
存
泌
氏
は
次

の
泌
リ
で
す

。

f
 

i
--k
t
 

l

よ
t
l

'

F
S
虫

宅
入

五
十
士
一銭

川
河
L
1
1k
f

x

v

一

ノ

5

)片t :.: 灸、自
IJl J1わ 小

111" J) /11 
へま 急
行し線
きたの

。 Ilfl

J出

よ
っ

て

に
な
っ
た
わ
け
で
す

。

T
i
e
-
-
-
ｭ

J

L,
hlfs

l 

王

'i
!

来

H

H
刊
引

-
E
E

fぃl
け
川
『
，
R〉
J

1fJ1

•1H
Mr

d'J 

新
宿
l

玉
川
年
間
前

問
自
寸
じ
斗
分

新
宿
1

鶴
川

間
十
一
一分

p
h
u
 

a
ay
 

事i、Uq _. 
さ 十 H
れ五に
て分 二

まとJlq
すに木
。 運1



ベ

た
い
へ
い
よ
う
曾
ん
そ
う

〈太
平
洋
戦
争
と
鶴

川
村
〉

昭
和
六
年

九

昭
和
二
十
年
(
一
九
四
五

11>変戦争 行った人数 な く なっと人政

満州事変 3 4 人 0 人

u '/，戦争 159 人

2 2 0 人
太平洋戦争 553 人

i(}川村で戦争に行った人主くな った人の数

一

〈
戦
争
中
の
生
活

〉

八 九
月月
十十
五八
日日
σ〉 σ】

無む I前f
粂} 州，1ミ
f千日 事じ
ドキj 変工
fkt カず
で 起
敗Z き
れて
るか
まら
で

そ
の
問
に
柏
崎
川
から
も
多
く

昭
和
十
六
年

tHミ 激14I羊
iiEë し lj世
兵ご く争
士ι なも
の り
歓i

そ送1 鶴
の 風υ1 1
桜景" 駅
子がで
を見は
鶴Z ら毎
111 1; れ日
国t るの
民t よよ
山、

手:'~ 1 ヲ

校Hこに

な
り
ま
し

た
。

の
「
学
校日
誌
し
か
ら
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

昭
和
十
九
年
四
月

一
一
十九
日

土
曜
日

五
時

一
一十
一月分

応
召
兵
あ
り

小
野
路

野
律
問
、
民
〈光
寺
分
団
歓
送

昭
和
十
九
年
五
月

三
十
H

火
眼
目

少
年
航
空
兵
横
山

幸
雌
岩
山
発

初J
Ji 

(
初等
科
五
年
)
以
J
の
男
子
に
て
歓
送

，，~ 1175 
和 十和l
十 H寺十
九四九
年卜年
七 一 六
月分月
三 応 二
十召十
日 兵 九
歓 日
送
木
附
円

初
四
女

'

z

一

口
U
日
哨
口
u

十
時
二
十

一
分
応
召
兵
歓
送

小
野
路

野
津
田

金
井
、
大
蔵

の①
皮fJ :ヰ!: 'ifJ 
む校労
きで 奉
やは f l:
拒~~ 1受 ~
娘z 業i き
illr" を ん
とや ろ
リ め う
て( ;1.

~f'ゃ 、 う

I立1 122T し
あ fíーさ ) 

つ 才、i
めで
の ft!J'~
仕L く
ヰli こ
むと
しが
ま~
し く
たな

②
配
給

...( 
事キーとれ

す
べ Ij!l(

て 争
害Il n で(
リ物I之 は
当ぁ 資L い
てがき
で ィ、 ド ゆ

再出 Jぷう
らし)

il 1:.ニ
また
しめ
た

③ 
食L! j曽

辛H I~症
も (
不 ・ ぞ
足Z う
しさ
てん

た
σ〉

で

i

,
EA1
n
A 

か
さ

・

ク
レ
パ
ス
・

帳
耐
な
ど
も

中

心
に
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
た
く
さ
ん
作
ら
れ
ま
し
た

。

さ
つ
ま
い

L

-

か
ぼ
ち
ゃ
・

大
豆
を

お
い
も
叫
大
切
な
主従
物
@

ah
"1
e
t
a-
-
E
i
t
4
 

2

1

令

t

・
2

-

E

n
-
-

A-
u

t
，
、
‘

.
8

‘

μ

・
υ
姐
-
e
-
a
u
-
u

ほ
れ
悩
句
白

内
・

"
-
-
2
r
'

b
t
a
亀
川
u

‘
司
R
Z
U
A

L
T
-
-
hニ
A
τ
π
吋

τ

主

k
s
z
L
K
M

・
i
-
z

ιT

今
《
‘
;
・1

-

< ft lfJ J1t: (l)宣言言スター〉
~{のの F祭 ⑤ 23 1 べ ④ 
京 1，，1 防 の fll4 I坊他t 、 ilX ' f!t 
へ 数空空i 和 主主 の か総会 ,'1 ', 
のも壕袈ミ 1 }豪割前まや(
空しはに 1L _ f集1 な fi:g!~ き
製だ り そ 年[ま らど ~Iit~: よ
L いがならう 13:1 のの う
木日 に行え七くに欽ミ 材三 し
絡1 ふ'd:て 月 う差ε 材1 料 1 ゅ
f l:" えわ‘にごしゃにつ
しまれ 遊日 入う ，'/1.た 校す)
てし警" 刻絞る)し 経 る
いた成士 のと まのた
き 。 f慌た 、 し こに め

ま -':~In め 1J ft 山主 主

し
た
。

さ
ら
に
、
腕
見
し
て
ふ
る
さ
と
鶴

川
に
も
ど
る
兵
士
も
ふ
え
ま
し
た
。

そ
の
様
子
を
「
学
校
日

誌
」
の
中

か
ら
、

く
わ
し
く
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

四
英手、 月

を"'"31l!ぃ 一一

出十
迎 二
(l) 日

{牛(
(土
十)

六 雨
l均一 後

十

分

五
月
十
五
日

初
五
以
上
全
職
員

(月
)
附
野
津
町
児
童
自
宅
ま
で

週
間
目
標
に
つ
い
て

五
月
三
十
日

¥ " I 

兵隊を見送る人々

(
英
霊
に
対
す
る
持
礼

古文
吉
)11 
幸
維(
氏火
無じ)

言i lIi!; 
帰e

還f

六
月

一
一
一
日

授
業
四
時
限
に
て

全
職
員
初
五
以
上
出
迎

明
日

六
月
四
日

(
土
)
晴

佐
藤
・
古
川
両
英
霊

の
何
軒

(
日
)
円
安

十
二
時
迄
に
登
校
す
る
こ
と

-46 

日
本
は
十
五
年
間
も
戦
争
を
続
け
ま
し
た

。

-

『

ぜ

い

ke

ぜ

い

の
人
々
が
出
征
し
、

戦
争
の
犠
牲
と
な
り

ま
し
た
。
特
に
、

十
二
月

八
日
の
如
恥
敵
恥
蛇
に
始
ま
る
太
平

い
角
E
A

昭
和
十
九
年
に
な
る
と

一
段
と

村
氏
多
数
来
校
新
校
舎
ニ
於
テ

村
葬
ア
リ

古
川

(
広
袴
)
佐
藤
(野
待
問

)
岡
英
霊

七
月
十
三
日

木
)
日
誌

初
五
以
上
式
に
参
列

十
五
日
午
後
四
時

三
十

一
分
英
範
帰
巡

出
迎
方
連
絡
ス

七
月
十
五
日

放
峰
岸

一
等
兵
市
田
英軍
帰
還

土
)
附

八
月

十
三
日

初
五
以
上
児
童
出
迎H青

小
野
路
分
団
児
童
ハ
家
庭
7
デ

八
王
子
出
張
以
外
ノ
諸
先
生
及
ピ

九
時

一
分

日故
陸
軍
軍
曹
横
山
春
之
丞
君
の
英
霊
帰
還

~[ 

f\ 〆ヘ

空室i
...". .. .. 
裂 と う
が学T
;gk:i 童5
し疎を
く 開t
主〉

る
と

多
く
な
り
ま
し
た

。

で
υ 

IIr{ 
手11

1L 

JlLJ 
J 1 
- fiil 
11 ) 11 
の 判
的 に
川 脱会
医| lj}lt
氏 し
学 て
校 く
のる
!tfì L 人
業i 々
王u が

「
疎
開
ノ
タ
メ
ノ
伝
人
川
ん
主
ニ
イ
三

名
」

と
い
う
様
子
で
し
た

。

八
円

か
ら
は
東
京

の
学
童
の
集
凶
疎
開
が
始
ま
り
ま
し
た

。

鶴
川
村
は

L

r
h
h

〈

7
T

a
H
ι
リ

ニ
，
、

t

か
了

ミ

L
V

有
今

品
川
区
鈴
ヶ

森
凶
民
学
校
の
児
童
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

〈在li川村の集 111 宇支疎Iiトlの受け人れ状汎〉

鈴ヶ SE

;::ßi数

1 6 (201 

炊 ' J 'klt~
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,:t 教職ill '{,-i 

1 

干寮長

金イ義一

'?見守 .g

j:!1福寺

..;:: t主名

3 6 (47) 

2 0(60) 

2 8(61l 

2 6<�0) 2 

1 

。

2 

2 

2 

3 

2 

制 I.!~~ ~喜 i

篠 1I 1:;~ì~

工藤うと判i

i五l京サヨ

T干院

一
1
4
τ
 

、

.HH 
JJ
 

j
 

皮切 C:i:

安全ゴj

" 

" 

" 

" 

昭
和
十
九
年
八
月
十
五
日

126(258) 

疎
附
児
童
到
着

本
校
児
童

初
三
以
上
駅
出
迎
へ

AI
職
円
以ら

1 2 

疎開児童を迎える地元町学童(鮮民 11I妙高町1'1民中附

n,, s
ι守

8 5 ノ、

" 



1 

〈
当
時
・

そ
か
い
児
重
だ
っ
た
人
の
お
話
〉

私
は
当
叫
品
川
区
立
鈴

ケ

森
凶
民
年
校
の
三
年
生
で
し
た
。

品
川
区
の

ば
〈

K
A
V

，
、
う

一
4
W

い
Z

A
1

t

t

A1

家
の
ま
わ
り
は
爆
仰
で
焼
か
れ
毎

H

の
よ
う
に
空
襲
野
総
が
川
町
リ
、
防

空
壕
に
逃
げ
る
生
活
を
し
て
い
ま
し
た

。

そ
れ
を
の
が
れ
る
た
め
に

昭
和

aA
Z
A
1
L
 

仲
間
川
村
の
万
松
寺
へ
二
1

七
人
の
仲
間
と

来
ま
し

十
九
年
八
月
十
五
日
、

た
。
手
い
た
吋
は
の
ど
か
主
所
た

っ
た
の
で
ホ
ッ
と
し
ま
し
た

。

n
L
A

ニ

う

三
・

四
年
作
は

小
野
路
分
校

へ

わ
ら 五
じ ・
~ 

1こノ、

(j ij� 
L 、 ヨ三

ては
|坊ミ 鶴
空i 川
町[-r 国
rliX氏
を とr'
か校
..-:){¥ 

つ

て

サ三

し
ま
し
fょ
。

一
反
川
つ・
り
か

っ
た
、
」
と
は
食

べ
物
が
な
く
お
な
か
が
す
い
て
い
た

、
」
と

で
す

。

fuえ
ば
、
う
す
い

臨
耐
のいル
慌
の
ぞ
う
す
い
だ
け
の

同
が
多
か
っ
た
で
す

。

そ
れ
も
ほ
と
ん
ど
が

大
根
は
か
リ
で

食
事
と

で

米
つ
ぶ
は
ほ
ん
の
少
し
で
し
た
の

お
な
か
に

は
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た

。

大
限
と
ニ
一口っ
て
も
今
の
大
根

ら
が

と
は
違
っ
て
苦
く
て
お
い
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

。

自HA

A
r-も
ぬ

L

内
ι

た
ま
に
面
会
で
も
ら
う
お

H川
市
子
が
と
て
も
お
い
し
か
っ

た
こ
と
を
覚
、
ぇ

の
よ
均
い

て
い
ま
す

。

而
会
に
だ
れ
も
来
な
い
子
も
い
ま
し
た

。

-h

‘

d
ろ

ン
グ

リ
や
カ
ヤ
の
実
を
給
っ
た
り
、

カ
エ

ル
や
イ
ナ
ゴ
を
食
べ
た
り

し
ま
し
た

。

川
で
ザ
リ
ガ
ニ
や
タ

ニ
シ
を
揃
っ
た

で
す
か
ら

山
で
ト

道
ば
た
の
ス
イ
バ

ピ
ル
な
ど
の

野
草
も
食
べ
ま
し
た

。

と
て
も
こ
わ
か

っ
た
こ

と
は
空
襲
で
し
た

。

L
:

い

ど
'
A

急
に
焼
夷
弾
が
一
怖
と
さ
れ
、

1174 
干n

一
1

1
r
r

一

一

一

f
j

!

、

-
1
1
J
F
 

逃
げ
出
し
ま
し
た

。

あ
わ
て

ふて
と L 、

んた
ちの
本でお
む 111 寺
術" 草か
物え で 火
ちはの
みだ t毎
主し!こ
1"1.， ' のも
え Jilj
てにあ
し柴i わ
ま♂〉て
いとて

日

の
夜
、

げ
を
さ

し

血
が
山
ま
し
た

。

一一一一一一一一一ーー司同「

近
く
の

民
家
へ
も
ら
い
風
呂
に
行

っ
て
い
ま
し
た

。

わ
ら
じ
が
学
校

へ
行
っ

て
取
る
だけ
で
す
り
切

れ
、

〈
つ靴

主
と

は
少
な
く

し
も
や
け

冬
な
ど

の
子
が
多
か
っ
た
で
す

。

お
父
さ
ん
、

わ
か

i

お
母
さ
ん
と
別
れ
て
く
ら
し
て
い
た

の
で

く
な

っ
て
仲
間
川駅
ま
で

一
人
で
歩
い
て
行

っ
た

子
も
い
ま
し

た
。

さ

が

ま

h
i

M
Uし
回
っ
て

見
つ
け
ま
し
た
が

白
戸
川
込
P
-
」
，
w叩
、，
，

人
一
』

3

l
J

リ

i
1

カず

き

っ
と

さ
び
し
か

っ
た
の
で
し
ょ

先
午
方

し
た

。

い
ろ
い
ろ
な
点
で
大
変
苦
労
し
ま
し
た

。

70

な
か
に
は
東
京
の
空
襲
で
親
を
む
く
し
た
か
わ
い
そ
う
な
，
ナ
ら
い
ま

丹: i く狂的
fr z 仰

が

市
m
m
さ
ん
よ
り

蹄陰口
〈ー今刷る)

口刷嗣

口可
口" 、弘

叫F
f一
十

日

同勾口μ
l野

hJt4.~口 !空
|宮

杭晴口|

臨休日除
れt

相 互口同
叫侠口 |き

起床、洗百"、 冷ノ本ド まさ つ

刺判l礼 {川止." ，域J引 F λ'1 円 2打ιι>，;目I

1体本村J操並 古散t歩

相l 食、 IHl! ( 1 昨11111

rl主干 J (干 門町ζ t. 2 p.n::Jl 

~I 11111 年1:\ 1 (1 時IUJ)

4干食、休憩 ( 1 '.H:I) 

水市訓練 (跡、:，代川'1'

おやつ 、 1' 1 山 II Y IBJ

学童集団疎開の 1 日

人i?f ('H支 1 時 l ニ ろ )

夕食

mr.，jI訓練 (7時 1 ご ろ }

就組'\" 1，品 同時 n

劦'ii{f (邑昨 日分}

-・・・断

加瀬リ). 19.11!j:' 9 JJ � 11 n，'.\仏 w- )

什 g簡 {昨I 観先} よ り

ぇ、

i日
じ

す六
と il

il三や

'I è 先
(j '1 
Y~ '~ 1; 
耳~l が
fこは
つ っ

たき
とや
'[', (;r 
t 、 7

まで
す火
。 b

dj 
し
て

ま
し
た

。

い
ま
し
た
。

度
と
あ
の
よ
う

e
e
ho
経
験
は
し
た
く

あ
り
ま
せ
ん
。

(
長
町
さ
か
、
え
さ
ん
よ
リ

食
戸文

物
カず

な
く
;小 寮1
労3 母d
し さ
ま ん
し だ
た っ
。 た

光 人
斗の
が お
1/('; 話
勧 〉

1去ニ

- 48 

〈
当
時

旬

可
一

、
-
」
リ
・
之
、
H
川

J

t
'

有

l
I
L

l

t

に
わ
っ
て
い
ま
し
た
が

民
家
で
よ
り
ザj
σ〉

A 
は
liiJi. 
<1' 

1 J 
っ

て
栄五 時!iJ
j事i き
ィ、 I 干

J工? が
で 少
市1'1 な
気く
や
け
が
が

売
る
ほ
と

な物
かカず

なあ
か り
託ìr. ま
らせ
なん
かで
つ し
fこ fょ
で 。

す そ

の
た
め

ザ楽
ら
あ
ま
り
あ

/ 

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

a
n
λ
 

ま
た
シ
ラ
ミ
が
多
く
髪
を
く
し
で
と
く

と

シ
ラ
ミ

で
く

し
が
臼
く

な
リ

す

い
き

A

~
ろ

一
a



ま
し
た

。

頭
に
は

、
水
銀
主
ん
こ

う
を
ぬ

っ

て
殺
し
て
い
ま
し
た
が
.
卯

さ
ほ

A
1せ

υ

に
は
幼
か
な
い
の
で
す
ぐ
に
発
生
し

、

ソ
十
と
も
比
一
が
と
て
も
か
ゆ
がっ
て

か
おわ
!長c\ .，. 1 、
t，I， ろ そ

はう
で
し
た
。

迎
度

位
で

ま
さ
が
あ
ま
り

辛
か

っ
た
の
で

あ
と
は

〈当
時
の
学
寮
さ

ん
の
お
話
〉

昭
和
二
十
年
ι
月
二
十
六
日
、
創
刊
二和
郎
出世
能
市
船
和
制
棋
は
、
束

、
t
h
一
、

L
d
A
1
n
r
A
'
T
ζ

京

ヘ
ム
ル
王
削
岩
に
向
か
う
B
m

一ー
一機
編
附
悼の
た

め
に
百
数
十
発
の
焼
夷
猟

の
直

剰
を
受
け
ました
。

骨
骨
は
、
直
撃
仰の十
数
発
を
が
時
艇
と
疎
開
荷
物

の
十
日〈ん
中
に
受
け
、
LW出
を
あ
げ
て
齢
、
え
ま
し
た

。

子
と
も
達
は
燃
え
上

l
j
j
p

ム

皇

え

に
わ

が
る

出
船の
よ
う
な
火
に
恥
リ附
ま
れ
て
い
ま
し
た

。

前
庭
と
ま
わ
り
の

p
t

z
 

艇
が
ば
か
リで
な
く

、

山
林
な
ど
す
べ
て
が

仙
煙
に
包

IJI 
~1 11 

竹
や
ぶ

m
以
上
も
火
の
小
川
と
なっ
て
燃
え
て
い
ま
し
た

。

相
馬
光
牛
(
店治山川
和明
軒
以
・
一
一十
才
)
と

尚
一
前
先
生
(二
十
才
)

子
ど
も
迷
の
砂
船
を
附
飾
品

し
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
に
し
て
そ
の
火
の
海
を

、
-

a

え
λ

品
リι附
け
る
か
を
考
、
え
た

二
人
の
先
生
は
‘
陛
奴
ぽ
う
き
で

油
焔
を
た
た

子
ど

も
淳
一
は
泣
き
川
け
び
ま
す

。

ま
れ

と

っ
さ
に

lま

49 

民
一
め
/
」

|而{あ の

修九 と
品ìi， .ò き
の大
よ声
うで

き
は
じ

め
ま
し
た

。

「
鬼
畜
の
米
機
何
す
る
も

の
ぞ
、

に
ほ
う
き
を
恨
リ
上
げ
進
ん
だ
、
」

の
女
の
先
午
の
引
は
部
れ
ら
れ
ま
せ
ん

。

;
、

J
3
-
t
i
t

i

-

こ
の
時
の
れ
将
跡
空
襲
で
は
、
万
松
当
を
合
め
て
イ
粁
が
全
焼
し
、二

仰
が
い
一
ら
か
似
品
し
ま
し
た
が
‘
い
れ
い
に
ら
弥
保
和
は

山
ま
せ
ん
で
し
た

。

f
H
A

日

L

?

と
τ

J

令

子
ど
も

達
も
、
は
だ
し
で
ね
ま
き

の
ま
ま

、

全
員
無
事
に
約
三
川
束
力
の

tL 

抗
手叫
出
一
一私
院
へ
避
鋭
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た。

の
ち
小
野
路
下
宿

の

、
た
〈
う

A
1

3

い
せ

A

U
AV

'

制
的
寿
さ
ん
の
郎
官u
へ
移
リ
、
そ
こ
で
敗
戦
の
日
を
迎
え
ま
し
た

。

今
で
も
万
松
寺
の
か
郎の
九
ん
や
除
け
た
た
れ
た

柿
の
木
は
そ
の
ま
ま
の

i

・
、

と
ど
な
リ

姿
で
校
リ

戦
争
の
、
」わ
さ
を
私
た
ち
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
す。

(
工
藤
さ
ん
よ
り



-~ 

6 

村
か
ら
市
へ

緑
ゆ
た
か
な
小
野
路
、

ぽ

t

お
じ
ぞ
う
様
や
馬
頭
観
音
絞
が
ひ
っ
そ
り
と
建
っ
て
い
る
よ
う
す
を
み
な

野
津
川
の
古
い
道
を
歩
く
と

通
り
に
面
し
て

さ
ん
も

き
っ
と
見
た
、
」
と
が
あ
る
で
し
ょ
う

。

よ
く
よ
く
見
る
と
何
や
ら
告
い
て
あ
リ
ま
す
。

そ
れ
を
建
て
た
人
の
名
前

年
、
場
所
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
す
。

三ド

う
つ
リ
か
わ
り

小
野
路
村
、
野
律
問
村
や

鈎
川
村
な
ど
の
文
字
を
見
つ
け
る

時
が

そ

の
中
に

明

神
奈
川
県
と
な
る
。

あ
る
で
し
ょ

う

。

八
つ
の
村
)

明
治
二
十
二
年
、
小
野
路
村
、
野
i宰

日月

八
つ
の

村
が
合
ペ

111 
村

大
厳
村

真
光
寺
村
、

中岡
村

い
し

鶴
川
村
が
午

t
1
J
 

J
4
4
4
4
a'
A
b1
 

広
袴
村
、
能
ヶ

谷
村
が
Aロ
ペ

ま
れ
る

。

明
.

ニ
ハ

h
i

l
t

-

h

E

ー

か
R
h
μ
ι↑
ト
h
もが
A
n
H
μ

し

鶴
見
川
の
名
を
と

り
柏
崎
川村
が

県
を
は

な
れ
点
京

牛し
ま
れ
ま
し
た
。

府
に
入
る
。

平
和
な
村
の
く
ら
し
の

小
に
も
い
く

/1日

価l 鶴
111 

Jι 村
生は
村

10 J 
Jfl:'. 111 

つ
か
の
戦
争
を
の
り
こ
え

年
約
七

iF 

わ
た
る
村
の 1171
!来2 和l
~p ι 

を |

村
と
合
ぺ
い
し

終
え

鶴
川
村

は

他
の
村
や
町
と
合
ぺ

町
山
市
を
つ
く
る

。

い
し
新
し
く

川
町
市

と
し
て
生
ま
れ
か

わ
っ
た

の
で
す
。

一

〈
ふ
え
て
き
た
人
口

〉

At
か
ら
お

主
そ

有

一ト
年
前

明
治

一
年
)、

鶴
川
地
似

の
人
け

は

千
五
百
人
ほ
ど
で
し
た
。

山
川
和イ
九
年
ご
ろ
ま
で

U
T

八
れ

人
だ

っ
た
人

l二l

は

終
戦
と
岡
崎
に
急
に
ふ
え
ま
し
た

。

ど
う
し
て
で
し
ょ
う

。

円
本
が
戦
争
に
負
け

始
め

都
心
部
が
ア
メ
リ
カ

山中
に
よ

り
、

」
う
げ
き

さ
れ
る
よ
、
7

に
な

リ
都
市
に

住
む
人
々
は

安
全
な
地
い
き
に
移
り

住

む
よ
う
に
な
リ
ま
し
た

。

こ

の
仲
間川
地
区
に
ち
た
く
さ
ん
の
人
が
ひ
っ

し
て

き
た

の
で
す
。

ま
た
、

終
戦
と

同
時
に
兵
隊

に
行

っ
て
い
た

人
た
ち

ら
帰
っ
て
来
ま
し
た

。

都
心
部
に
刷
聞
き
に
'
れ
っ
て
い
た
人
た
ち

J
U

一

J
坊
や

会
H
引
が
焼
け
て
主
く
な

っ

た
の
で

的
川
地
院
に
州

鶴川地区の人口のうつりかわ り

リ
ー
2
l

m
6

引

っ

て
き
た
の
で
す

。

そ
の
上

お
そ
ろ
し
い

リT
t
5

向

4

“q
汁

日

2

ド

H
3
f
 
ほ
ど
の
食
リ
ょ
う
不
足
で

1
1

1

 

川

2
q

終
業
の
仕
事
に
ら
ど
る

人

H
9
1
 

1
1
f
 

が
ふ
え
た
か
ら
で
す
。

と

こ
ろ
が

そ
の
後

し

に

5
1

j
l
f
 

ば
ら
く

人
口
は

へ
り
統

開

2

司

け
ま
す

。

附
の
山
中が
HA
ち

1 )j 人

5Ji 人

4 Jj 人

3 1i 人

2 1i 人

71i 人

61i 人

っ

き

工
業
や
市
川
業
主
ど

が
発
た
つ
し

鶴
川
地
区

を
は
な

れ

剛山
心
の
ん

へ

-・・・・「

袋
に
住
ん
で
い
る
お
ば
あ
さ
ん
の

話

〈
終戦
ま
も

な

い
こ
ろ
の
人
々
の
く
ら
し

〉
(
吉
津
ヨ
不
さ
ん
の
お
話
)

.晶

、

θ 
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配給キ y プ

と
仙
聞
き
に
行
っ
た
か
ら
で
す

。

太
平
洋
戦
争
中

か
ら
物
は
不
足
し

て

い
ま
し
た
が
戦
争
が
終
っ
て
か
ら

は
さ
ら
に

物
が
手
に
人
ら
な
く
も

り

ま
し
た
。

私
の
家
は
民
家
で
し
た
が

作
っ
た
伎
作
物
は
問

の
方
へ
山
さ
な

け
れ
ば
主
ら
ず

自
分
の
山
本
で食
べ
る

の
に
も
不
自
山
し
ま
し
た

。

都
心
の
方
か
ら

大
き
な
ふ
く
ろ
を

し
よ
っ
て
よ
く
こ
の
野
洋

仰
に
も

食

50 ー

べ
物
を
買
い

に
来
る
人
が
い
ま
し
た
。

お
金
の
か
わ
り

に
衣
類
と
食
べ
物
と

を
こ
う
か
ん
し
ま
し
た

。

私
L

よ
め

人
リ
の
時
持
っ
て
き
た

き
も
の
を

使
っ
て
f

ど
L

た
ち
に
棋

準
服
を
作
っ
て
き
せ
ま
し
た
。

ま
た

出
や
さ
と
う
や

せ
っ
け
ん
L

ま
だ
配

給
で
配
給
キ
ッ

プ
と
代
金
を
持
っ
て

リ
ヤ
カ
ー
を
引
い

て
能
ヶ

谷
ま
で
行

き
ま
し
た

。

昭
利

一
工
'
平
そ

ま

i

l

i

一

一
一

j

i

I

ま

だ
ま
だ

苦
し

い
生
活
で
し
た
。

ト
ム
釘
H
γ
#
官

仁

業
を
は
じ
め
と
し
て
わ
が

川
の
必
業
が
成
長
し
て
く
る
と

年
と

と

L

に
u
p
t
が
不
足
し

て

米
ま
し
た

。

求
め
て
地
ん

か
ら

部
会

へ
人
が
集
ま

っ
て
き
ま
し
た

。F
U
じ
ド
穴
、
内
ソu
a

L
I
九
ソ
l
v


J
E

-

-
d

v

一
一
う

J

い
う

べ
ん
利
な
町
川
山

は

都
心
で
は

剛
山
心
まで

部
会
で
働
く
人
た
ち
の

飢
宅
地
と
し
て
注
目

的
川
地
灰
に

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

。

そ
こ

で

東
京
仰
と
凶
は

大
き
な

団
地
を
つ
く
る
こ
と
に
し
ま

し

た
。

川
町
和三
イ
八
年
か
ら

正
事
を

ljf� 
め

川
卜

三
年
か
ら
住
め
る
よ
う

に
な
リ

的
川
地
区

の
人
μ

は
急
に

山
く
れ
J

が
リ
ま
し
た
。

51 -

さ
て

小
町
川
町
と
針
山
川
町
の

人
け

を
訓
べ
て
み
ま
し

ょ

う

。

まlj川同地の造成

カず

人
n 
が
~ 
か
'コ

た
カず

現
在
で
は

小川
町
:Ji干名
側 l

J
S

1

、

川
川
副
引J
F

川町
利
一八

l

t
、

→
、

i

J

J

 二
川
八
開

l
h
l
i
 

m
-
-
t
H

刺

l� 
l� 

rq 

1'4 
F、

仲
間川
村

の
こ

ろ
は

小
釘
路
の
方

肝
津
川
の
方
が
多
く

村
の
こ
ろ
と

く
ら
べ
約
四
倍
以
上
L

ふ
え

て

い
ま

す
。

そ
の
わ
け
に
つ
い
て
考
え
て
み

宇
か
し

ょ
、
っ
。



〈
農
業
の
村
か
ら
、
商
業
・
工
業
・
住
宅
の
ま
ち
へ
〉

秋
に
も
な
る

と
学
校
の
正
門
の
近
く
で

折
れ
る
ほ
ど
に
た
く
さ
ん
実

っ
た
柿
の
実
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

11円 10 '1 II{{ 25 iJ II{{ 62 {I乙

家 I也
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fz の けん けん けん

ι色蜘‘ 
793 910 572 

託 けん けん けん

わ
900

0 6 50
0 0.03% 
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IHIJ ・|・丹およその古武

稲城へ

-

鶴
川
中h
・ぽ

神
h
i
A
仁

「
-u
r

I

L

M
制
十ゴ
、

4
A

F
」

A
V・2

・
“

で
す
。
柿
ル
ー

を

山
・心
と
し
て
広
く
同
刷
、
手
り
れ
的川
地

方
の
名
産
と
よ
ば
れ

民
家
の
現
全
収

入
の

一
つ
と
な
り
ま

し
た
。
柿
と
な
ら

ん
で
よ
く

目
に
す
る

の
が
架
で
す
。

的
川
村

で
も
村
に

小
針
路
に

一
書
多

く
柏
え
で
あ
り
ま
し
た

。

ま
た

小
肝
川
町で
は

し
の
竹
を
材

料
と
し
た
め
か
い

作
り
が
さ
か
ん

で
し

た
。

さ
て
.
飴
川
村

の
人

た
ち
は
、
ど
ん

な
引
事
を
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う

。

上
の
ぶ
か

ら
わ
か
る

よ
う
に
ほ
と

ん
ど

の
人
が
農
業
で
す
。
米
づ
く
リ
を

中
心

と

し

畑
で
肝
さ
い
や
く
た
物
を
打
て

て
い
ま
し
た

。

的
比
川
に
そ

っ

た
山
市

1I1 

大
川
胤
能
ヶ
ハ
〈
H

は
中
小
川に
め
ぐ
ま

れ
て
い
ま
し
た
が

行

の
多
い
小
肝
路

lま

畑
作
が
中

心
で
し
た

。

(在fl Jl I 小 ?校六{I'.IJ:調べ)

1 

- 弓lfl のま[; 小
の f:(;i.: 

附
和
二
十
六
年
と
昭
和

六
十
三
年
と

本
校
の
子
ど
も
た
ち
が

歩
き
回

っ

て
調
べ
あ
げ
た
「
U
T
区
域
の
産
業
L
を
む
と
に

地
域
の
変
化
を
み
て
み
ま

し
よ
う

。

人 r! <人}
J:ﾆ m� 
託ピ 土品

IIN 
1 5 8 6 268 4 l 

FT 26 

路 II({ 
111) 2 4 8 4 123 42 15 I 63 (町{制 J62 fFJ

貯
II{{ 

1 2 4 8 206 6 3 
26 

J1) 
II{{ 

~T 5 524 95 52 22 
63 (H:{ f.l162tl.1 

〈
交
通
の
う
つ
り
か
わ
り
〉

民
家
は
下
分
に

へ
っ
て
い
ま
す

が
肉
店
の
放
は
約
十
倍
に
ふ
え
て

い
ま
す

。

ま
た
、
農
家
で
作
る
作

ひら工場

物
L 
米

，心

か
句

ビ
ニ
ー
ル

ハ

ウ
ス
を
使

っ
た
野
さ
い
づ
く
り
や

花
、
M
m本
な
ど
商
品
と
し
て
先
リ

や
す
い
物
に
か
わ

っ
て
い
ま

す
。

附
凶
で
は
、
飲

食
店
の
精
加
が

-52 -

H
J
i
ち
ま
す

。

前
は

一
つ
の
店

で
た
く
さ
ん
の
品
物
を
売

っ
て
い

ま
し
た
が

ぷ〉、

lま

専
門
山
も
ふ

え
て
い
ま
す

。

引
に
変
化
が
は
げ
し
い
の
は
工

凶
切
で
す。

前
は

ひ
ら

工
場
と
将

米
i
M切
だ
け
で
し
た
。

今
で
は

ー
じ

も
あ
り
い
ろ
ん
な
物
を
つ

く
っ
て

い
ま
す

。

こ
れ
か
ら
む
さ

ま
ざ
ま
な

上
場
が
つ
く
ら
札
て
い

〈

、
」
と
で
し
ょ
う
。

鶴
一
小
の
前
の
川
白
人
円
バ
ス
停
で
の
先
車
時
刻
表
を
見
る
と

野

eL
Pナ
こ

i
f

l

 

川
市
T庫
方
一
副
れ
と
川
川
駅
十
H
而
行

の
本
数
は
行
八
十
じ
本
も
あ
り
ま
す

。

長
く
パ
ス
打
で
山
川

つ
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん

。

ム刊
の
川
か
く
で
通

っ
て
い
る
こ

と
に
な

リ

で
し
ょ
う

。

主
ん
と

と
こ
ろ
が

附
和

l

U
0
1
ご
ろ
は
ど
う
だ
つ
た

け

に
川
本
ぐ
ら

い
し
か
な
か

っ
た
そ
う

で
す
。
そ

れ
ら
川
川

駅
h

ば
か
り
で
肝
油

川
市
寸
賄十
H
f山
行
は
な
か
っ
た
そ
、
7

で
す
。

で
す
。

来
物
と

け
え
ば
れ

転
市

ば
か
り
で

阿
川
川
や
技
木
・

小
肝
路
地
区
に
'
U
く
に
ら
み
ん
な
歩
い
て
い
っ
た
そ
う

f
i

-
-
1
v

ず
〉
，

V
)

サ
ヵ
，
り

く

P
M
V
B
U
f
カ

O
A
L

り

と
什
比
米
し
て
い
ま
し
た

。

ー
し
の
資
料
は

日
机
叩
胞が引
'
引と
だ
い
ぶ
ち
が

っ
て
い
ま
す
ね

。

q
t
u
 

F
、
u

た
も
の
で
す

。

道
の
数

的
川
村
で

一
品
命
中
が
，
泊って
い
た
刈
は
袋
防
付
近
で
的

し
か
も
北

本
店

向
で
は
な
く
川

川
駅
方

、

」
れ
で
み
る
と

川
駅
，
川
よ
リ
多
か

っ
た
の
で
す

n

山
に
向
か
っ
て
走
っ

て
い
た
の
で
す
。

て
、
る

川
川
白
山
7

h
r
i
-
-
リ
丘
こ
ま

e
t
J
}

1

1

4
1

J
(

(

 

中1

川

の
本
校
の
e
ハ
可
引
が
訓
川ベ

ま
た

fム!

大
き
1
6逃
が
泊
っ

中

が
れ
北っ
て
い
ま
せ
ん
。
多
出中村
に
は

人
.
辿
りは

的
川
駅

，

川
が
け
肘も
多
く

小
針
路
の
'
的
を
，
辿っ
て
行

っ

て
い
た
の
で
し
ょ
う

。

次
が
袋
倍
付
近
と
な

っ
て
い
ま

的
川
駅

H
川
は
・
ハ
ドH

れ
で
昭
和

す
。

附
利
J
ハ
1
1-
f司

の
交
通
以
と

く
ら
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

l

r
H

年
の
約

.

h

仰
に
も
ふ
え
て
い

る
の
で
す

。

に
h
A作
川
』
叶
a

斤
'

H
J

J
f
I
A
t
 
ーノ

は
も
の
す

}
く

ふ
え
て
い
ま
す

。

ぶ
中
山
一
が
完
成
す
る
と
さ
ら
に
円
十
一
区
域

の
交
油
は
は
げ
し
く
主
る
で
し
ょ
う
。

引
功
」
宇
中
の
多

摩
市
山
中
市
と
を

結

.11' 
4、
カ《

じ

伐
と

れ
州
市
の
交
泊
村



日

前

野路)をめぐ っ てみまし ょ う。
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/ 

世品守押4エ
f干
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古

道
. 
|日

道

こ
れ
は

一J
区
域
の
航
笠
写
真
で

す
。

引
ι什
の
道
路
の
よ
う
す
が

く
わ
か
リ
ま
す
。

学
校
や

自
分
の
家
は

H月

の
辺
で
す
か
。

わ
か
る
地
名

を
人
れ
て
み
ま
し

ょ
う
。

1
1
は

|羽
2 

ど
の
あ
た
リ
を

が
，
辿
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す

か
。

な
ぜ

そ
う
思
う
の
で

す
か
。

北H
の
人
が

厄
を
歩
い
て
い

問
3 

た
と
し
ま
す

。

ど
ん
な
ギ
を

考
え
て
歩
い
て
い
る
の
で
し

ょ
、

7

。
又

と
ん
な

附

が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か

。

(
昔
っ
て
ど
れ
く
り
い
昔
か

そ
れ
J
り
考
え
て
み
ま
し
ょ
、

7
。

)

北
日
の
道は

仙
山
が
リ
く

b

つ
七
判
パ
立
。

l

J

i

J

t

l

EJ
 

ネ
A
Fっ
す
ヲ「
、
式
。

今
の
道
は

広
い
道
で
す

。

北
日
の
道
は

飲
み
水
や
、

z
f

、

I
L
q
p
f

b
l
L
H
q

-川

市'"&，:

泊7 全
J品で
iiJ� 
ふ
」

つ
J俳句
cよ

く
よ
7 

っ

て
し、

ま
し

地
形
的
に

十
地
の
低
い
所
を

r -

鎌?っ
倉1 て
古
道干む
と(
小米
山 や
日 l 干IÎ
氏)

を
運
び
ま
し
た
。

-
大
和
二年
(
六

八
s

一
年

の
地
図
に
は

111 
争 ; 111 
L 、 111

がと
起古

るて
とあ

ま
す

111 
111 
氏
は

鶴
見
川
の
こ
と
を
、

源
頼
朝
の
家
米
で
し
た

。

鎌
A
nへ
か

武
1

述
は

後， It 
~U つ
条υT
氏t ま
とし
城た

八
王
了
城

、

l
i
t

i
-
-
h
 

J
I
l
l
 
、
干

J
h
合
ド
トX

A
d
m
主
出
品

ノトー 111 
机， 1京

JJii 品k
f Gふ

と

小
さ
な
城
が

い
く
つ

・b

作
ら
れ

沢
山
城
、
成
瀬
城

ま
し
た

。

お
寺
も

お
お
ぜ
い

い
ざ
と
い
、
7

叫
大
勢
の
人
が
人
れ

る

L
'

九

防
さ
よ

陣
地
と
し
て

の
働
き
ら

持

っ
て
い
ま
し
た

。

城
と
城
、
城
と
士
j

を
結
ぶ
道
が
必
裂
で
し
た
。

ま

一
て

あ
レ
叶

。

旧
大
山

街
道
と
大
山
お
り
(
大
山
議
)。
大
山

の
阿
ト
パ
利
川
相
は
州
を
降

、

」
れ
ら
の

、

てら
大せ
111 る
担， 拙
11 1:1い 1" '1'

り と
をし
して

人
々

の
伝
仰
を
集
め
ま
し
た

。

事
」
れ
て
つ

帆
ぱ
J
i+
d

i
l
l-

江
戸
〆\

ロ)

道

太
111 
道f そ
il'li1 の
が 年

。〉

(1 
を
祈

ま
し
た

し
ば
し
ば
往
き
来
し
ま
し
た

。

j瓜

ふ」

(1" 
f!t~ z 1) 
111:; 
家三 主Ilt
[jli' tr 
カす と

ノ、 il
る戸
よの
う II-H
にを

υ

戸
川
峨
に

な
る
と

t工
戸

Wi へ
i兵の
港 jQ
カずは

J-lfj{': 
{{主ミ ま
しす

ま
制 11 す
がた
車品， l 、

nlr ~; せ
Jill つ
とに
しな
てリ

ま
し
た

。

横
浜

へ
の
道
。

も
て
は
や

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と

併
馬
県
や

長
引
川
町
の
桁
が

町
山
を
，
店
つ

て
大
量
に

横
浜
に
運
ば
れ
ま
し
た

。

や
リ
み
ず
街
道
は

印
刷
の
道
と

J
U
言
わ
れ
ま
し
た
。

-・・・・町l

}' 

が

と
て
ら
大
切
で
し
た

。

飲
め
J'u
ぃ
、
}
と
は
あ
リ
ま
せ
ん
が

JI 

た
。

川
の
本
で
J
U

よ

背
の
人
が
、
速
く
ま
で
行
く

川
と
は

一
、
経
済
的
m
山

わ
き
水
や

食
べ
物
や

と
ん
な
や
だ
っ
た
の

ト
L
I
J
。

'
トi
寸1
寸

迎
ば
ん
。

)

正文

il~J 
fJI' 
rll 

子
紙
や

Ht.; j丘
の共
f五を
j土 1M
。 る

y' 

'
衣
料
的
川
町
山M
m
H甘
や

で
し
ょ
、
7
。

お
当
へ
の
お
ま
い
り

。
く
さ

大;: ...3 

111; 
~Ifi. ~ 
。

l止l

そ
の
他

叫
代
に
よ

っ
て

そ
の
辺
の
持
つ
市
史
民
が

j草

そ
れ
で
は

川
代
ご
と
に

ら
う
少
し

を
、
号
、
え
て
み
ま
し

ょ
う
。

ち
が
っ
て
き
ま
す

。

ど
ん
な
道
が
必
変
た

っ
た
か

(，￥ 

れ

M
M

が
以
北
川
刑
さ
れ
ま
す
。

こ
の
こ

p
n
v
 

5
 

。

阿
川
市

内
で
、
訂
誌
や
、

と
か
ら
純
文

、
弥
q

川
代
以
前
か

ら
人
々
が
甘
ん
で
い
た
と
事
え
ら

っ

て
い
ま
す

J
そ
の
人
々
が

引
に
多
く
の
住
民
相
が

川
んっ
か

れ
ま
す
。

(
仲
間
川
川
地の
あ
た
リ
は

食
べ
物
を
ボ
め
て
何
ら
か
の
道
を
通
っ

っ
た
と
号
、
手
り
れ
ま
す
。

。

川

ん
ぼ
で

米
を
円
る
よ
う
に
も
る
と

こ
で
野
市
仲
川の
低
い
1

地

的
見
川

ぞ
い
が

地
に
な
リ
ま
し
た

。

。

人
ト
i
く

i
i

い
\
こ

T
i
H
f
l
 

7
、

d
A
t

川
間
分
→
ー
が
山
山
米
ま
し
た

。

行
地
に

小
心
地
を

、

武
蔵
の
凶
(
京
京
都

(
海
老
化
付
近 一

川小
と

J
H
い
ま
し
た

。

の
山
中
と

刷会

t>Lt
11) 

1"1 

を
結
ぶ
泡
が
必
史

で
し
た

。
水
が
必
裂
に
ふ
'
H
a
り
ま
す

。

そ

と
て
も
た
い
せ
つ
な
土

そ
の
倒
の
政

治
の

ヤ1'ーミ二

111 
l巨

。〉

Il~ 

人
々
は

そ
の
道
を

一辿

以
上
の
よ
う
に

弘N
時
代
に
よ
っ
て

道
の
必
要
皮
は
ち
が
っ
て
も

大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た

。

だ
ん
だ
ん
と
道
が
ふ
え

。

現
在
の
道
と

IIJ ~ 
J且1

古
道ミ

規害
粍 i亘

'8 
i!. 

Þ..tc骨

.， ・仇

上
の
地
図
は

天
利

年
の
川
出
市
内
で

一
番

古
い
と

思
わ
れ
る
も
の

こ
れ
に
よ
る
と

で
す

。

和
川
腕
ー
怖

の
北
の
部
分
が

山
に
な

っ
て
い
て

鎌

よ
く
わ
か

n
f
 

k
u
 

4ト E

32 
り 17
ま古
せ道
んは
カ￡

小
机
な
ど
の
方
向
が
示
さ
れ
て
い
ま
す

。

111 
l士l
JIi 

tt~ 
(j: 

4
1口か
れ
て
い
ま
せ
ん

。

Z
A
1

え
も

h
c
hい
し
A

一
広
十

r
J

7

一
f

Uト
リ
f
E

、
、

コ

:
、

H
H，
刀
伽
。
カ

r
J
'J

刀

ど
ち
ら
か
で
す

。

(
一
七
O
五
年
)

の
、
鶴
見
川

の
所
に

怖
が
古
か
れ
て
い
ま
す
。

l白 l
合ミ 坂
inU で

旧
大
山
街
道
と

し
て
い
た
も
の
と
考

え

ら
れ
ま
す
。

!日

大
111 
街
道
が

帯
広
く

占
か
れ
て
い
ま

す
。

八
王
子
、
小

m
原

白
勾
f
L
川
H

・

作
2
R
iノ
ト
lF

(ま

U一H
か
な
か

っ
た
か
の

の
地
川
内
に
は
鎌
倉
古
道



2 

地
名
の
言
わ
れ

人
間
に
名
前
が
あ
る
よ
う
に

れ
て
い
ま
す
。

地
名
の
ニ
一
一
円
わ
れ
は

伐
さ
れ
て
い
な
い
の
で

そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
に
ら
名
前
が
つ
け
ら

は
っ
き
り
し
た
わ
け
が
文
占

と
し
て

こ
う
考
手
句
れ
て
い
る

。

こ
の
よ
う
主
説
が
あみ

f d 

り
ま
す
と
い
う
こ
と
に
な
リ
ま
す
。

江
川
町
は
か
な
ら
ず
あ
る
の
で

、

さ
ん
ら
い
ろ
い
ろ
考
え
て
み
ま
し

ょ
う

。

町

国

つ

は

本
川
間

あ
た
り
か
ら

川
が
附
け
は
じ
め
て
き
て

二
つ
に
は
、

市

(
イ
チ

れ
て
い
ま
す
。

か
ら
き
た

の
で
は
主
い
か
と
革
、
手
り

7
チ
と
い
う

の
は

町
田
は
占

市
の
立
つ
所
と

い
う
怠
昧

で
市
川
と
い
う

Z一円
わ
れ
か
た
ら
あ
っ
た
よ
う
で
す

。

野
津
田

く
昔か
のら
文市
告の
に栄
町え

つ津た
る 日 l と
'1'1 をこ
の 「ろ
っ ~f-で
た I~ : す
カず 」 。

~?;: と
両立 f 千i
しか
て れ
いて

たい
とた
こと
ろ」
かろ

か
ら
身
f

え
る
と

小
野
路

(
州
公
川
県

ら
つ
け
ら
れ
た
と
ら
考
手

』
リ
札
ま
す
。

M
Hふ
、

厚
木

こ
に
岡
山

役
所
)

小
野
/
広
と
い
う

所
が
あ
リ
ま
す
。

そ
こ
に
L

役
所
が
山
か
れ

に
小
町
の
叩

と
い
う
所
が
あ
り

が
山

か
れ
で
あ

っ
た
そ
う
で
す
。

日
川h
r

こ

1

1

(
 

て
あ
り

共
に
京
か
ら
役
人
か
米
て
治
め
て
い
た
の
だ
そ
う
で

す
。

そ
の
厚
木
の
小
野
/
里
か

ら
府
中

の
小
肝
/
出
に
ね

く

途

ー一ーーー・・・圃町

史 し

跡Z

3 

〈自
由
民
権
の
碑

〉

今
か
ら
百

年
ほ
ど
前

石
版
n
H孝

や
村
野
市
右
衛
門
を

中
心
と
し
て

た自
o rll 

I明民

治 tlii
の運
文正'}J
学が
者感
~t 1) 

村上
3歪i カず
谷z り
はま

し

こ

の
自

由
民
権
運
動
に
参
加
し

|坂

"" E三ヨ
孝

長の
女長
美λ 明
IJ[I'，公
と lE
結と
餅 f見
しし
まく
しし
た
。

ま
た

活
協
し
ま
し
た
。

そ
の

向
山
以
柿
と

こ

の
叫
が
た
て
ら
れ
ま
し
た

。

あ
る

地
と
し
て
、

〈
石
阪
昌
孝
の
墓
〉

一
八
四

一
年
(
天

保
十
二
年

一
九
O
七
年
(
明
治
四
十
年

田
村
山
身
で

自
E文三 111
i台L 民
結" t長
生 I: ~ J1[ 
を重h
t占止 の
1ìX: ~ 中

心
人
物
と
な
り

す
る

。

後
に
衆
議
院
議
員
や

県
知
事
に
L

な
っ
て

活
脱
し
た
人
の

お
世
門
事
で
す
。

-・・圃

的附
け
民
吋 石

そ
し
て

人

L
J
A
b
 

思
想
'
主と
し
て

透
谷
文
山
下
に
派く

か
か
わ
り

の

鶴

J 11 

中
の
道
だ
か
ら

小
野
路
と
名
が

つ
い
た
と
も
一
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

真
光
寺
阿
川
市
が
で
き
る
前

の
村
名

で
鶴
見
川
流
岐
の
小
町
路
、
大
蔵
、

三
輪
の
旧
村
が

"lj 

fド袴
ノ\均
n' 

1i 1 ~ 1m 
しヶ

た谷
11,1 

立{;
見
111 
よ

鈎
111 
と
し
ま
し
fニ

新
屋
敷

l
f
l

、

醇
l
a
il
-

金
井

ら
つ
け
ら

れ
ま
し
た

。

江
戸
時
代
に
新
聞
地
な
ど
に

移
リ
休

ん
で
つ
く

っ
た
集
浜
か

中

村

集
落
の
中

心
と
な
っ
て

い
る

税
村
を

山
・
村と
い
い
ま
す
。

あ

る

い
は

村
の
山
，ほ
ど
に
あ
る

の
で
中
村
と
つ
け
た
と

L

考
、
ぇ

ら
れ
ま
す
。

本
寺
か
ら
雌
れ
て

修
行
者
が
市
ぶ
き

の
小
尾
を
た
て

そ
れ

月IJ

所

ゾ
ハ

品
川
(
川の
立
昧
)
さ
れ
た
問

の
十
地
と
い
う

立
昧
が
あ
り
ま
す

。

カゼ

。
δra 

つ
の
部
落
の
よ
う
な
形
に
主
っ
て
い
る

所
で
す

。

J 11 

島

綾

部

川
岸
に
そ
っ
た

集
活
や
地
続
き
の
川
ん
ぽ
。

点
都
に
綾
部
市
が
あ
り
、
こ

こ
は
蛇
恥
蜘
伽
が
ル
臨んで
す
。

そ
の
技
術
を
ト
い
え
た
奈
氏
の
郎
族
か
ら
分
か
れ
て
A
L凶
に
肥
品

さ
れ
た
そ
の

袋

袋
と

い
う

地
名
は
つ
で
は
な

い
か
と

与

え
ら
れ
て

い
ま
す

。

的
凡
川
の
よ侃
れ
が
ま
が
リ
く

ね
っ
て

袋
の
よ
う
な

上
地
を
つ
く

っ
た
こ
と
か
ら
約

づ
け
ら
れ

・

リ
気
が
多
く

し
め

水
川
に
利
川
さ
れ
て
い
ま
す

。

丸

丘
陵
の
地
形
が
川
市
ハ
状
に
九く
見
え
る

山
に
な

っ
て
い
た
り
、

山

台
地
状
に
な
っ
て
い
る

地
形
の
と
こ
ろ
で
す
。

〈
野
の
仏
〉

-
地
蔵
尊

お
地
蔵
械
は
、
村

の
あ
ち
ら
こ
ち

ら
に
あ
り

人
々

の
い
ろ
い
ろ
な

お
倣
い
を
き
い
て
く

れ
る
と

れ
て
い
ま
す

。

汀
戸
時

川
]
川
口
こ
み
ι

O

H

I
l
l
 

代

の
こ
ろ
か
ら
の
も
の
が
全
部
で

三
七
基
ほ
ど
あ
る
そ
う
で
す

。

子
育
て
地
蔵

と
げ
ぬ
き
地
蔵

い
ぽ
と
り
地
球

延
命
地
蔵
な
ど

い
ろ
い
ろ

な
お
地
必
様
が
あ
り
ま
す

。

-

野
津
田

の
地
蔵

石
阪
H
円
キ
の
長
引
「

の 公
学歴
r:日 L

J&: ~ と
就ら

そ
の
い
と
こ
、
寸
思
孝
」

f
f
j
 

t
-Tl 
二
人
の
舟
に
よ
り
建
て
ら

れ
た
地
蔵
で
す
。

「
未
七
月
吉
日

石
阪
忠
孝
町
、
公

服
舟
」
と
き
ざ
ま
れ
て
い
ま
す
。

H
Mn
r町
・
正

&
」一
一H
'
'
a
，

円
円
孝
の
t
f本
と

養
子

先
の
目
家
の

ま
ん
山
中に
た

っ
て
い
ま

す
。

L 、

わ

59 -

JL山の地蔵



-
道
祖
神

ふ
っ
、
7

に
は

「
旅
の
安
全
を
守
る

お
ま

し
ま
し
た
カf

f也

lf 途
弓 中
悪?で

道祖神

神
」
と
い
わ
れ

旅
の
前

の!蒐z
繁日 を
栄五
をさ
守え
るさ
や1 ' る
L 'llll 

な」

ど
。〉

l味
が

と
か
、
「
山
伝
家

あ

村
の
入
り

口
あ
た
リ

に
置
か

れ
ま
し
た
。

悪
い
病
気
の
神
様
な
と

が

村
に
入
ら
な
い
よ
う
に

村
は

ず
れ
に
た
て
ら
れ
た
そ
う
で
す

。

月 1)
名

家
の
神

こ
う
し
ん
と
う

・
庚
申
塔

庚

と
昔(ま
♂) , 
暦ヱ か
(1)♂〉

飢え

みさ
/j る
で L

すと
o b 

読
ん
で

、

、

」
の
日

の
夜
、
人

間
の
頭
‘
腹

足
に
住
む
三
匹
の
虫
が

ょう Lん 主事

lJt申 I菩

る

問
に
ぬ
け
出
し
て

天
の
神
般
に

そ
の
人
の
罪
を

報
告
す
る
と
い
う
言

い
伝
え
が
あ
り

ま
す

。

の
日

は

一
晩
中
限
ら
ず
に

り
し
た
り

ご
ち
そ
う
を

食
べ
た
り

一

が
あ
る
の
で

こ
こ
に
は
、
「
か
ぜ
の
神
線
」
が
、
ま
つ
ら
れ
て
い
て
か
ぜ

を
ひ
く
と
、
湯

の
み
に
お
茶
を
人
れ
て

お
ま
い
り
に
く
る
そ
、

7

で
す

。

〈
小
野
路
一
里
塚
〉

小野路の~1l'.塚

2
a

l
 

江
戸
時
伏
に
は
神

社
や
お
守
ま
い
リ
が
椛
ん
に
な
り
始
め
ま
し
た

。

そ

t
n

り

こ
で
大
山
の
阿
夫
利
仲
村

へ
の
お
ま
い
り
を
す
る
人
も
多
く
な
り

か
バ

Y
奇

低
道
も
に
さ
や
か
に
な
っ
て

、

だ
ん
だ
ん
怒
備
さ
れ
ま
し
た

。

q
A町

一
貝
塚
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た

。

z
j
 

f

t

ノ

J
川
μ

(約
四
キ

ロ
メ
ー
ト
ル

rrn 

右
の
写
真

-・・・・E

し
て
起
き
て
い
た
そ
う
で
す

。

こ

の
地
蔵
を
お
桁
リ
す
る
と

ー
伎
が
つ
い
て
い
る
石

長
生
き
が

で
き
た
り
、
病
気
が
治
っ
た
り
し
た
そ
う
で
す

。

終
」
で
見
分
け
ら
れ
ま
す

。

-

馬
頭
観
音

ィ上
戸

11寺
(¥ 
(1) 

ろ
j51 か
11[17 iιぅ 句

飼
っ
て
い
る

民
民
や

ょ
ん
リmH
い
を
す
る
人

な
と
の
人
に

よ
リ
信

仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

-
こ
う
せ
ん
塚

小
野
路
の
ム
口
部
落
と
い
う
所
に

ん
塚
は

コ
ウ
セ
ン
パ
と
ら
一
己
わ
れ
、

(
ト
入
交
を
前
、
っ
て

、

粉

.1:1二
日

コ
ガ
ン

に
し
た
も
の

に
む
せ
て

死
ん
た

お
ば
あ
さ
ん
が
い
た
か
ら
と
か

た

こ

の
場
所
に
は
関
所
が
あ
り

川
河
苛
1

邑
せ

ι

ま

l

J

1

J

J

(

 

そ
れ
が
な
ま

っ

て
コ
ウ
セ
ン
パ
に
な

っ
た
の
だ
と
か

い
ろ
い
ろ
い
わ
九
て
い
ま
す

。

せ
き
に
関
係

ど
ち
ら
に
し
て
も

の

-60 

こ
う
せ
ん
塚
が
あ
り
ま
す

。

、
」
、7

せ

ま

は
そ
の

中

の
一

つ
で
す
。

他
の
配
出
の一里
郡
は
松
や
杉
等
が
他
え
て
あ
リ
ま
す
が
、

一
民
塚
に
は
阪
が
地
、
手
句
れ
て
い
ま
す
。

北
口
は
旅
人
の
一
時
の
い
こ
い
の

L

4

 

ま
た
そ

の
尖
で
一
時

の
飢
え
を

し
の
い
だ
と
も
い
わ

れ
て
い

場
で
あ
り

ま
す

。

〈小
野
路
城
跡
〉

小
野
路
の

城
山

と
い
う
所
が
あ
っ
て

あ
E

械
の
跡
が
あ
り

ま
す

。

現
在

は
天
王
様
と

一
百
っ
て
七
月

十

五
円

に
は

近
所
の
人
速
に
よ

っ

て
祭
リ
ご
と
が
行
わ
れ
て、

4

い
ま
す

。

近
く
の
人
達
は

、

蛇

を

退
治
し
た

村
校
だ
と
い

っ

l
 

p
h
v
 

て
い
ま
す
。

こ

の
事
に
つ
い

て
は
次
の
伝
設
が
あ
り

ま
す

。

‘
n
i
p
-
u
~

』

城
跡
に
二
つ
の
洞
が
あ

っ

た

の
を
一
ヶ

所
に
よ
せ
て

ま
つ

っ
た
と

こ
ろ
い
ろ
い
ろ

と
変
わ
っ

た
こ
と
が
お
こ
り
、

病
気
も
は
や
り

阿
っ
た
こ
と

が
あ
リ
ま
し
た

。

そ
こ
で
う

ら
な

っ
て
も
ら

っ
た
と
こ
ろ



< • 

生直己主

事じ つ
にの
い嗣:
くは
わ 蛇3
けの
が 神
な様
い た
と つ
考た
えそ

7 
で
す

て
み
る
と
、

こ
れ
を

一
緒
に
し
た
の
で
は

ま
た

別
に
し
た
そ
う
で
す

。

A寸
「打
つ

右
後
方
二
十
メ
ー
ト

ル
く
ら
い
は
な
れ
た
所
に

小
さ
な
嗣
が

-
小
町
井
戸

あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
蛇
の
神
様
な
の
で
し
ょ
う
。

万
松
寺
に
残
さ
れ
て
い
る
告
物
に
よ
る
と

一一一ー司圃.

小
野
小
町
の
伝
説
と
し
て

次
の
よ
う
な
話
が
し
る
さ
れ

て
い
ま
す
。

歌
人
で
あ
っ

た
小
野
小
町

が
悪
い
で
き
も
の
に
な
や
み

い
の

そ
の
た
め
に

神
仏
に
祈
り
、

千
日

こ
の
水
を

の
み

、

t先
'フ

た
末
に
な
お
り
ま
し
た
。

そ

の
後
、
三
人

の
子
が
で
き

皇
と
な
り

、

γ
v
，

、

，
J

4
巾
a

e
p

A
7
E
P
刈

a

凹

1
'
と

名
が
つ
き
ま
し
た
。

い
つ
の

同
引
か
ら
か
小
野
路
村
と
い
う

よ
う
に
な

り

ま
し
た

。

小
町
井
戸
は

111 
m 
氏

の
小
野
路
城
の
飲
料
水
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

、

ー
-
J
L

-
l
v
n
s
 

ノ

1

・

2

阿
川
市
小
肝
路
ん
札

〈
地
域
に
の
こ
さ
れ
た
古
い
建
物
〉

底
的

而
山
ヤ

ロμ'

A
U

E

3
 

屋
刷t

F
 

b
u

川
い

」
本

ノ

-

同
開
イ
で
す。

し

の
川
内は

ド
八
保
|
可

(
八

川

に
住
て
ら
れ
た

川
小
hr川
家
の

川
・
以は

l
l
 

八
メ
ー

ト
ル
奥
行

l

一
-

L
ハ
メ
l

ト

J

ト
ル
で
し

た ル
、
屋
根

の
J
H川
さ
十

茶
の
間
一
部
以
一

1 . 1 式
ド， I，. f， ι、

+λ ，. 11 

。〉

あ
るオ
ぶ1 モ
WJ:: テ

σ〉

II¥J 
そ
の
他

k
a叫
い
何

オ
ヘ
ヤ

l壬
-

、

i

、
一

本
ρ
A1

片
品ドy
}

メ

II¥J t 

j
u
f
 

l

i
lｭ

-
J
fp
 

カ
y

テ

ヵ

7
ド

、
ソ
初
出
な
ど
が
あ
リ
ま
し
た
。

引
L仕
の

し
か
し

l昭
和

)L 

建
物
に
た
て
か
え

ら

れ
ま
し
た

。

タト
か

るら
と J，L
ト て
段 L
(J) J.ヲ

11\1か
や り
j山ま
~.I. !; i せ

十 L' ん
はカぜ

中
に
人

付
け

の
ま

ま

の
こ

っ
て

い
ま
す
。

東予
P九

議z

こ 八ゃ 和ゎ
ぎ 十そ 固た

出ぃ 鳥主 の
で か は
ぬ け ら
とて

人t
あに
まは
のつ
釣~ ,t 
舟古 よ

IEE 
の 小ぉ
色Z
は
7 
つ

里子町
グ〉

け
り
な

い
た
づ
ら
に

み
よ

わ
が
身

世
に
ふ
る

な
が
め

せ
し
ま
に

-
H
u
b
A
小
十
民

l
J
j
's
 ル
必
川
池
公
川
間
内
)

-
H

中
火
.
l
L
u
n

l
1
13
2
3
 (
“
糸川
池
公
川
内

什
皇mn 

-62 

JL 
ij 

小
川
μ
路
に
あ
リ
ま
し
た

。

レ
ハ4
t
l
白
回
れ
+
」
号

ノ

j
E

4
4

(

J; (1 
IIS' if. 
(¥:: (, 
'I'i li勀 
tjji, I こ
の往

て
tミ ら

れ
た
も
の
で

家
の
よ
う
す
が

よ
く
わ
か
リ
ま
す

。

永井家

J~~~~ ).:.Z ~ 
で )1' \ が
板日 少
も主
あい
リ の
まで
せ
ん

竹
す
の
こ

の

任
が
あ
リ

家
の
小
は
附
く

丸
、
は

と
て
υ 

1長

か
〆o

fニ
~~!Z だ
立1 ろ

ト カイ

ノレ あ
ぐ り
ら 、 '1 '

雌i 為; ぃ !七三の
~I勺 川 の ;!-主主 II\ J
.tJk: ~{日紋え 1111 "" 

ヰみ がり受

す ん出
まに
し
た
。

7
と

川
中わ
れ
ま
す
。

』
l

川
川
司』
+
』
@

ー

l
l

民
家
の
形
式
の
中
で
J
U

、

4
，

b
ヲ
hz

M
M
ηκ
ν
H

『
位

i
川
い
迭
を
伐
し
て
い
ま
す

。

大
き
f
dm
比
一
本
で
す
。

63 -

り でで J ' 

物 、 す 1I.'j' J1' 
の 1;1 0 (¥:: lザ
自Îji; H{ タト;': A、土 '私
り の !叱 J\1i' は
を fγij.に
っ ljfi ~ 、 主主

け古lí 千コ て
た分 1;:1守 ら

lニグ) J.L 
は 人叶 た

/lレ|元
本 If， < .r, 
の JZ? の
同;: l リ 'ふ

家
に
比
べ

荻野家

jじ

は

愉
に
あ
り
ま
し
た

。
以

11'1 

か
や
ぶ
き
に

lJLIλ 主
総i つ
もて
あい
リま
す

111¥ 
H.'. ー
ら 自主

。〉
I'l . 
þ<私

物足
n、 ヘミ

(æ て

で
ふ
い
た

わ
れ
て
し、

ま
Jffc¥ ; す

lJ，~ ，: 

と
う
ら
に
は
・
杉
の
皮

、
，A
L
q

川
問
所が

、

突

き

川
て
い
ま
す

。



4 

神
社
と
お
寺

官1Iミ
深主 鶴
か)1 1 

つ til!
た区
よ lこ
うは
で 十
す以
。 上

。】

やl'
主1
や
お
jt 
が
あ

北
円
から
人
々

は
‘

日
出

く

、
盟
か
で
あ
っ
た

た
め

1.' 1' の
.fJ j也

や区
おは
Jjニ JlJ
カず ~Í' 

多 1:11
〈 向11
jE7 カず

ら f也
I.l σ】

た J也
(7) H 
でよ
しり
ょら

つ。 多

ー一ーーーー・司圃.. 

〈千
手
院
〉

れ
，

l

山

の
パ
ス
併

の
す
ぐ

近
く

に
あ
る
の
が

千
予
院
と

一
日
わ
れ

lこ寸 る
が'i~ 千 お
め子 11
り 観i で
i.L青T す
て L 0 

いが 下
ま本の
ム 刊~

'l l-". 二一
。 メι

~ 

写村
1'r っ
)た

千
の
子
で

苦
し
ん
で
い
る

人

を々
しゃ
て 7t
t 、し

るん
人で
々い

をる
十文? 人
つ 々

てゃ
あ1!;'J
(t 気

る

制
限tけ
さ
ま
で
す

。

'
l
;
J
I
 

l

-

-

1
J
 

4
J
H
i
4
l'
 

そに
I.l、こ

まむ: の
で íJ:i.j! i-:> 
旋あ と 'j 

i.l~、は

はう
てお
て J)j
t 、さ

たん
おカず

を
、
析
し
く
往
て

位
し
た

(
内
興
)

と
一
百
わ
れ
て
い
ま
す

。

ま
た

こ

の
お
土ー
か
ら
「
板
仰
」

ら
い
h

fH

年
ほ
ど
山

H
I
J
N
'
r
、

二

H
H
l

小
町
神
打

は
い
つ
ご
ろ
往
て
ら
れ
た
か
は
っ
き
リ
し
ま
せ
ん
が

に
泣
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

ハ
わ
れ

ノ、

か

小
野
川
町
を
山
l

る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

て
い
ま
す

。

こ
の
仲
村

を
ル
即
日
心
に
お
が
む

と
「
勉
岐
が
で
き
る
」

L
Y
-
U
川
r
v

寸
勉
強
の
仙
押
さ
ま
」

k 千ら
IWI .f.;,c (工i.l
[こ J.';- .. i1 
L也z をて
ごくい
っく ま
ニりす
やぬ 。

なけ
jコる
レ r

び 、

r 
J 
U 

が
で
き
そ
う
な
・仏
場
が
あ
り
ま

然
り
の
け

は

L
I
f-

ｭ

j

j

|
 

で

そ
の
け

の
近
く
の

U
W
U

に
'
れ
わ
れ
て
い
ま
す
。

T

人
以

ト

の
人
々

が
い
れ
小
リ
に
参
加
し

お
は
や
し
ら
'
れ
わ
れ

い
ん
凶FU
J
U

-
-

山
て
大
変
に
ぎ
や
か
で
す

。

お
み
こ
し
は

大
人
川

の
大

き
い
物
と
U

ど
も

川
の
小
さ
い

広
場
の
ん

に

あ 物
ると
住宅三
物品 つ
にあ
布Ji~ リ
め
り

i.l 
て

ま
す

、

川
年
前

に
店
ら
れ
た
新
し
い
物
で

こ
の
仲
村

は

小
帆
川氏
の
M
M
川
小
山

た
か
む
ら
を
ま
つ

っ
て
い
る
と

ハ
わ
れ
て
い
ま
す

。

ー圃園町一

よ
え

'
t
a
m
p

と

呼
ば
れ
る
板
に
捕
か
れ
た
阿
弥
陀
さ
ま
が

Hr，の
ff、 '1'
11寺か
ft ら
)発

}~ 
さ

れ
ま

し
た
。

造

ら
れ
た
の
は
、
十H
く
て

千
三
行
年

ご
ろ
で

々小
の 野
仏司 ß

教~ f* 
lこ子f
M I生|
すの
る 哀
信土 か
(f[J i ら
のも

さく
がつ
うか
か 11;

.!,t 
わさ
れi.L
まて
すい
。 ま

す

中l

附

の
人

本
年
か
ら

山
に
向
か

っ
て
ぶ
だ
ん
を
ハV
る
と
奥
の
院
が
見
え
ま
す
。

奥

41
4hn' 

川
1

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
似

の
税
庁
さ
ま
が
あ
リ
ま
す
。

の
院
の
巾
'に
は

〆目

干干 院の板同'

64 

工-

同
信

己
手

"
J
Y
凡
υ

、

十

月

A 

E 

〈
小
野
(
路
)
神
社
〉

小
町
路
の
一
仰と
大
山
街
近

の
ぶ
つ
か
っ
た
近
く
に

:
l
h

|

ず
〉

l

，
A
1恥
主
L
P
-
T
カ

+
d
r
，

ま
す
O

T
n反
川
の
方
か
ら
信
号
機
か
ら

一
十

メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
人

っ

た
大

山
街
近
ぞ
い
の
右
側
に
あ
リ
ま
す

。

イl
だ
ん

'1- 1::. を

ぜ
る
と

の
，川
に
γ引
で

ド
〈
造
ら
れ
た
、

宇
4
F

こ

一

匹
の

「
こ

榊
ま
犬
」
が
あ

刑
り
ま
す。

こ

小

ま
犬
が
M
川
相

を

汀

る
「
守

叫
，

M
門
」
な
σ〉

で
し
ょ
う
。

F、
d

Fh
u
 

こ
ま
犬
の

「
こ
ま
」
は
、
汁
の
制
約
の
こ
と
で

川
判
制
引
の
犬
の

、
」
と
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
か
ら
川

rh
H
F
Eh川
'
a

山
川H

出
火
パ
叫k
j

ト
L

u
-
-
H
I
 
に
こ
の
川
村

か
ら
持
っ
て
い
か

れ
た
つ
り
川
仰
が
神
奈
川
引
の
川
一
，
l

出

に
あ
り
ま
す

。

小
肝
神
H
刊
に
返
し
て

く
れ
な
い
の
で
同
じ
つ
り
鈍
を
ま
た
つ
く
リ
ま
し
た

。

〈
万
松
寺
〉

小
肝
神
H
刊
の
す
ぐ
近
く
の
道
を

山
に
向
か
っ
て
小
さ
主
道
が
あ
り
ま
す

。

円
A

L
側
に

益
出竹
が
た
く
さ
ん
午
、
ぇ.
大

き
主
役
~
'
ノ
ホ
が
数
料
ホ
ツ
ン
ホ
ツ
ン

と
あ
リ

そ
の
泊
の
奥
が
U
M
松
子
で
す
。

小
町
仲
村

か
ら
歩
い
て

Ji 
分

ぐ
ら
い
の

刈
に
あ
リ
ま
す

。



Fup 

こ
の
お
占
は

At
か
ら

百
年
ほ
ど

，

川
に
建
て
ら
れ
た
の

}ç;， で

変J は
山 主
L 、 L 、

もか
のと
で三
すわ
。 J.t

て
L 、

る

、
，

f
t
)
j
i

l
-
-

(
i
l
--

7

l
q

f

こ

H

万松寺

てお li喧 し
111 ，: 父守子て
f?ι さがし、
なん~~;'J:::ま
ど、しし

におくたこ
砂~ "}:な 。 の
りさっ ilili~ お
H んた Im~。 寸
むとのとに品
こ iJ IJl: では ifoJiそ 川
とf. t 、 11トI~，、 の

、
，
:

，
、

A
，

J
J
川
1
《
H

で
す
。

も
ち
ろ
ん

そ

こ
で
勉

強
ち
し
た
の
で
す
。

昭
和

←十
年
の
γH
川

J.!~ 

の
全
し
ゅ
う
の
川

に

こ

の
が

松
a
寸
J
U

ア
メ
リ
カ
の
飛
行
機
B

全
部
焼
か
れ
た
そ
う
で
す
。

お

(7) 

j三今

物4
や 29

い Iît
木尖い
や J;lj í. ~， 

庭 を
の Tfi.
f1i i と
σ〉さ

木れ
なほ
ど Lt

J
U

焼
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

。

妊
に
は

焼
か
れ
て
し
ま
っ

た
こ
と
を
今
で
も
白
戦
さ
ん
は
伐
念
が
っ
て
い
ま
す
。σ〉

木
が
あ
り
ま
す
。

寸
カ
ヤ
」
(
イ
チ
イ
利
)

ト
Aさ
で

三
百
司
U
l
J
U
た
っ
た
ん
木
で
す
。

大
人

一
今
人
が
干
を
つ
な
い
で

L

川
リ
き
れ

な
い
ほ
ど

の

『一ー『唱司-

げ

ζ

ん
い
ん

〈
華
厳
院
〉

別
法
川
中
山
咋
のT
M
川

。
，

a
n

年
に
卜

の
川
町の
作
日
神
社
、
本

一

-
7
・

村
の
宇
山
林
H
官

、

投
木
の
伊
勢

神
社

川
島
乃

H
J
t
'
H
ー

を

T

l
'
u
d

作
w
v
t
L
P
-T
4
L
メ
ー

わ
せ
て

新
し
く
町
沖
川
神
社

と

H
刊
%
を
変
、
え
た
の
で
す

。

川
小
リ
の日
は

L
I
-
-
J
 

ノ

j
1

" で

'
h民et
Hよ
り
μ
H

大
変
に
ぎ

や
-Hr.か
ので
/1 す
rWI 

lま

μ比
仙
怖の森

の
八
日

に
主

っ
て
お
り

木
ノ?

が
た
く
さ
ん
し
げ

っ
て

' B,t l
'y 

に
め
く
ま
れ
て
い
ま
す

。

こ
の
仲
村

か
ら

的
崎
川
第

小
中
校
る
ど
が
川
んえ

な
が
め

ら
す
ば
り
し
い
も
の
で
す

。

約
一
h

メ
ー

ト

ル
ほ
ど
の
所
に

品
千u倣
院
と
い

7

お
t
J

が
"
と
泌
街
道
ぞ
い
に
あ
リ
ま
す。

わ
た
ん
を
登

っ
て
門
を
く
ぐ
る
シ

い
ま
す
。

弘
法
大
師
は

A
L問
符
地
を
旅
し

-

1
1

、

右
側
に
弘
法
大
川
の
仙
怖が
立
っ
て

慌
を
か
け
た
り

井
戸
を

r 、

て
ILF 坂
}I~i い を
に登
ノ、る
ると
メ1
f!!IJ 

こ
の
大
木
は

悦
け
ず
に

無
事
残
り
ま
し
た
。

L
6

弓
‘

そ
の
時
に
落
と
さ
れ
た
焼
夷

ど
-土
蔵
め
か

べ
に

伴
の
あ
と
が

く
っ
き
り
と
伐
っ
て

い
ま
す
。

十
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
ぐ
ら
い
の

と
穴
が
三
つ
つ

い
て
い
ま
す

。

>+tu 

品
川
の
子
ど
も
迭
は

全
国
口
同

無
事
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

〈
野
津
田
神
社
〉

-66 -

川
中
人
口

の
パ
ス
停
の
信
号

を
薬
師
池
方
向
に
山

っ
て

紙

を
わ
た
リ

行
メ
ー

ト

ル
ほ
ど

歩
く

と
薬

師
が
行
人
μ

の
別
か

れ
道
が
あ
リ
ま
す

。

右
に
曲
つ

肝
津
川
神
H
甘
が
右
側
に
け
んえ
ま
す

。見
ぎ
る
、
言
わ
ぎ
る

カず

(:! 
』っ

f.L 
て
も、 "
る光
lJtで で

1/ 1 ， 千l
H3i 名
カずな

あ 三
リざ
まる
す
。

聞
か
ざ
る
)

h品
川
を
く
ぐ

り
ぬ
け
る
と

広
場
が
あ
り

川
川
出
夕
刊
本
h

選
に
桁
之
さ
れ
れ
人

の
人
け

が
あ
り
ま
す
。

、

」
の
肝
市
川
神H
甘
は

じ
ι
リ

Y
J

こ

4
'
'

H
H
，

寸
ノ
'
ト

氏
枯
刊の
森
へ

ト
U
く
は

r
A村
川
神
と

昆
っ
た
が

日
付
ム
t

v

d
e

A

H

話

E

イ

l¥ll11 

っ

た

人
た々
くの
さ阪!
んい
のを
{云f か
説1 な

え
て
あ
げ

Ji1t払を
t.. .l';'l:~ 'ì.長

，I~:; L 
(7) 1.こ
友人
に物
はで
」 す
fJh 。

阪z
(7) 

が
あ
り

白
山
に
鈍
を
つ

〈

、
」と
が
で
き
ま
す
。

闘
い
こ

と
を
と
な
、
え
て

鐙
を
つ
く
と

願
い
ご
と
が
か
な
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん

。

他
に
も

的
川
地
区
に
は

飢
泉
寺

• 67 

来
光
J
寸

浅
間
神
社

な
ど

十
以
止
の
神
社
や
お
寺
が

大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
の
で

す

弘法大山l i r匙

よ乍



5 

み
ん
な
の
し
せ

っ

小
軒
路

野
津
川

の
周
辺
に
は

川

の
人

が
く
ら
し
や
す
く
す
る
た
め

の
い
ろ
い
ろ
な
胞
設
が
あ
リ
ま
す
。

①
鶴
川
市
民
セ
ン
タ
ー

鶴
川
保
健
相
談
所

こ
の
セ
ン
タ
ー
は

/I({ 
ね1

iF-

に
で
き

ホ
ー
ル

・

会
泌
{
十
な
ど
を

備
え
た
地
域
文
化
セ
ン
タ
ー
で
す

。

ま
た
、
支
所
と
し
て
の
役
刻

J
U

、

米
た
し
て
い
ま
す

。

保
健
相
談
所
で
は

川

の
人
の
山
地

山械
の
た
め
に

f

防
υ

射
や

診
断
が

行
わ
れ
て
い
ま
す

。

②
鶴
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

川
川
山
内
に
日

む

，ト

以

の
十H
fd
ら

訴
で
も
利
川
で
き
る
恕
い

の
場
で
す
。

送
迎
パ
ス

ー
長
寿H
可
」

J
U

巡
川
し
て
い
ま
す

。

鶴川市民セ ンター

l゚l 
I,j( 

⑥
公
園

学
区

の
い
ろ
い
ろ
主
所
に
公
国
が
あ
り
、

ぎ
の
場
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。

市
の
管
型
す
る

児
童
公
附
と
し
て
は

住
ん
で
い
る
人
に
、

く
つ
ろ

綾
部
児
蛍
公
悶
・

九
山
児
屯
公
附

・

肝
冷
川
野
丸
川
ん
市
公
川
附な
ど
が

あ

り
ま
す

。

-
町
田
市
立
薬
師
池
公
園

薬
師
池
を
中
心
と
し
た

十Yl
J1. 
は
イと

{Iii -; か
な
u 
お
fす

わ
れ
た
公
|剖
で
す
。

:J�i.i 
(:lli {ト

lま

の
哀
を
登
る
と
、
じ
国
111 
!1) 

vじ

|主l

f=1 

?!, f占
化J: (.i 
ヘキ!
と来
J出カイ

じ 4と
まし
すめ
。 ま

す

梅
や
山
般
が
咲
き

薬師池

③
鶴
川
郵
便
局

明
ム
口
氏
半
こ

i

i

'
i

l

 小
野
路
郵
便
局
と
し

て

開
局
し

附
和
十
二
年
に
大
蔵
へ
移

転
し
て

寸
飢
川
郵
州
出
い
川
」
と
な
リ
ま
し

た
。

引
夜
の
場
所
に
、
凶
作
っ
た
の
は
、

附
和
凹

十
一八
年
の
こ
と
で
す
。

一
一万
五

千
世
帯
の
郵
便
を

と
り
扱
っ
て
い
ま

す
④
小
野
路
浄
水
場

111) 

111 
市
は

水
源
に
乏
し
く

の
水
の
約
九
Jl
凹
パ
ー
セ

ン
ト
は

利
般

)11 

多
摩
川
の
水
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

.h守
::l~ ic 
!I.l 1 こ
の 平 11
i:iJ J ~ .fU 
jlシ}l 1
í~(1- か
水 ら
.tþj と

Lっ

fiíí~: h 
lJ，x'た
1"\~1 ノlく
n:ーは
ホ

ン
プ
所
な
ど
を
泊
っ
て
小
野
路
浄
水
場

へ
送
ら
れ
て
き
ま
す

。

こ
こ
で
、

い
に
な

っ
た
水
は
、

小
川
判
路
・
野
沖
凶

山
騰の
ムu
・
山
崎
・

忠
川1
H

r向
に
送
ら

れ
ま
七

H

に
約
三
万
・
止
ん
j
l

ト
ル

で
こ
れ
は

川
川
全
体
の
約
-
二十
パ
l

セ
ン
ト
に
あ
た
り
ま
す

。

-
町
田
り
す
園

山
氏
が
小
動
物
と
触

h 
あり
えす
る|叫
恕ニは

!1) 

I品
と
し
て

年
1

4

川

に
“
け
ら
れ
ま
し
た

。

こ

の
リ
ス
は

タ
イ
ワ
ン
リ
ス
で

伊

以
の
大
ね
か
ら
込
ら
れ
て
き
た
む
の

で
す
。

ま
た

、
防
弐
を

持
つ
人
達
が

働
い
て
H
官
会
参
加
す
る
と
い
う

H

的

JU
、
合
わ
せ

持
っ

た
施
設
で
も
あ
り

ま
す
。

⑦
町
田
市
立
自
由
民
権
資

料
館

一
八
八

C
年
代

に

川
川
を

小

心

シ
」
1
レ
デ
白
、

多
山
町
・

M仰
向
八
小
川
山
内
に

広
ま
っ
た
、
aH

山

日
比
作一
必M
M関
係
の

む
の
を

集
め
た

資
料
館

で
す
。

子
紙
・
本
-

V
7
H(相
川・
当
時

の
新
聞

純
計
叫
・

ま
た

以
柏
'
rか
の
使

っ
て
い
た

物
も
ど
を
集
め
、
以
ぶ
し
て
い
ま
す

全
川
で
J
U

白

山
以
椛
に
閲
す
る

資

料
館
と
い
う

の
は

う
で
す

。

ノlく
j且

~ 68 

主島川郵便 J~j

き
i.L 

小野1I1干の浄水場

? 

」

Q
d
 

ph
v
 

まちだリス |査l自 由民権資料館• 
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年
中
行
事

〈
年
末
・
年
始
〉

ニ
乃

Z
P

1

こ
ま
、

a

F
4
0
7
ザ
，
r
'

l.
，
L

ど
こ
の
家
で
L

、
大
そ
う
じ
を
し
、

お
か
ざ
リ
を

つ

け
て
、
新
し
い
年
を
む
か
え
ま
す。
ま
た

お
正
月
に
は
切

っ
て
ら
切
れ

な
い
食
べ
物
と
し
て
、

お
L

ち
が
あ
リ
ま
す
。

北
口
は
、
う
す
と
き
ね
で
、

ぺ
Y
7

ン
コ

ぺ
y

タ
ン

コ
と

つ
い
て

い
た
そ
う
で
す
が
、
今
で
は

、

き
か

い
で
つ
い
て
い
る
家
が
多
く
な
り
ま
し
た。
ま
た

自
分
の
{4
4で
っ
か
主

い
で

店
で
氏
、
ヲ
{
本
が
ふ
、
ぇ

て
き
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
ら
ま
だ

そ
れ
ぞ
れ
の

家
で
ら
ち
つ
き
を
す
る
風
習
が
多くの
こ
っ
て
い

る

地
域
と

一
一
高
え
ま
す

。

お
正
月
に
は

小
町
神
社
や
野
津
川
神
社へ

く
み
ら
れ
ま
す

。

こ
の
お
正
月

に
は

お
み
き
が
ふ
る
ま
わ
れ
た
り

は
や
し
の
た
た
き
始
め
が
あっ
た
り
し
て
、

け
つ

こ
う
に
ぎ
わ
い
を
み
せ

て
い
ま
す

。

1
1
平
』
巾
;

工

川
主
4
T
B
全
1

野
津
町
村
松
と
ら

わ
た
し
た
ち

の
生
活
の
中

に

L
1
0
γ
a

“
“
 

除
夜
の
鐘
と
と
ら
に
、

{オ〈

根
づ
い
て
い
ま
す
。

現
在
で
L

夜
中

初
ま
い
リ

を
す
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

一〈

ほ
う

五

穀
豊
じ
よ
う
(
米
・
麦
・
あ
わ

・
き
び

・
豆
が
盟
か
に
実
る
よ
う
に

か
る
い

あ
'
A
ぜ
A

と
家
内
安
全
・

交
通
安
全
な
ど
を
お
ね
が
い
す
る
た
めです
。

情
ん

〈
お
盆
〉

つ
く
リ
ま
す

。

タ
ブj
(;t 
家
の
[JIJ 

で
火
を
た
い な
てす
お や
鋭校き
香えゆ
をう
あ り
げ で
ま.!唱
すや

仏 を

八
月
1

三
日
は
お
設

の
迎
え
日

で
す
。

様
は
こ
の
馬
や
牛
に
の

っ
て

け
む
り
と
い

っ
し
ょ
に

・気
に
帰

っ
て
来
る

リ
A
F

，
，

さ
さ
竹
を
金
剛

と
い
わ
れ
て
い
ま
す

。

そ
の
ほ
か
カ
ヤ
で
数
物
を
あ
み

の
四
す
み
に
立
て
て
、
柿
、

さ
つ
ま
い
も
な
ど
を
お
供
え

菜
、
あ
ず
き

し
ま
す
。

竹
に
は
赤
い
ほ
う
ず
さ

主
ど
を
さ
さ
げ
て
お

飾
り
を
し
ま
す

。

十
四
日

十
五
日
は
仏
様
を
こ
の
世
の
人
が
ら
て
な
す
H

で
す
。

お
品

E 止

は
民
家
に
と

っ
て
は
お
正
月
と
同
じ
よ
う
に
最
大
の

休
養
日

で
す
。

~:!}j 
か

句

ぽ
た
む
ち
ゃ

ご
ぼ
う
な
ど
で
煮

こ
ん
に
ゃ
く

坐
い
L

人

参

し
め
を
作
っ
た
り
、
又
、
小
麦
粉
で
泊
ま
ん
じ
ゅ
う
を

つ
く
り
ご
ち
そ
う
を

つ
〆\
n

，
キ
ゆ
十
ヲ

。

お
円
笠
頃
か
ら
親
せ
き
の
人
々
が
集
ま
りよ
ら

山

話
に
花

と
f d 

え
をを
nn し
して
たく
リれ
もま
しす
ま ド!?
すお
内陀
で 2f
盟17
Ú:: U ハU
-"-rJ. -h< 

E雨E L

I を
盆お

を
咲
か
せ
ま
す

。

そ
し
て

E雨
十
六
日

は
仏
糠
が
れ
叩
る日
で
す

。

朝
送
り
火
を

た
い
て

お
と
う
ば
や
線
香
を
持

っ

て
お
慕
に
行

っ

て
お
送
り
し
ま
す

。

な
す
や
き
ゅ
う
り
で
作

つ

た
馬
や
牛
な
ど
は

家
の
前
や
四
つ
角
な
ど

の

安
全
な
場
所
に
お
き
ま
す

。

小
野
路
地
区
で
は

十
五
日

の
夜
に

し
か
し

送
り
火
を
し
ま
す
。

〈
ど
ん
ど
焼き

(
さ
い
の
神
)
〉

お
J
H
川

の
お
飾
リ
や
門
松
を
、
そ
ま
つ
に
し
な
い
よ
う
に
十
四
日
に

猷

そ
仁

A

m
M川
の
所
に
集
め
て
ど
ん
ど

焼
き
を
し
ま
す
。

ニ
ワ
ト
コ
の
校
を
切
り
三

i
r
'

3
F

、

ー
一
-

本
束
ね
て
依

の
か
わ

リ
に
州
跡
に
上
げ
た
り
、
又
、
竹
の
先
を
数
本
に
剖
リ

そ
れ
に
ニ
ワ

ト
コ

の
伎
を
き
し
て

似
み
J
げ
た
恥
舶
の
上
に
娃
て
ま
す

。

前
一
川
山
ル
、

4
4
 袋
、
ひ
、
え
の
松
が
た
れ干
が
る
科
、
出
比作
で
あ
る
よ
う
に

折
り

を

こ
め
て

辻
を
つ
く
り
ま
す
。

f

ど
J
U述
JU
お
飾
リ
や
お
札
を
集
め
ま
す
。

米
の

紛
で
ま
ゆ
五
同
，
小
を
作
り
、

三
つ
又
の
酷
の木
に
紅
白
の
丸
団
子
を

ま
リ
ま
す

。

さ
し
た
J
U

の
を
持
っ
て
.

寒
い
夜
空
に
天
高
く

舞
、7
火
に

夕
方
に
な
る
と
集

il あ
た
る
と

一
年
間
病
気
に
も
ら
な
い
と
い
わ

又
焼
い
た
凶
γ
Tを
た
べ
る
と
動
作
を
引

-70 -

か
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

了
ど
も
述
は

晶
一日
引u初
め
を
焼
き
、

品
川
が
十

注
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す。

天
」
日
川
く

舞
い
上
が
れ
ば
字

山
花
+
'
『』

f
l
l
 

く

い
俸
を
家
の
人
口
に
立
て
る
と

悪
い
病

い
ま
す

。

れ
や
ど
ろ
ぽ
う
よ
け
に
な
る
と
ら
い
わ
れ
て

川
イ
は
ま
ゆ

同
下
と
い

っ
て

よ
い
ま
ゆ

が
と
れ
る
よ
、
7

に
と
い
う

、
」と
で

村
仰
に

す
。

ら

小
さ
な
校
に
き
し
て
上
げ
る
家
b

あ
り
ま

〈
お
地
ぞ
う
さ
ま
の
お
ま
つ
り
〉

野
作
山

の
袋
橋
の
近
く
に
六
地
ぞ
う
さ
ま
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
近
く
に

-
」
の
子
育
て
地
ぞ
う

僻
仰の
お
祭
り

の
u

は

赤
ち
ゃ
ん
に
お
ち
ち
を
あ
げ
て
い
る

「
打
て
地
ぞ
う

絞
が
あ
り
ま
す
。

十
月
二
十
三

日

で
す

。

こ

の
H

は

地
い
き
の

人
た
ち
が
集
ま

っ
て

お
だ
ん
ご
を
お
そ
な
え

し
念
仏
を
と
な
え
ま
す

。

ま
た

お
ま
い
り
し
た

包
き
は
λ

お
赤
飯
や

人
た
ち
に

お
そ
な
え
物
を
く
ば

っ

弓
，a

子そだて地蔵

だ

食

" た

し
て
楽

た
リ
も
し
ま
す

。

“
E
L

ヰ

叩
引
衆
が
飲
ん

依ー

は

し

く

す
ご
し
ま
す

。

北
日
は
万
才
や
孫
話

を
や
っ

て
に
ぎ
や
か
だ

っ
た
そ
う
で
す

。

も

集月
ま σコ
つ お
てひ
念E が
仏主 ん
をに

と
な
え
ま
す

。
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〈
野
津田
神
社
の
お
ま
つ
り

〉

お
ま
つ
り
の
日
は

八
月

二
十
七
日
で
す
。
今
で
は

お
つ
と
め
を
し

て
い
る
人
が

ふ
え
た
た
め

、

八
月

末
の
日
ょ
う
日

と
い
う

こ
と
に
な

っ

て
い
ま
す

。

年
番
(
そ
の
年
の
当
番

に
あ
た
っ
た

町
内
の
人
た
ち
を

中
心
に

ま
つ
り
の
計
画
を
た
て
て
、
実
行
に
う
っ
す
の
で
す
。

「
田
中
・

ぬ
く
沢
」
「
あ
や
べ
・

袋
」
「
川
島
」「
丸
山
・

本
村
L
J
北
木
」

の
五
つ
の
町
内
が
あ
る
の
で
五
年
に

一
度
、
年
帯
が
ま
わ
っ
て
く
る
こ
と

に
な
り
ま
す

。

の
ぼ
り
が
た
て
ら
れ

お
は
や
し

が
き
、
」
え

に
ぎ
や
か
に
秋
ま
つ
り

が
始
ま
り
ま
す

。

夜
は
、
夜
店
が
な
ら
び

-
J
Y』
J
U

た
ち
の
楽
し
そ
う

な
す
が
た
が
凡
ら

れ
ま
す

。

年
に
よ

っ

て
、
歌
や
し
ぱ
い
や

そ
の

他
い
ろ
い
ろ
な
も
よ
お
し
物
が

考
え
ら
れ

一
だ
ん
と
お
ま
つ
り
を

も
り
た
て
て
い
ま
す

。

〈
小
野
神
社
の
お
ま
つ
り
〉

「
野
津
田
神
社
の
お
ま
つ
り
」

四
年
生
の
作
文
か
ら

夕
方
に
主
る
と

外
の
方
か
ら
た
い
こ
や
笛
の
音
が
ひ
び
い
て
き
ま
し

た
。

私
た
ち
は
、
家
を
出
て
野
津
間
神
社
へ
行

っ
た
。

い
と
こ
の
お
ば
さ

お

ん
や
私
の
お
母
さ
ん
が
、
「
先
にぶ
た
い
で
げ
き
を
や
っ

て
い
る
か
ら
見

て
行
こ
う
よ

U
と

言
っ
た
。

上
に
篭
っ

て
行
く
と
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
が
ご

ざ
の
上
に
す
わ

っ
て
し
ん
け
ん
な
顔

で
げ
き
を
見
て
い
た
。

少
し
し
て
夜

店
の
方
へ
行
っ
た
。

ヨ
ー
ヨ
ー
や

く
じ
ぴ
き
、

た
こ
や

き

水
あ
め
な

ど
い
ろ
い
ろ
売
っ
て

-72 -

い
ま
し
た
。

わ
た
し
は

ヨ

ヨ

を

切
れ
な
い
よ
う
ど
き
ど
き
し
な
が

ら
と

っ
た

。

ニ
っ
ち
と
れ
た
。

た
こ
や
き
は
二
つ
口
っ
た

。

つ

は

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

そ
の
後

-
川

主
を
お
さ
い
せ
ん

ば
こ
に
入
れ
て
勉
強
が
よ
く
で
き
る

よ
う
に
お
ね
が
い
し
た

。

お
ね
が
い

が
か
な
う
と
い
い
な
あ
と
思
っ
た

。

小
野
神
社
で
は

九
日
卜

三

日
が
お
ま
つ
り
で
す
。
た
く
さ
ん
の
人
が

集
ま
り
お
み
こ
し
を
か
つ
い
だ
り

政
世
店
が
山
山
て
に
ぎやか
な
の
は

十

祭
っ

て
あ
る
林
様
に
感
謝
し
た

地
域
の
人
々
の
安
全
や
虫作
を
祈
る

一
帯
大
事
な
仰
が
黙
の
式
は
、

三
H

よ
リ
後
の
H

ょ
う

日

で
す
。

た
だ

九
月
十
三
日

に
行

っ
て
い
ま
す

。

A
7
ι

守

}

を

氏
子
と

一高
い
ま
す
。

こ
の
料
相
を
然
り

守
っ

て
い
く
家
々

小
肝
路
町
に
は

約
三
百
戸
の
氏
子
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
氏
子
を

三
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
小
野
神
社
の
祭
り
を
交
た
い
で
う

川崎市

2 1pト丈
け
も
っ
て
い
ま
す
。

お
み
こ
し
は

H円
ム
口

H

、

I

イ
六
年
に
作
ら
れ
た
も

の
が
あ
り
ま
し
た
が
古

一 73

く
な
っ
て

昭
和
に
な
っ

て
ほ
と
ん
ど
か
つ
が
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た

。

そ
こ
で
、
氏
子
や

地
区

の
人
々
が
お
金
を
出
し

メぷ、
p 

L 、

昭
和
六
十
年

副R
M

伝
守

今
の
お
み
こ
し
を

作

つ

た
の
で
す

。

• iï r.\I ~ n 

• 小開rJtv

こ
の
崎
、

子
ど
も
み

おみζ しを

かついだ所

'
」1」
J
り

い
っ

し
ょ
に
作

ら
れ
た
の
で
す
。
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民
話

伝
説

7 
〈
身
近
か
な
生
き
物
〉

昔
、
鶴
川
に
は

山
や
野
田
町
な
ど
が
多
か
っ

た
の
で

む
じ
な
(
タ
ヌ

キ
)
、
キ
ツネ

コ
ロ

ス
ケ

(
ふ
く
ろ
う
)
、
イ
タ
チ
な
ど
が
た
く
さ
ん
い
ま

し
た
。

こ
れ
ら
の
動
物
が
、
人
々

の
生
活
と
深
い
か
か
わ
リ
を
も

っ
て
い

て
、
民
話
に
多
く
登
場
し
ま
す
。

む
じ
な

(rr τ マ~\
\...0し'--'.../~ .J' 

いね
同
月
契C
寺
小
品
炉
』

西
か

ら
あ
げ
て

。

ホ
ト
ン
と

山

に
洛
と
す

。

〈
き
つ
ね
の
ち
ょ
う
ち
ん
〉

昔
の
よ
め
と

リ
と

言
え
ば

、
夜
が
明
け
る
も
の
と

決
っ
て
い
た
よ

う
で

す
。

昔
の
結
婚
式
が
、
な
ぜ
そ
ん
主
に
、

お
そ
く
な

っ
た
の
か
と
い
う
と

お
む
こ
さ
ん
の
方
で
、
ま
ず
、

お
よ
め
さ
ん

の
家
ま
で

、

む
か
え
に
行
く

の
だ
そ
う
で
、

そ
れ
も
五
人
と
か
七
人
と
か

人
数
を

そ
ろ
え
て
行
か
な

く
て
は
な
ら
な

い
よ
う
で

み
ん
な
そ
ろ
う
ま
で
に

同
問
が
か
か
り

む

か
え
の
出
発
が
ど
う
し
て
も

、

午
後
二
時
ご
ろ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

。

一一ーー一ー-

く
ら
さ
ん
の
花
よ
め
行
列
が

そ
の
ヤ
キ
パ
に
さ
し
か
か

っ
た
時
で
す

。

「
あ
!

っ
日

行
列
の
人
た
ち
は

立
ち
ど
ま
り
ま

し
た

。

日
ヒ
ヘ

J
M
I

ヨH
Vト
寸
J
「I
〆
ν

「i
J

五

六
十
メ
ー

ト
ル
の
山

の
中
に

そ
れ
は
み
ご
と
に

た
く
さ
ん
の
ち
ょ
う
ち
ん
が
つ
い
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

。

大
ぜ
い
の
人
が
、ち
ょ
う
ち
ん
を
つ
け
て
歩
い
て
い
る
よ
う
に

い
く
つ
も
い
く
つ
ら

つ
い
た
り

消
え
た
り
し
て

い
ま
す
。

道
の
あ
る
所
た
ろ
う
と

畑
の
中
だ
ろ
う
と

山

の
中
だ
ろ
う
と

あ
た
り
か
ま
わ
ず

つ
い
た
り

消
え
た
り
し
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

行
列
の

一
行
は

こ

の
見
事
な
ち
ょ
う
ち
ん
に
、

た
だ
た
だ
見
と
れ
て

し
ま
っ
て
い
ま
し
た

。

す
る
と
だ
れ
か
が

「
ご
ち
そ
う
に

気
を
つ
け
ろ

U

「
き
つ
ね
だ
ぞ
日

と
さ
け
び
ま
し
た

。

み
ん
な
は

ハ
y

と
し
て

い
っ

せ
い
に
ご
ち

そ
う
に
目
を

向
け
ま
し
た

。

す
る
と

ち
ょ
う
ち
ん
の

火
は

1
2
 

一
時
に
パ
y

と

消
え
て
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た

。

あ
あ

ご
ち
そ
う
は

無
事
だ
っ
た

U

「
き
つ
ね
の
や
つ
、

せ
っ
か
く
の
ご
ち
そ
う
が
食
べ
ら
れ
な
く
て

ざ
ん
ね
ん
が
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
よ

日

そ
し
て

歩
い
て
お
よ
め
さ
ん
の
家
に
行
き

そ
こ
で
ま
た
、
お
よ
め
さ
ん

の
家
に
関
係
の
あ
る

家
々
を
一
軒

一
利
あ
い

さ
っ
し
て
ま
わ
っ
て
か
ら
、

つ

'
U
T
』
3
J

P

,
p
l 

か
つ
い
だ
り
し
て

お
よ
め
き
ん
を
送

っ
て
行
く
人
ち
加
わ
リ
、

よ
め
い
リ
行
列
と
な
る
わ
け

で
す
。

よ
め
い
リ
道
具
は

、
荷
車
に

や
っ
と

そ
の

時
は
、
も
う
午
後
五
時
か
六
時
ご
ろ
に
主

っ

て
い
た
そ
う
で
、
暗

い
の
で
ち
ょ
う
ち
ん
を
つ
け
て
出

か
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

お
祝
い
の
し
る
し
に
、
家
の
加
を入
れ
た
ち

ょ
う
ち
ん
を
つ
け
て
い
く

の
が
、
し
き
た

り
に

な

っ
て
い
ま
し
た

。

こ・ (立
つ ・ た
た ・ ら
村 き

-、 U
-f，'σ〉
。) σ〉

多く
摩 ら
m さ
)ん

かカず

ら
、

小
野
路
村

へ
お
よ
め
に
来

こ ・ る
つ・ こ

たと
村 lこ
かな
ら り
、ま

し
た

小
野
路
村
へ

来
る
道
中
、

ヤ
キ
パ
が
あ
り
ま

し
た

。

ヤ
キ
パ
と
い
う
の
は

そ
の
こ

人ろ
を
火，. ��; 
葬1 せ
にん
す病
るで
所 な
でく

な
そ つ
れた

は
、
そ
れ
は

さ
び
し
い
所
で

し
た

。
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お
よ
め
さ
ん
の
行
列
の
人
た
ち

は

「
そ
れ
に
し
て
も
み
ご
と
主
ち
ょ
う
ち
ん
だ
っ
た
な
あ
日

円
々
に

言

い
な
が
ら
、
小
野
路
の

お
む
こ
さ
ん
の
家
へ
と
急
ぎ
ま
し
た

。

て
ん
ぐ

天
狗
や
オ
オ
カ

天
狗
や
オ
オ

カ
ミ
も
こ
こ
で
は

、
人
々

の

昔
か
ら
恐
れ
ら
れ
て
い
る
、

親
し
み
深
い
も
の
と
し
て
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

味
方
で
あ
り
、

〈
天
狗さ
ま

〉

小
野
路
の
せ
ん
げ
ん
線

の
お
み
た
ら
し
に

消
ら
か
な
ぷ
が
流
れ
て
い

ま
し
た
。

あ
る
日

子
ど
も
が
水
を

飲
み
に
行

っ
て

ふ
と
見
る
と
‘

そ
の
水
が

r、
υ

司
，a

び
っ
く

り
し

て

上
を

ま

っ
赤
に
な

っ

て
い
ま
し
た

。

天

い
ま
し
た
。

ま

っ
赤
な
顔
を
し
て

。

見
る
と
、
木
の
上
に
天
狗
絞
が
い

ら
っ
し
ゃ

時
お
り

姿
は
見
え
な
い
け
れ
ど

狗
様
が

か
や
ぶ
き
屋
根
に
使

、
7

か
や
を

せ
っ

せ
と
運
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た

。

シ
」

Z昌
、ヲ
シ
』

や
め
て
く
れ
ま
し
た

。

「
た
く
さ
ん

運
ん
だ
か
ら
や
め
て

く
だ
さ

い
日

そ
の
か
や
で
屋
根
ふ
き
が
で
き
た
と
い
う
も
の
で
す

。



4 

〈お
く

り
オ
オ
カ
ミ
様

〉

山
の
中
に
お
ね
道
が
あ
り

そ
の
制
い
道
が
J
a
hf

路
に
な
っ
て
い
る
所

お
く
り
オ
オ
カ
ミ
様
が
お
ら
れ
ま
し
た

。

ぞ
う
リ
の
か
か
と
を
ふ
む
の
で
す
。

こ
ろ
ん
で
し

一
人

で
歩
い
て
帰
っ
て
く
る
と

、

ぞ
う
り

の
か
か
と
を
ふ
ま
れ
る
と
、
品
川
へ
つ
ん
の
め
っ
て

、

ぴ
を
ま
い
ま
す

。
そ
こ
で
、
三
尺

お
よ
そ
メ
ー
ト
ル

そ
の
へ
こ
お
ぴ

を
ふ
ん
で

く
ら
い
の
へ
こ
お

ぞ
う
り
を
ふ
ま
れ
な
い
か
ら

こ
し
に
ま
き

つ
け
て
歩
き
ま
す
。
そ
う
す
る
と

こ
ろ
び
ま
せ
ん
。

や
が
て
、
自
分
の
家
が
近く
な
っ
て
く
る
と

、
「
う
ち
が
、
も
う
す
ぐ
そ

あ
り
が
と
う
己
と
日
う
と
、

は
で
す
か
ら
、

っ
て
く
れ
る
の
で
し
た
。

〈
お地
ぞ
う
さ
ま

〉

お
く
り
オ
オ
カ
ミ
級
は

出i}

野
津
聞
の
袋
椅
の

近
く
に
い
ろ
い
ろ
な
お
地
跡
慌
が

こ
れ
は
今
か
ら

た
っ
て
い
ま
す
。

了 i
.1.1 

11'1 
か
句

~ 
っ

て

る
J 
U 

σ3 
r 
与
え
句

信Z i.l 
jf/1ミ ま

す
。
お

地
ぞ
う
係
は

子
ど

J
U

を
お
パJ
り
く
だ
さ
る
仏
般
と
し
て

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
お
地
ぞ
う
採
に
ま
つ
わ
る
お
話
で
す。

L 
し

ま
い
ま

す
。

る
気
持
ち
は

野
津
問
地
区
に
筏
っ
て
い
る
自
ま
ん
歌
を
紛

介
し
ま
し
ょ
う

。

〈
お
ち
ち
の
お
地
ぞ
う
さ
ま

〉

北
円
の
赤
ち
ゃ
ん
は

み
ん
な
お
付
さ
ん
の
お
ち
ち
で
育
ち
ま
し
た

。

死
ん
で
し

お
母

さ
ん
の
お
ち
ち
が
川
な
け
れ
ば

そ
ん
な
時
は

み
ち
ゃ
ん
は

近
所
の
お
ち
ち
の
山
山
る
お
川
り
さ
ん
か
ら
J 
U 

〈
野
津
田
の
村
じ
ま
ん
〉

今
も
昔
も
変
わ
リ

ま
せ
ん
。

物
お
ら
が
村
u
を
ほ
こ
リ
に

む
い

'け

ま
ん
し
た
く
主

生
ま
れ
育
勺
た

野
洋
田
の
白

川
田
は
な
ん
だ
ん
べ
え

石
版
回
目
孝
だ
し
た、
」
と

村
野
代
議
士
立
て
た

、
」
と

小
さ
く
も

会
判官
の
有
る
こ
と

三
百
に
足
り

主
い
戸
数
で
も

水
車
が
三
つ
に

寺

一
つ

→
u
E
L
r廿川
-
』

賢
司
4
t
-n
r
t
l・

薬
師
にr

l
Z

水

大
正
か
ら

昭
和
の
初
め
の
歌

4主

�. 

"" II 

i
f
 

こ
の
あ
た
り
は
養
蚕

が
さ
か
ん
で

生， I 日
糸~' 111 

をの
中I l ( あ
んた
でリ
む、 lこ

も
を
11' 

る
会
社
が
あ
っ
た
。

f
b
'
l
F
A
v
bAP 

-

-

y

 

水
源
は
丸
山
谷

戸

本
村
山
行
戸
の
寺
山
神

社
の
山

よ
り
流
れ
〈

お
縦
侃
出

る

水
で

の
通
行
人

牛
や
H
J

が
の
ん
だ
わ
き
水

。

市
川
ツ
平
さ
ん
よ
り

ら
い
ぢ
ち
を
す
る
の
で
す
。
で
も

、

そ
ん
な
に
お
ち
ち
の
よ
く

出
る

お
母

さ
ん
が
い
る
と
は
限
リ

ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、

赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
お

母
さ

ん

は
、

自
分
の
お
ち
ち
が
よ
く

出
る
よ
う
に
と
、

神
様
や
仏
様
に
お
願
い
す

る
の
で
す
。

あ
る

時
、
世
間
ヶ
谷
の
方
か
ら
お
参
り

に
米
た
人
が
い
ま
し
た
。

こ
の

人
は

お
ち
ち
が
少
し
し

か
山
な
い
の
で
、

赤
ち
ゃ
ん
は
い
つ
も
お
な
か

を
す
か
し
て
泣
い
て
い
ま
し
た
。

野
津
川
の
こ
の
お

地
ぞ
う
械
に
、

お
願

い
す
れ
ば

お
ち
ち
が
出
る
よ
う
に
な
る
と

附
き

お
参
り

に
や
っ
て
き

た
の
で
す

。

こ

の
お
母
さ
ん
は

お
地
ぞ
う
様
に
お
願
い
を
し
て

野
津

川

の
お
米
を

一
週
間
分
筒
リ
て
行
き
ま
し
た

。

お
母
さ
ん
は
、

週
間

肉
や
魚
を
や
め
、
米
と
的
楽
だ
け
の
食
事
を
し
ま
し
た

。
そ
う

し
た
と
こ

p
h
υ
 

q
t
 

ろ

お
ち
ち
が
よ
く
出
る
よ
う
に
な
り
、

赤
ち
ゃ
ん
も

元
気
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

お
母
さ
ん
は
、

的

リ
た
お
米
と
、
自
分
の
家
で
と
れ
た
野
菜
な

ど
を
持
っ
て
お
礼
参
り
に

米
た
と

En
う
こ
と
で
す

。

こ

の
よ
う
に
、

肝
津
田
の
お

地
ぞ
う
様
の
こ
と
は
、

人
か
ら
人

へ
と
伝

わ
っ
て
い
き
ま
し
た

。

こ
の
お
地

子育て地蔵

ぞ
う
校
に
お
刷
、
い
す
れ
ばお
ち

ち
が
よ
く

出
る
よ
う
に
な
る
と
い

う
こ
と
で

お
ち
ち
の
お
地
ぞ
う

押印と
し
て
、

速
く
ま
で
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
リ
ま
し
た
。

ひ
と
昔
前
ま
で

釘
津
田
に
は

は
た
る
の
と
び
か
う
所
が

小
貯
路

あ
リ
ま
し
た

。

五
の
タ
万

ほ
た
る
が
と
ぶ
の
を
竹
ぽ
う
き
で
と
リ
ま
し

た
。
そ
の
時

歌
っ
た
歌
を

紹
介
し
ま
す

。

は
た
る
と
り
の
う
た

幅う

ぽ
つ
ぽ
つ

ほ
た
る
こ
い

担
。

は
た
る
ど
ん
の

よ
め
ど
リ
は

お
ち

ょ
う
ち
ん
む

い
ら
ぬ

。

。
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お
し
り
の
光
で

". 飩 
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8 

あ
ん
ど
ん

L

い
ら
ぬ

ぴ
っ
か
リ

切保

母虜参

き
ゃ
っ
か
り

島'

飛
ん
で
こ
い

白色

〈歩



わ
た
し
た
ち
が
調
べ
た

8 

学
区
域
の
産
業

昭
和

一
一
十
五
年
の
こ
ろ
の
資
料
を

調
べ
る
と

野
津
田
町
、
小
野
路
町

の
商
店
の
数
は

そ
れ
ぞ
れ
六
け
ん

今だ 四
のさけ

のまだ
よしけ

す 。 と

と先

らが
ベ 教
るえ
とて

》ミミ

そ
の
数
の
少
な
き
に
み
ん
な
び

っ
く

り
し
ま
し
た

。

わ
た
し
た
ち
の
学
区
域
は
、
川
m

ま
た
自
然
が
多
く
残

市
(J) 

中
で
も

っ

て
い
る
所
で
す
が
、

近
年
は
と
み

に
開
発
が
進
み
、
町
の
よ
う
す
ら
日

に
日
に

か
わ

っ
て
い
る
よ

う

に
巴
わ

れ
ま
す
。

学:第
区 一
域小
の学
産校
業員IJ わ
を立た
記八し
録 卜 た
に問ち
残年 は
その
う 先的
と Lて JIJ

〉ご三

そ
こ

で
、

話
し
合
い
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
で
手
分
け
し
て

会
社

肉
店
の
数
や

作
っ
て
い
る
物

っ
て

い
る

物
、
働
い
て

い
る

人
の
数

主
ど

に

つ
い
て

H止
を
使
っ

て
制
べ

て
ま
わ
り
ま
し
た

。

そ
の
調
べ
た
な
か
の
一
部
を

十
附
年
の
記
念
誌
に
の
せ
ま
し
た

。

研
究
グ
ル
ー
プ

昭
和
六
十
三
年
度

よ込
Ji 

一

~，J l 

/ 

ツし八

A
4
g
7
r
J
園
、
，
L
，、
τ
F
寸
'
a
'

才

F
1
1

月

X
F
F
-
勾
品

イ

J
T

リ
ヤ
』
守
ワ
d
ザ
》
ハ
ウ
'
ヘ

材利 7H
Tf1Ff lt 
<f: i'i' n 
iえft， i lご

金本L

1商ノ事

. 
。

@
閉
山
ふ
寺
町

四丁国7孝

-
T

小
川
パ

釘
吋
e
刷

7子

荒
初

淀
川
民'

ヰ
山
生
魚
陀
記

1
p
l
T
J山k
k

・

号.

2 

同何イ

一 i芦宅与
d必，\、莞 t

奇代t?科4官ぬi ご ノ/ 有刊4 

4 句←i?i、主は1J JJ什f均~fρ店 土」 川
251ド14 弘U5 及
行'''-円ト 7 ハ!

主

¥
 

尚
g
n帆A
4
8子、
信

マ
ス
9
λ

品
叩
圭

吉
岡
崎
車
4

ゑ
迄

ラ

!

メ
シ
心
み
4
.

、

。
。

弓
，a

¥ ¥ 
¥ 

/、

¥ 

¥ 

l¥ 

-79 -

〆'
/ 

1 988 ・ JOfJ~イ1



ハ 国.，;.i);.~
E動中普及

/ 

サ
シ
ゲ
リl
ン

e
'
'
A
Z
1
J
 

山
手
張

作
有

カ‘ι- -:，...."中い← ト[判ヤ〉
こ J "ん山(タ作~.I乏)
也、 ν;f:ラ 'メン

トサロル凹守{フ吋z)

¥ 
¥ 

¥ 

出別F庁警~r堂

ι
6
A
q
Z泡

三
い
越
在
#本

鹿島レ~J ン.

た村!Jt(Ja)・
3り得。，
7コ，]'比一・
7 之企晶」 ・
ラ d メシ 。

三ハ B創建iE ・
..，.~t，イI'J'凶p
つりレ-'!-7')' 7・ 0

帥ゆ防t記録炉

河野品店向。I!
/' -)( _.....γH 

bれ…Pン~ \ \ ~ 
た〈み( ぺA咋)0¥ \~ 

淘才

小
野
同
庁
保
育m
i
e
@

消
防

勺

崎
町
i
l
-
-

小
切

，
H
柑
珍
九
m
f
J
@

小
野
県
坤
石
油
/

d

，
@

小
島
古
利
俗

r
J

。

吋
年
泊
必

J

O

百
川
エ
刃
店

/

帽H
J件2

主
②

c

川
e
h械
な
店
.
\

柁
a

品 ->0
~， -=宝-

h五/
‘ 10 /1 、

L 地

ﾆfi rす
阜 f

1 

野1各

ム

、
、

1
l
u
ｭ

-

-
目
半
島
Z
M
d申
込

宮
沢
4
6
E

d
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川
工
科
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m
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砂
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位
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ト
明
m
A
H
M
t

夜
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附
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か
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山
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長
北
側
写
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目
ー
ネ
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.... 

学
区
織
の
産
業
別
数

野津 田町 小野路町 学区全 体
~ 宇土 70 63 133 
商 店 52 42 94 
，子.u.一 校 7 2 9 
1} 的 機 I均 3 4 7 
病 F走 3 2 5 
寺 ド正 l 3 4 

干'1' ネi l 2 3 

働
い
て
い
る
人
が

十
人
以
上
の
会
社

。
調
べ
て
わ
か
っ
た
、
』
と

-

A
E担
の
ほ
う
が
商
店
よ
リ

多
か
っ
た
。

-

大
き
主
街
道
に
そ
っ
て

会
社
や
市
川
店
が
な
ら
ん
で

、
」
」
。

L

J
J
 

-

山
'
チ
区
域
の
中

で
も
・
ム
出羽
‘

商
店
が
た
く
さ
ん
あ
る
地

区
と
主
い
地
区
が
あ
っ
た
。

き卜
なキ
会ナ
fl 光
の学
問i の
りょ
にう
はな
l均大

注
す
る
小
さ
志
会
制
が
い

く
つ
か
あ
っ
た

。

-

山」寸
校
が
思
っ
た
よ
り
た
く

さ
ん
あ
っ
た
。

-

一
仕業
調
べ
を
し
て

ん

な
と
こ
ろ
に
む
、

こ
ん
な

会
村

や
一州
防
が
あ
る
ん
だ

る
と

思
っ
て

と
て
ら
た

め
に
主
っ
た
。

-

マ
区
域
の
広
さ
に
あ
ら
た

め
て

び
っ
く

り
し
た

。

20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 No. 
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パン光 1]43盈正 ヰtレ企 Y~ コ

事lf(五H k 工
ス 今日
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名J〆

11 1 提
ス
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会
社
の
業
種
別
割
合

建築業

(54/1:1 

430
0 

製造業

(37社)

290
0 

商
店
の
業
種
別
割
合

飲食店

(24店}

260
0 

。
剥
べ
で
わ
か
っ
た
こ
と

-

往
設
A
LH
引

i
扮
店
主
ど
建
築

関
係

の
会
討
が
多
い
の
に
び
っ

く

り
し
た

。

-

一
弘
れ
部
品
を
作
る
小
さ
主
会
村

が
い
が
い
と
多
か
っ
た
。

-

い
つ
も
凡
て
て
も

何
を
れ

っ
て

い
る
か
わ
か
ら
主
か
っ
た
の
が

細
川
べ
て
わ
かっ
た

。

-

A
Z
H
甘
の
人
が
親
切
に
教
え
て
く

れ
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た。

-82 -

く〉

。

。

-

飲
食
店
が
多
か

っ
た

。

ト
j

こ

h

f
l
'
i
 

針
路
の
ほ
う
は
ラ
ー
メ
ン
田
町
が

多
か

っ
た
。

-

o
父
，
辿日
川の
多
い
街
道
ぞ
い
に
は

自
動
車
問
述
の
尚
山
が
多
か
っ

fこ

-

コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス

ト
ア
風
の

ざ
Aー
か
て

'
A

雑
貨
店
が
ふ
、
え
て
き
て
い
る。

. 

人
で
仕
事
を
し
て
い
る

小
売
店
が
多
か

っ
た
。

働
く
人
が

十
人
以
上
と
十
九
人
以
下
の
会
社
の
割
合

。
調
べ
て
わ
か
っ
た
こ
と

20人以 上

の会~ I

20 ~1 

15% 

19人以 下の会主|

113H 85% 

-

神
奈
川
中

央
交
通
で
働
い
て
い

る
人
が
三
五
八
人
L

い
る
と
し

っ
て
び
っ
く

り
し
た

。

-

大
き
い
会
初

で
も
働
い
て
い
る

人
が
少
な
い
と
こ
ろ
む
あ
れ
ば

小
さ
い
会
社
で
も
働
い
て
い
る

人
が
な
外
と
多
い
と
こ
ろ
も
あ

っ
た
。

-

二
O
O
人
以
上
働
い
て
い
る
会

83 

社
が
三
つ
ら
あ
っ
た
。

-

調
べ
て
兄
る
と

1 
人
以
下
で
働
い
て
い
る
会
社
が
と
て
も
多
か

っ
た
。

立
外
と
大
き
い
会
社

学
区
だ
と
思
っ
て
い
た
が

-

聞
や
畑

は柿
の
多
い

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

三
十

一
人
的
児
童

た
。
と
て
も
広
い

る
か
も
し
れ
ま
せ

が
全
員
で
直
接
.

学
区
域
の
た
め
、

ん
が
、

商
店
が
あ

大
方
的
資
料
と
し
て
参
考
に
し
て
い
た
だ
れ

ま
だ
見
落
し
た
会
相

、

れ
は
幸
・

い
に
思
い

ま
す

。

会
制

商
店
を
調
べ
て
回
り
ま
し



手J 業 2 1 
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ヲf二 区
1伝 業 7 4 

2 1 8 
手J 業 2 6 けん

小野路町 1 2 3 

1店 業 97 

手J 業 4 1 
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弓 区
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学区域の農業

①
農
家
の
数
(
判

r~ タク '1 -' 

~..吊~ "タ IJ ，.ピ
いい草干
かた l:-..t< ~，. 

内詑也、命会言。永
τ向き 1: 0雇き rc 守".篭リ台、之、
刑判孟怒したい
か夕方コ→ "b y ， → 119JニL"
→カ夕刊と事 it ほ山

r，そ ν 可シ」

区山也
4
A
 

路
田
野
津

、
、

事
J

J
H1
国
主

②
農
業
従
事
者
(
人

A
R
m
ｭ

S

J
Z

司

ち
て創
刊u
n

いh
L，
.
b，

司
匂判

-
マ
凶
勺

戸、
しておきたい l \ミ訟

貴重な草花

④
主
な
山
氏作
物

野
津
川
町
い
ち

(
特
産
物
)
米

主
す

き
ゅ
う
り

ト

7
ト

いつまでも

のこ

(昭和60年度調べ)

野
路
111") 

I.l: 
ヲ

h 
ん
与1

特
産
物
)

か

な
す

こ
ま
つ
な

専
業
・

兼
業
の
剖
合

回

・
刷
の
割
合

。
調
べ
て
わ
か

っ
た
こ
と

畑 ! 野i_lt阿町 1220叩坪
l小野路町 200000f.1'

-

農
家
の
数
、

322000坪

171 けん

88-% 

山
版
業
を
し
て

78% 

い
る
人

!!!t 
ι支

地
の
広
さ
る

ど

す
で
て

84 • 

小
肝
路
川
の

-
}l

‘ 

江

次
割
合

畑
の
訓
合

カ
が
多
い

。

H

ま
守

ド

H

I

-
-

、

4

-

小野路町

(200000坪)

川
に
多
く

62% 

H

士
、

J
1
5

M
刈
f
lH

巴

A
4
m
s
w出

72% 

川
に
多
い

。

野津田町

(J 22000f.干 )

t

み
丸山
也
ず
、

-
J

r
h
ι
3
ム
M
M
J
J
J
f

38% 

だ
ん

へ
-:> 

て

き
て
い
る

。

③
民
地
の
市川
和
一(
円

※
農
業
の
学
習
は

的
川
政
協
の
鈴
木
桜
よ
リ

」
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

- 85 ー
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おめでとう

年十八

学
校
教
育
目
標

子

7T 

つ

る

あlナ

え

'
村
川
川

日
出

考
子な正ゴ

ヌLヌじ

校

富士
11' fj三
1111 古寺

、
す
く
す
く

JM
て
る

か
し
の
本
の
ご
と

怖
く

育
て
ん

日
か

げ
あ
び
つ
つ

一
て

ま
と
も
に
兄
ゆ
る

姿
あ
お
さ
て

い
よ
よ

γ千
ば
ん

自
体
自
由
の

三

、
流
れ
は
っ
き
ぬ

つ
ね
に
力
を

友
よ
み
が
か
ん

r -、--

川
き
の
ぞ
み
を

ト 石

総 ff

K元延

ー リ1

ま
な
び
や
の

フ

L

」J

1
0も

j
i
J
J
 

こ
の
か
ら
だ

7

る
わ
し
く

同
士
山
の

こ

の
利
も

ゃ
し
な
わ
ん

柏
村
を

あ
わ銘
せ兄
あ川

は
た
ら
か
ん

い
た

き
つ
つ

88 

校
歌
に
つ
い
て

J 

校
歌
が
つ
く
ら
れ
た
の
は
昭
和
二
十
六
年
で
す
。

こ
の
こ
ろ
仲
間一
小
は

At
の
鶴
川
中
学
校
の
あ
る
丘
の

上
に
あ
り
ま
し
た

。

L
F
臣
、
，
ヤ
八
ふ
ふ

p
p
'百司
l

学
校
の

「
、
」
噂
」
ヲ
ハ

J
」

で
あ
る
こ
と
か
ら

(�' 

作
山
と
も

日

本
で
一
流
の
人
に
た
の
も
う
と
い

一一一一一一
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

そ
こ
で

児
童
作
家
で
詩
人

で
も
あ
っ
た
石
森
先
生
に

。

k
r
山
山
斗
」O

i

-
-

上
野
音
楽
学
校

〈ー
の
東
京
芸
術
大
学

教
授
の
下
総
先
生
に
た
の
み

ま
し
た

。

- 89 ー

石
森
先
生
は
、
①
校
歌
は
い
つ
ま
で
も
学
校
に
残
つ

ー

の
手
来
し
た
後

て
、
よ
ろ
こ
ん
で
歌
わ
れ
る
よ
う
に0
0
寺
霊

も
歌
わ
れ
る
よ
う
に

。

③
そ
の
学
校
の
特
色
が
あ
ら
わ

れ
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
考
、
え
で
、
校
庭
(
丘
の
上
)

か
ら
ま
わ
り
を
じ
っ
と
見
わ
た
し
た
そ
う
で
す

。

そ
し
て

日

に
や
さ
つ
い
た
の
が
、
すく
す
く
と

仰

び
た
か
し
の
木

。

広
士
山

、
鶴
見
川
で
し
た

。

こ

の
こ

と
を
も
と
に
立

派
な
子
ど
も
達
が
育
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
作
詩
し
た
の
で
す
。



年キ奈

旗

一
四月 入学式一年生

春のひざしに64名の愛らしいひと
みが輝いていました。

の~ 

ナ

六月運動会 三年生
JぞJl!こ f:' . 一

リズム「佐渡の鬼太鼓」みんなー
長 ι， .‘ 

所けん命i孟技をしました。

校

音
十

し
る
し
で
す

。

校
~f 
気
に
と
め
て
い
な
い

校
寧
で
す
が

紛
川
の

こ

の
た
め
、

の
山
地
」
。

近

」。

を
デ
ザ

校
章
に
つ

い
てが

決
め
ら
れ
た
、
」
ろ

で
す
。

学
校
の
大

一旬
，

lh

廿
寸
犬
d

市
戸
、
ん
は
あ
ま
り

、

」

養
蚕

を
か

っ

ん
あ
リ
ま
し
た

。

」

て
い
る
家
が
多
く

あ
た
り
で
も

か
L 、

σ〉

「
川L。

鶴
川
の

的
」。
小
学
校
の

の
こ
と
か
ら
、
寸
く
わ

寸

れ
た
も

の
で

大
へ
ん
意
味
の
深
い
校
立

〉

H

，
、
:

ノ
\
ι
d
M
引
川
《M
ナ
ヘ
く
さ

Jーくわめ菜、

く
を
流
れ
る
鶴
見
川

イ
ン
化
し
て
つ
く
ら

-90 

r ，つ暑1J判フ」同つる

七月 日光林附学校六年生

I iB31124Filjit12でのキャンフ。フアイヤー。

を

十月 八十周年、 出 し物づくり l周年生
むかし子どもたちが遊んだお手玉や

竹 JUなどをつくりました。

。

生
た
c
r

t
」

五
でi
市
中'

V
弓
日

会
ゴ
姉

箆
が
展
ち
たlv 

サの山お

- 91 ー

十一月
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昭
和
M
年

小
首
朴
二

-
児
童
蛙
寒
対
策と
し
て

弁
当
暖
め
只
設
前

・
ふ
と
ん
作
リ

・

給
食
悦

ι新

昭
和
お
年
小

れ
H
n

J

-
防
空
昨
唱の
六
内
的
什

だ
く
の
勤
労
ぷ
日

-
升
戸
山
叫設

-
M
t
附
人

の
た
め
ハ
ザ
l

昭
和
初
年

・

農
産
物
品
計
会

小
口
朴

-
一山

』
山
市
臨
陥

!
i

ー

昭
和
幻
年

・
校
庭
校
下
し

作
業

池小
11, 'j<¥ 
り 村

昭
和
泊
年

小
川
悦
之
助

・
映
画
観
賞
「
山
恨
太
夫
」

昭
和
刊
日
年

化
仇
率
的

-
校
舎
必
成
記
念
大
逆
納
会
参
加

昭
和
初
年

比
仇
平
山
川

-
廃
品
開
収
で
バ
リ
カ
ン
、
スベリ
ムH
附
人

昭
和
引
年

・

優
良
校
比
1

、

，
dリ

つ
ね

昭
和
幻
年

小
向
つ
ね

-
映
州
会
「

一
人

の
川
町の
記
鉢
」

昭
和
お
年

・

部
落
思
談
会

、

ι

リ
え
F

4

1

1

 

・
校

ι駐
整
備
作
足
、

昭
和
例
年

小
品
笠

-
講
・
一
山
会
「し
つ
け

に
つ
い
て
」

.
全
日
日
ト
引
ι

に
よ
る
人
形

劇

昭
和
お
年

・

映
山
門
会
「Mm
以
愉

内

'
Jリ

一fh
u
υ
山
川
巾

4
1

三

1

f

パ

の
少
れ
つ
州
代
」

昭
和
初
年
小
山

宗
山
郎

-
給
食
司
陥
法
令
と
し
て
廃
品
判
収

.
部
誌
を
地
区
と
修I
H

昭
和
幻
年

・
交
通
五
態
調
作

師
宅
克
己

昭
和
羽
年

・

地
M
V懇
談
会

恒
宰
寸M
ん
じ

昭
和
鈎
年

日
川
防
止
引

-
出
品
川
以
で
川
ん
市
川
リ
け
傘
購
入

.
政
急
行

謎
の
掛
川
いけ

-

父
山
帆H
e
j

川
相

(111 
J

i
 

t

-
-

FB
寸

間
年
記
念
悦
賀
会
参
列

4 

内
4nwM 

ヰI"í

-93 -



昭
和
的
年

明
凹
敏
溢

・

講
演
会
「
学
校
教
育
と
家
庭
教
育
」

昭
和
印
年

・

給
食
試
食
会

級
生
問
幸
ザ

・

自
転
車
安
全
教
室

昭
和
引
年

増
田
敏
澄

・

移
転
準
備
梱
包
作
業
・

他
木
移
伯
作
業

昭
和
M
H年

制
野
尚

.

体
育
館
下
に
ヒ
ュ

l

ム
管
遊
具
設
置

昭
和
何
年

細
野
向

.

都
立
北
H
辿
高
校
設
置
促
進
会
、

昭
和
川
刊年

上
川
千
校

・

山
百
子
山
バ
ス
停
の
待
避
所
設
置

昭
和
的
年

小
h
一阿
出
川
市
郎

昭
和
“
年

紺
野
俊
子

・

交
泌
事
故
防
止
め
掠
示
版
取
付
け

昭
和
仰
年

内
山

二
三
夫

-

体
育
館
落
成
式
に
協
力

昭
和
特
年

・

家
庭
教
育
学
級

小
野
レ
ツ

昭
和
何
年

・

親
子
プ
l

ル

萩
佐
川
幸
子

一
一円
附
)

T
t

h

、
日

々
叫
1
'
H
4
aF
R

昭
和
何

年
・

講
演
会
「
f

ど
ら
が
見
え
る
」

「
一寸
ど
む
の

口
物
」
実
態
調
AH

昭
和
印
年

小
斤
此
ず

・

通
学
的
州
経
備
に
つ
い
て
の
隙
悩

・

講
演
会
「
よ
い
イ
を
育
て
る
」

昭
和
印
年

a
H
木
相
イ

-
7
ア

Y
7

ス
賦
人

の
た
め
ア
ン

ケ

ー
ト
調
官

・

通
子
路
山
険

昭
和
引
年
ぃ
平
岬
林

・

講
演
会
「
師
け
イ
ど
む
た
ち
L

.

科
開
諮
問
会

東
海
林
勤

「
、
十
え
鋭

拘
ヘ

B

A
K
M
」
目

h

ノ

昭
和
位
年

・

ベ
ル
7
1
7
で

・

刊
人
平
級
附
有
名
協h

・

議
川
会
「
f

ど
む
を
取
り
ま
く

環

段
は
.
ど
の
よ
う
に
主

っ
て
い
る

カ
」

昭
和
凶
年
近
雌

h
k峨

・

八
十
問
年
記
念
バ
ザ
l

-

八
」
，

川
年
祝
う
会
協
力

・

ベ
ル
7
7

「

一
輪
車
L

購
入

・

講
刷
会
「
魅
力

の
K

刊
説
歌
」

-• 

昭
和
訓
年

萩
原
康
好

・
地
区
別
子
供
会
リ
ー
ダ
ー
講
門
会

昭
和
臼
年

萩
原
肱
川
町

-

歴
代
P
T

A

会
長
の
写
真
入
り
資
料
作
成

、: 、 、 ー'

都
へ
陳
情

昭
和
幻
年

'

F
h

ド
1

、

・

陪
2

h七
H
H

教
室

議
日
噌
み
さ
於

小
針
路
‘
大
蔵
地
区
別
交
通
安
全

.

鎌
A
U史
跡
的
ぐ

リ

昭
和
M
年

・

給
食
事
誘
導
交
‘辿
務
用
品

ー
令

ゐ
爪
判'H
+実

昭
和
民
年

鈴
木
笥
武
干

-
山

長
を

川
み
給
食
試
食
会

・

七
宝
焼
講
沼
会

昭
和
何
年

小
官
賞
，r

-
m

油
川
公
間
建
設
計
画
に
円

う
一辿
山
河
川
帥
雌
保

の
た
め
の
署
名
陳
情

昭
和

・ 57
rE 手 年
級
i司
自;}j
i百
発
イヒ
グ〉

た w
め木
P 有l
T f 
A 
脱
約
改

(
ベ
ル
7
1
7
で

動

み
ん
な

で
が
ん
ば
っ

ω
川
年
記
念

P

・
T
-
A

パ
ザ
l
)

Tこ

" 
ザ

r p TA の朝、J'こ合わせて楽しいダンス

(店1)立50周年運動会)
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職員鶴川第一小学校(昭和63年度)

宮
本
教
諭

渡
部
主
事

松
本
教
諭

天
正
教
諭

矢
津
主
事

金
子
教
諭

今
成
主
事

石
川
教
諭

山
野
辺
教
諭

瀬
尾
教
諭

林

主
事

千
葉
教
諭

浅
間
(
警
備
)

花
岡
主
事

1m 

教
頭

山
主
司王

長
谷
川
主
事

玉
田
主
事

北
深
校
長

稲
葉
主
事

舟
生
教
諭

中
島
教
諭

針

貝
教
諭

小
h
助
教
諭

米
原
教
諭

富
田
教
諭

波
田
野
教
諭

藤
原
教
諭

古
利
回
教
諭

松
嶋
教
諭

古
調
停
教
諭

菅

教
諭

山
本
教
諭

話

河
升
春
作

萩
生
川
長
古

川
場
米
内

鈴
木
俗
孝

士
口
漆
ョ
、
不

小
品
資
料
館

自
由
民
権
資
料
館

J
T
F
 

i

i
お
b

τ

千
干
院

前
午、肱
院

鶴
川
郵
川
叫
防

総
川
市
川
比
セ
ン
タ
ー

I
l
I
t
t
 

開

H
μ
→η
ρ
hド
凶
刊

川
削
リ
ス
附

川
川
市

一向
会

本
校
五
可
制

本
校
地
区
J

ど
ち
会

館
川
在
人
柄
制
セ
ン
タ
ー

川
川
山
内
版
協
的
川
文
山

鶴
川
イ
ど
ち
郷
1
M川

主
な
参
考
文
献

町
間
市
教
育
史

「
町
田
市
編
」

ふ
る
さ
と
の

思
い
出

(
写
真集
)
町
田

町
間
市
史
(
上
・

下
巻
)

鶴
川
村
村
誌

川

聞

の
歴
史
を
さ
ぐ
る

「
町
間
市
編
」

問
問

の
歴
史
を
た
ど
る
「
町
岡
市
編
」

小
野
路
・

野
津
聞
を

歩
く
「

小
島
資
料
館
編
」

小
野
村
初
判
輿
「

小
野
村
柏
村
輿
保
存
会
編
」

石
阪
口
回
孝
伝
寸
波
辺
奨
著

」

多
摩
の
草
花
寸

浅
4
1
辰
雄
・

浅
井
典
子
共
若

L

長
吉
か
た
り
ぐ
さ
「
萩
生

川

長
官
若
」

的
川
小
学
校
H

誌
餓

川
小
"
)
十
枚
同
窓
会
話

鶴
川
村
風
土
記
寸
鶴

川
小
学
校
編
し

川
山
地
名
考
「

山
岸
義
郎

著
L

附
説
H

本
の
時
火

「
集
引
火相川
」

東
以
百
年
史

「
東
京
都
編
」

東
京
大
空
襲
「

U
T乙
女
勝

一光

若
」

日

本
の
歴
史
「

中
央
公
論
社
刊
L

日

本
の
歴
史

「
は
る
ぷ
山
版
刊
」

附
利
の
歴
史
寸
小
学
館

刊
」

京
京
大
空
銭
「
東
京

都
教
戦
員
組
合
編
」

資
料
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

・

同
体
名

佐
藤
卓
美

増
田
助
次
郎

大
谷
利
子

a品
川
義

一

村
野
英
夫

城
所
内
義

判
上
忠
太
郎

石
阪
精

一

石
阪
至
孝

木
下
美
千
代

大
津
千
存

新
倉
和
代

中
治
政
江

川
伝
八
ム
市

近
藤
安
雌

小
向
誠

一
郎

飯
川
俊
郎

古
川
清
水
叫
旭川

浅
井
典
子

「
白
井
園
雄
編L

金村
千野
孝平日
了枝

古
深
タ
ケ
イ

内
藤
久
子

八
木
11
沖
了

筑
以
ノ
リ

丸
ち
ょ
，
十

筑森 Tt l剥九 Tl i fi 
城 1 11 木野川 i尺
夏 tlí 光幸市正義
iJ:別-f- !ft . if� iT 

ノ、 .

つ/レツ

まヤ
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〔
指
導
い
た
だ
い
た方
〕

渡
辺島

〔
執
筆
者
〕

~t 
i畢

llll 中
島

富山
本本

官
回問

松
山鳥

天
正

氏
(
元
忠
生

一
小
校
長
)

政
孝
氏
(
小
島
資
料
館
館
長
)

奨

由 義正
紀之直

十u
和
問
京
子

士
口
滞
智
子

瀬
尾
勇

波
田
野
美
津
枝

英
一'JR 

良
質

敦子f f衣忠
zE: 子子彦悟

米告l
l京貝

←
串
戸
当h

I
H
 

千
葉

山
野
辺
広
子

舟
生
あ
や
子

小
品
ト
ミ
子

石
川

金
子

文
tW 

玉
枝

松
本

題
字
北
深

表
紙
版
画
ク
ラ
ブ 幸

子正
直

が

去
」

あ

と

鶴
川

一
小
開
校
八
十
周
年

の
本
年
は
、
昨
年
に

続
い
て
の
校
舎
の
大
規

模
改
修
工
事
。

八
十
周
年
を
祝
う
数
々
の

行
事
な
ど
多
忙
な

年
で
し
た
。

八
十
年
の
学
校
の
あ
ゆ
み
や
鶴

川
の
歴
史
を
生

き
生
き
と
よ
み
が
え
ら
せ
た
い
。

形
式
的
な
記
念
誌
で
な
く
、
子
ど
も
達

が
郷
土
学
習
に
使
え
る
資
料
に
し
た
い
。

写
其
を
多
く
し
、
読
み
や
す
い

も
の
に
し
た
い
。

こ
ん
な
願
い
で
校
長
先
生
を
は
じ
め
と
し
て
全
職
員
で

執
筆
を
分
担
し
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
を
研
究
し
ま
し
た

。

ま
た
、
-A
月
の
家

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、

庭
訪
問
則
問
中

や
夏
休
み
を

使
っ
て
地
区
子
ど
も
会
の
活
動
や
、

個
人
研

究
と
し
て
子
ど
ち
た
ち
に
も
地
域
を
調
べ
て
も
ら
い
ま
し
た

。

地
域
の
方

98 

々
も
子
ど
も
の
い
ろ
い
ろ
な
質

問
に
快
く
答
、
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た。

ま
さ
に
、
子
ど
も
と
教
師
と
地
域
の
方
々
が
力
を
合
わ
せ
作
り
上
げ
た
地

域
の
副
読
本
と
言
え
ま
す

。

し
か
し
、
完
成
後
手
に
と

っ
て
み
る

時
、
不

充
分
な
占
…
も
多
々
あ
り
ま
す

。

ま
た

、
歴
史
と
い
う
性
格
と
紙
面
の
関

係

で
む
ず
か
し
い

言
葉
も
多
く
な

り
、
低
、
中
学
年
に
は
少
し
む
ず
か
し
い

内
容
に
な
り
ま
し
た

。

P
T
A

に
よ
る
バ
ザ
|
附
恨

の
収
益

か
ら
多
大
な
援
助
を
い
た
だ
き
ま
し
た

。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
資
料
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
特
に
懇
切
な
ご
指
導
を

い
た
だ
い
た
、
郷
土

研
究
家
の
波
辺
奨
先
生
・

小
島
資
料
館

々
長
の
小
島

白河

こ
の
本
の
製
作
に
あ
た
り
、

政
孝
先
生
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す

。

〈
石
川
記
〉

六
ﾆ , 

，
マ
げ
川

'ザ3. 
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